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プロローグ




　風に血の臭においが混ざっていた。乾いた土つち埃ぼこりといっしょに少年──アインは吸い込む。

　一呼吸ごとに全身に痛みが走り、立っていることさえままならない。

　濁にごった風に紛まぎれて女の子の悲痛な叫び声が溶けて消える。

　鼓こ膜まくにそれを感じながら、アインは地面に膝ひざをつき動けずにいた。

　目前に長ちよう身しん痩そう躯くの男が迫る。男は切れ長の目でアインを見下ろした。眼がん光こうは鋭い。

　男の手には剣の柄つかが握られている。柄から先に刃はは無い。

　なのに男が腕を振るうたび、アインの身体からだに裂れつ傷しようが走った。

　無数の傷を負わされて──まだ、生かされている。

　アインは思った。

　このままだと殺される。自分が死ねば次は後ろの彼女が危ない。

　助けたい。救いたい。理不尽に降りかかる暴力から守りたい。

　そんな強い願望とは正反対に、アインは弱かった。

　自身の身を守る程度には、修しゆう練れんも積んできたつもりだ。

　だが守れない。目の前の男の力は、およそ人間の持ち得るそれを超えている。

　小刻みに肩を震わすアインに、纏まとった殺気を微み塵じんも発散させることなく男が聞いた。

「その腰こしのモノはお飾りか？」

　アインはベルトに挿していたそれに触れる。

　後見人のサードアイに押しつけられたこれは──人を喰くらう魔剣だという。

　美しい装飾の施ほどこされた金色こんじきの柄つかから先に、漆しつ黒こくの布が幾いく重えにも巻かれて刀身を覆い隠している。剣よりも、むしろこの布地の方がよほどまがまがしさを醸かもし出していた。

　アインは男を睨にらみ返かえした。

「飾りもなにも生まれてこの方、剣なんて抜いたことないからな」

「そうか。まあ、どのみちアレだ。今ここで死ぬってことにかわりねぇ」

　男が刀身の無い剣を振り上げる。アインの背後で少女の悲鳴が風を切り裂くようにこだました。

　地面に膝ひざをつき屈するアインめがけて男が斬きりつける。

　瞬間──。




　闇やみが爆はぜた。

　アインの腰に下がっていた、人を喰らう魔剣に変化が起こる。

　刀身を包む黒い布が放射状に広がって渦うずを巻いた。

　とどめを刺そうと口元をゆがませた男から、邪悪な笑みが消える。男はとっさに後方に飛とび退のいた。一ひと蹴けりで数メートルの間合いをとる。

　間合いをとると男は注視した。アインを中心に燃え上がるような勢いで広がった黒い竜たつ巻まきは、一瞬で空気に溶けて消える。

　アインの得物──その隠されていた刀身が露あらわになった。

　その身をさらしたまま永ながい時を経へていたのだろう、刀身は赤あか錆さび色をしていた。触ればボロボロと崩れてしまいそうなほどに傷いたんでいた。

　アインも刀身を見るなり思う。

　人を喰らう魔剣だなんてお笑いぐさだ。これじゃあ枯かれ草も刈かれやしない。

　やっぱり不良品じゃないか。そうアインが心の中で毒づくと、フッと腰から剣の重さがなくなった。

　するりと抜け出すように、剣は独りでにアインの元から離れると光に包まれ……姿形を変えていく。

　アインは目を疑った。一振りの剣が、みるみるうちに少女の姿を成なす。

　舞い降りるように重力を感じさせず、ゆっくりと大地に足をつける少女。

　リボンで左右それぞれにまとめられたツーサイドアップの髪がふわりと風に流される。

　その髪の色はまがまがしさすら感じられる赤錆色だ。

　だがそんな髪の色をしていても、少女はまるで天使のような相そう貌ぼうだった。白く透き通った肌はかすかに上気していて、うっすらと頬ほおがピンク色に染まっている。小さな顔にエメラルド色の大きな瞳ひとみ。可か憐れんな口元から吐と息いきが漏もれる。

　アインは言葉を失った。彼女の美しさは全身くまなく頭の上から足の指先まで、完かん璧ぺきだった。

　一糸まとわぬ胸元から脇わきを通って腰こしに続くなだらかなライン。柔らかい表皮をまといながらも、ほっそりとしていて抱けば折れてしまいそうなほど、白く華きや奢しやな肉体。

　長くしなやかな指を一本伸ばして、ひざまずくアインの顔をさしながら、降臨した少女が命じる。

「だまって殺されるくらいなら、死ぬ気であたしを抜きなさい」

　凛りんとした声がアインの心を射い貫ぬく。

　指し示すようにしていた手を開き、剣から変じた少女がそっとその手をアインに差し伸べる。

「奇跡が起これば助かるわ」

　アインも腕を伸ばし、すっぽり包み込めてしまいそうに思えるほど小さな手を取って、少女の身体からだを引き寄せた。それが契ちぎりの儀式と知ることもなく……。















１‖人喰い魔剣の契約者




　牧ぼく畜ちくと農耕が盛んな他は、取り立ててこれといった名所も産業も魔ま導どう文明の遺い跡せきさえもない、ありふれた辺境の村にアインは育った。

　村を包み込むゆるやかな時の流れは、まだ若いアインにとって窮きゆう屈くつとまでは言えないものの、少しばかり退屈なものだった。

　なので彼が精力的に村の仕事をあれこれ手伝うようになったのは、必然だったのかもしれない。

　特に放牧場では歓迎されている。

　牧羊犬たちが一仕事終えたところだった。アインは一匹ずつ彼女たちを洗っていく。

　アインの仕事ぶりに感心する素振りを見せながら、女牧場主は目を細めて笑った。

「ほんと、犬にばっかりモテモテじゃないかい？」

　悪気はないのだが、ついアインのことをからかいたくなってしまう。幼い頃からアインの成長を見守ってきた女牧場主には、彼が我が子のようにかわいいのだ。

　最後の一匹を洗い終えて、アインも女牧場主に言い返す。

「モテモテって……言い方がおかしいぜ、おばちゃん」

「おばちゃんとは失礼だね。お給金がいらないのかい？」

「ごめんおばちゃん！」

　手のひらを合わせて拝おがむようにするアインに女牧場主は目尻を吊つり上あげる。四捨五入しない限り、まだおばちゃんと呼ばれるには早い。

　女牧場主の口から、本心とは正反対の言葉がこぼれた。

「本当にかわいくないんだから」

「こっちこそ望むところだ。いい加減子供扱いはしないでくれ」

　昔はあんなにかわいかったのに。と、言いかけて女牧場主は言葉を呑のみ込んだ。もうアインも子供ではない。

　身体からだつきもしっかりしてきた。アインは日増しにたくましくなっている。

　そんなアインを取り囲んで、楽しそうに牧羊犬たちがくるくると輪りん舞ぶを踊った。

　アインは昔から不思議と動物や、いろいろなものに好かれる。

　吐と息いき混じりに女牧場主が呟つぶやいた。

「それにしても、やんちゃなうちの子たちが素直に洗われるんだもんね。みんな風呂嫌いだったのに……もしかして、あんたにはそういう才能あるんじゃないのかい？」

　アインは目をまん丸くさせると、がっかりしたような消沈した口ぶりで返した。

「犬を洗う才能って、なんか微妙じゃないか？」

「微妙なもんかい。立派だよ。実際こっちは助かってるんだし。それとも腰こしの物騒なモノを振り回すような仕事にでもつきたいのかい？」

　アインの腰こしには剣らしきものが携たずさえられていた。美しい金色こんじきの柄つかから先は鞘さやに収まっておらず、代わりに黒い布でぐるぐると巻かれていた。

　黒い布は禍まが々まがしい雰囲気を醸かもし出している。

「こいつは先生に押しつけられたんだ」

　アインの言う先生とは彼の育ての親である学者──サードアイのことだ。彼は魔ま導どう文明の遺い跡せき調査をしていて村を空けることが多かった。

　女牧場主から見てサードアイは学者であり、魔導文明の技術に精通した技術者という印象なので、ことさらアインに剣を押しつけたということが不思議でならない。

「アインに剣を持たせるなんて意外だねぇ。あの人、学者さんかなにかでしょう？」

　女牧場主が貨幣の入った小袋をちらつかせた。

「なにかは余計だよおば、お姉さん」

　ふふん♪　と女主人は陽気な鼻歌交じりになった。

「あら、お姉さんだなんてわかってるじゃない。それくらいお給金が大切みたいだねぇ」

「こういうやりとりもずいぶん長いからな」

　アインが小さく肩を上下させると、女牧場主の口からため息が漏もれた。辺境の別の村から、アインがこの村にやってきたのは五年ほど前の事になる。今年で彼は十七歳だ。

「最近はちょっと生意気が過ぎるんじゃないかい？　剣まで携えて色気づいてさ。そろそろ彼女が欲しいお年頃かしら？」

　焦ったのかアインの顔が赤くなった。

「おば……お姉さん。そういうのは村に俺と同世代の女の子がいてこそ成立するのであって、この村にはその……そういう女の子はいないわけで」

　アインには同世代の友とも達だちがいなかった。自由恋愛可能な村の女性といえば十歳以上歳としの離れた年上か年下ばかりだ。わかっていて女牧場主は続けた。

「酒場の夫婦の娘なんていいじゃない？　十歳くらいの年の差なんてイケルイケル」

「七歳児を勧すすめるなっ！」

「将来的には有望株だと思うんだけどねぇ。苗木の内から育てるつもりで根気よくいけばいいじゃないかい？」

　楽しげに笑うと女牧場主はアインの腰に視線を落とした。

「で、良い物なのかい？」

「ちょ、ちょっと！　そういうのは本当にやめてくださいお願いします」

「別にあんたの下半身のことじゃなくて、その剣のことだよ。剣っていうのは普通、鞘に収まってるもんでしょうに。なんで布なんかで巻いてあるのさ？」

　アインも困ったように眉まゆを八の字にさせて刀身に視線を落とした。

「今朝、いきなり先生に押しつけられて……ま、唐突なのは今に始まったことじゃないんだけど」

「だけど、なんだい？」

「不良品なんだよコレ」

　女牧場主が不思議そうに首を傾かしげるのをみてアインは続けた。

「布がぴっちりはりついて剥はがれないんだ。だから先生が帰ってきたら、不良品だってつっかえしてやるつもりさ。きっと先生のことだから、街の闇やみ市いちかなんかで掘り出し物を見つけてきたつもりなんだぜ。ぴったり合う鞘さやがないから安くしなさい……みたいな。そういうの好きなんだよな、あの人」

　学者の淡々とした口ぶりをアインは茶ちや化かすように真ま似ねてみせた。

「そいつは災難だったねぇ。さて、それじゃあお待ちかねのお給金だよ」

　ようやく女牧場主はアインに小袋を手渡した。

　労働の重みを受け取って、アインがぺこりと頭を下げる。

「ありがとう。おばちゃん」

「もっとお姉さんって呼んでくれてもよかったのに、本当に現金だね。ま、いいさ。ところでアイン。今日はどうするんだい？　食べていくんなら……」

「先生が帰ってくるかもしれないし、修道院に戻るよ」

「そうかい。気をつけて帰んなよ」

　アインが歩き出すと自然と牧羊犬たちがついてくる。一匹ずつ頭を撫なでてから、アインは牧場の敷地を後にした。

　遠くなるアインの背中に、女牧場主が小さくため息を漏もらす。

「あと十年若けりゃ……なんて、なにバカなこと言ってるんだい。ああ、それにしてもあんなに小さかった子を、今じゃこっちが見上げてるんだものね。五年でずいぶんとでかくなっちゃってさ……」

　アインの後ろ姿が丘の稜りよう線せんを越えて消えるまで、女牧場主はじっと見送り続けた。




　丘を越えた村はずれにアインの暮らす修道院はあった。

　セインクルス王国の国こつ教きよう会が築いたものだ。ささやかではあるものの、礼拝堂の正面にはステンドグラスが備え付けられていた。

　礼拝堂内に一歩足を踏み入れれば、太陽光が色とりどりのステンドグラスを通じて染まり、闇やみ夜よに星々をちりばめたような幻想的な光景を見ることができる。

　アインには宗教的な意味などさっぱりわからないのだが、ただただ綺き麗れいで心が洗われるような気持ちになるので、お気に入りだった。

　上階には鐘しよう楼ろうもあり、修道士がいたころには祈りの時を告げる鐘かねを村に響かせていた。

　ここしばらくは修道士不在で鐘が鳴ることも無い。

　それを良いことにアインたちのようなよそ者が、勝手に住み着いてしまっている。

　そんな見捨てられた修道院は、裏手に小さな森を抱えていた。

　一陣の強い風が吹き抜けて、息を潜めるようにしていた森の木々たちがざわめく。

　白いローブの裾すそを風にはためかせた人影が、礼拝堂の扉の前にたたずんでいた。

　ちょうど牧場から戻ってきたアインは、珍しい来客に少し驚きながらも声を掛ける。

「巡礼に来たのか？」

　セインクルス王国の国こつ教きよう──十じゆう字じ星せい教きようの信徒だろうか？　もしかしたら新しく派遣された修道士かもしれない。だとすれば困った事になると、アインは心の中で独りごつ。

　目深にかぶったフードを左右に振って、人影はアインに聞き返してきた。

「あなた、この修道院の関係者？」

　可か憐れんな少女の声だった。幼くもなく、かといってアインより年上という感じもしない。ただ少しだけ高圧的な印象だ。

「まあ、関係者といえばそうだけど」

「はっきりしないわね？」

「うーん、なんというかその……」

　許可も得ず勝手に住んでいる。とは、言いづらい。アインが返答に困っていると、ローブの少女はフードをぬぐうように脱いだ。

　肩口を覆うほどの長さの金髪が露あらわになり、花のような香がふんわりほのかに広がった。ぱっと見たところアインと同じくらいの年齢だろう。整った顔立ちの美人だ。

　少女はアインの顔をじっと見つめて詰め寄ってくる。緊張しているのか、彼女の表情はどことなく硬い。

　ルビー色の瞳ひとみに見つめられて、アインは自身の鼓動の速まりを感じた。あと半歩近づけば、彼女の息づかいが肌で感じられてしまいそうな、そんな距離だ。












　沈黙するアインに少女は質問を変える。

「なら、村の住人なの？」

「一応、村の一員だけど……そういうあんたは？　王国からの巡礼なら悪いんだけど、この修道院に修道士や司祭はいないんだ」

　セインクルス王国と敵対するサイラム帝国との境界線上に、この村は位置していた。現在はサイラム帝国の勢せい力りよく圏けんが拡大しており、建物だけを残して修道士たちは本国に引き払ってしまったのだ。

　アインの言葉に少女は「知ってるわよ」と答えた。

「じゃあなんでこんなところに？」

　未発掘の古代遺い跡せきがあるわけでもなく、特別な技術を持った名工がいるわけでもなく、見所などない小さな村だ。

　不意に少女が瞳ひとみを大きく見開いた。

「ねえ、あなた……前に会ったことない？」

「俺とあんたがか？」

「他に誰もいないでしょ。うーん、こっちの思い過ごしみたいね。忘れてちょうだい」

　落胆したように少女は小さくうなだれた。勝手に期待して落ち込まれるなんて、アインにはなんだか腑ふに落ちない。

　格好を付けるつもりはないが、慣れない同世代の女の子を相手にボロが出る前に、早いところ用件を聞いて、できるだけ速やかにお引き取り願おうとアインは思った。

「それで用件はなんだ？」

「アイン……っていう男の子を探してるの」

「俺を？」

　きょとんとした顔をするアインに、少女の顔から緊張が解けた。ゆっくり口から息を吐いて少女は言う。

「よかった。どうやら間に合ったみたいね」

「間に合うって……」

　少女は突然アインの手を取り引いた。同時にアインの口から悲鳴が上がる。

「う、うわああ！」

「どうしたの？」

　少女は不思議そうに首を傾かしげた。手は握ったままだ。

「ど、どうもしないけど初対面の男の手を握るなんて、街育ちの女って積極的なんだな」

「なにバカなこと言っているのよ。わたしはあなたを保護しに来ただけよ」

　アインには意味がわからない。返答できずにいると少女は真剣な顔つきで告げた。

「詳しい話はイビサの街への道中でするわ」

　イビサとは、この村から歩いて半日の距離にある港町だ。大型船の停泊が可能な港湾を有する近隣きっての大都市である。

　かつてはセインクルス王国の統とう治ち下にあったのだが、サイラム帝国の侵攻によって現在は帝国領となっていた。

「今からイビサに行くのか？　半日はかかるぞ。それにそろそろ先生が帰ってくるんだ。行き違いになるかもしれないだろ」

　口にしてからアインは付け加えた。

「えっと、先生っていうのは俺の育ての親で、考古学っていう遺い跡せきとかを調べる学問をしてる学者なんだ。名前は……」

　アインの言葉を遮さえぎるように少女はその名を口にした。

「サードアイでしょ？　なるほどね。この村では考古学者っていう肩書きにしてるんだ」

　じゃあ行きましょう？　と言わんばかりに少女は握った手を引いた。引かれるままアインが声を上げる。

「先生と知り合いなのか!?」

「そのサードアイの指示よ。あなたを刺客から保護しろって」

　刺客という言葉にアインは顔をしかめた。言葉の意味はわかっているつもりだ。自分に向けられた刺客──アインを殺しに来る人間が迫っていると、彼女は言うのである。

　村人達たちとの関係はすこぶる良好で、村を出たのも数えるほどだった。出先で他人に恨みを買うようなことをしたつもりはない。あくまで、自分に限ってはということなので、サードアイが買った不ふ興きようのとばっちりの可能性までは否定できないが……。

　そんな自分を守るために女の子がやってきたことにも、アインは納得がいかなかった。

「俺は女の子に守ってもらうほどやわじゃないぞ」

　自分の身を守れるくらいの技術は幼い頃からサードアイに仕込まれている。生半可な相手なら返り討ちにするくらいできるという自負が、アインにはあった。

　ムッとした顔で少女が告げる。

「女だからって頼りにならないと思われるのは心外だわ」

　アインは自分の失言に気付いてハッとなった。

「すまない……」

「素直ね。そういえば自己紹介がまだだったわ。わたしはシオン。剣けん封ぷう結けつ社しやの構成員よ」

　聞き慣れない単語にアインは首を傾かしげた。

「なんだその、なんたらなんたらって」

「なんたらじゃないわ。剣・封・結・社。本当にサードアイからはなにも聞かされていないのね」

　少女はあきれていた。なにも知らないアインに対してではなく、アインの保護者があまりにも彼に対して情報を開示していなかった事への落胆だ。

　アインが難しそうに眉み間けんにしわを寄せる。

「先生はけんぷうなんたらじゃなくて考古学者だろ？」

「剣けん封ぷう結けつ社しやは古代魔ま導どう文明の研究もしているから、似たようなものなの。ともかく詳しい話は後よ。今はわたしと来てちょうだい」

　なにもかもが唐突すぎてアインの理解を超えている。だが、少女の言葉や切迫感の混ざった声には、真しん実じつ味みがあった。

　剣封結社の少女──シオンはアインを一心に見つめる。

　返答を待つ無言の時が五秒ほど続いた。

　アインの顔が赤くなる。

「そ、そんなにじっと見るなよ！　びっくりするだろ？」

「びっくり？」

「いや、びっくりっていうか、その……な、慣れてないんだ！」

「なら慣れてちょうだい。さっきからこちらばかり一方的にお願いして悪いけど、本当に危険が迫っているの」

　アインがうなずこうとしたその時──。

　鐘しよう楼ろうが独りでに鐘かねを鳴らした。ひときわ強い風が吹き抜ける。シオンがゆっくりと息を吐き呼吸を整え直した。

　その表情が冷たく引き締まる。それは脅威に対たい峙じする覚悟を決めた顔だった。

「手遅れだったみたいね。あなたはどこかに隠れていて」

「隠れろって……狙ねらわれてるのは俺なんだろ!?」

「だからあなたを守るためにわたしが来たのよ」

　女の子にただ守られるというのが、アインには理解できなかった。女の子を守るから男は男なのだと教えられてきた。

　ゆえに自然とアインの手は、腰こしのベルトに挿したままの剣の柄つかに触れていた。

　たとえ刀身が布で巻かれたままでも、振り回せば棍こん棒ぼうの代わりくらいにはなるだろう。

　シオンが視線を落としてアインの腰に提がった得物を確認する。

　それは──それこそが彼女が守らなければならない第一目標物だ。視線を上げてシオンはアインに聞く。

「その剣、まさか抜いてないでしょうね？」

　アインは首を左右にさせた。

「抜くもなにも、この布が貼はり付いて取れないんだ。けど鈍器として使うなら十分だろ」

　アインはその剣の正体に気付くどころか、なにも知らない。

「加勢しようなんて思わないでちょうだい。足手まといになるから。それに間違ってもその剣だけは抜いちゃいけないわ」

「抜けないって言っただろ。なんでそう何度も念押しするんだ？」

「抜いたら……あなたが死ぬからよ。それは人ひと喰くいの魔剣だから」

　声を押し殺すシオンにアインは返す言葉を見つけられなかった。彼女の表情は真剣で、嘘うそやまやかしなど微み塵じんも入りこむ余地がない。

　アインが大人しくなったのを確認して、シオンは肩に手をかけ留とめ具ぐを外すと、白いローブをマントのように脱ぎ捨てた。

　空にバラの花のように広がった布地の下から本来の姿が現れた。彼女は軽装ながらも、一見してそれとわかる剣士の装束を身に纏まとっていた。

　凛り々りしいシオンの姿にアインは言葉と一緒に自身の心も見失いかけた。戦闘態勢を整える彼女の、指先にまで神経が通った所作に見とれてしまったのだ。

　アインの心を現実に引き戻すように、もう一度鐘しよう楼ろうの鐘かねが鳴る。乱暴に弾はじくような乱れた音だ。

　そして……天を衝つく鐘楼が突然、ずれるように斜めに滑すべり落ちてきた。空を見上げたアインの視界が鐘楼の影で暗くなる。

「危ないッ！」

　シオンはとっさにアインの身体からだを突き飛ばした。なにが起こったのかもわからず、アインはよろけるように尻しり餅もちをつく。

　アインの目の前に鐘楼が雪崩なだれのように落ちて、地面に激突すると派手な土つち煙けむりをあげた。

「な、なんだ……いったい」

　見上げた礼拝堂の鐘楼の上半分が、すっぱりと切断されていた。

　叩たたき付けるような風の中、アインには聞き覚えの無い男の声が響く。

「おっと、やりすぎちまったなぁ。おい、死んでなけりゃ返事しろよ」

　ひどく乱暴な口ぶりだ。それに楽しげだった。本能的にアインは男の放つ一種独特な気配を嫌けん悪おした。

　舞い上がった土煙の向こうから、男が姿を現す。

　細身だが鍛きたえ抜かれた肉体だ。その筋肉の一つ一つが戦闘用に磨きあげられたように、一切の無駄を排している。そして、それがわかるくらいに肌の露出の多い衣服だった。

　鎧よろいを身に纏って防御力を上げるよりも、運動性を重視した戦闘服という趣である。

　腹筋が丸出しなのは、男の趣味かもしれないが……。

「へ、変態か!?」

　アインの素直な感想に男が反論した。

「誰が変態だぁ？　つうか、生きててくれてなによりだ」

　殺気が人の皮を被かぶって二足歩行しているような威圧感を、アインは男から感じた。

　男は手に鎖くさりを握っている。だらんとＵの字を描いて地面に下がった鎖の先は環状の拘こう束そく具になっており、ショートボブの黒髪をした小さな女の子の細い首がつながれていた。

　鎖によって自由を奪われた女の子は、男にひれ伏すようにしている。アインが吠ほえた。

「女の子になんてことさせてんだ！」

　初対面の相手だとか、そういったことは吹き飛んでいた。男が皮肉っぽく笑う。

「これの扱いをどうしようがオレの自由だ。そういう契約……って、言ったってわかんねぇよな。これが人間に見えるようじゃなぁ」

　この男は危険だ。アインはますますシオンを放ほうっておけなくなった。不幸中の幸いと言っていいのかはわからないが、男が用事があるのはアインである。

　獲物を狙ねらう爬は虫ちゆう類るいのように鋭い眼がん光こうが、アインを捕ほ捉そくしたまま離さない。

「殺すのは簡単だが、せっかくだ。少し遊んでもらおうか」

　ジャラリと鎖くさりを引きながら男は言う。鎖の先につながれた首輪の少女が、うつろな瞳ひとみでアインを見つめた。彼女の衣服はこの辺りのものではない。アインが見たことも無い民族衣装だった。遠く故郷から誘拐されて、男に服従を強制されているのかもしれない。

　アインの胸の内が沸ふつ騰とうした釜かまの湯のように泡だった。その熱源は怒りだ。怒りの感情だ。男をにらみ返し挑むように言う。

「その子を離せ」

「なんでだ？」

「理由を教えなきゃいけないほど、あんたガキじゃないだろ？」

　自由と意思を奪い、人を人たらしめる権利を放棄させるようなことに、男が優越感を得ている。許せるかどうかではなく許してはいけないと、アインの心が叫んでいた。

「さっきも言っただろ。これはオレの所有物だ」

「人をモノみたく言うな」

「モノはモノだ」

　アインの足が一歩前に出る。二歩、三歩と男に詰め寄る。












　危険を察知し、シオンがアインを背中に庇かばうようにして男との間に割って入った。

「待ってアイン。あの男は間違ってる……けど、一つだけ向こうの言い分は正しいの」

　アインは足を止めた。シオンが相手の肩を持つことが信じられない。

「女の子に……いや、人間にあんな仕打ちをするやつが正しいっていうのか？」

　彼女はうなずく。その反応に少なからずアインは心に衝撃を受けた。シオンは続ける。

「あれは女の子に見えるだけで、人間ではないから」

「じゃあなんだっていうんだ」

　シオンは言葉を詰まらせた。一呼吸おいて、振り返らぬまま告げる。

「魔剣よ……」

　アインがサードアイから押しつけられたものも「魔剣」だという。アインは混乱した。

「なあ、魔剣ってのは何本もあるものなのか？　俺のこれも魔剣なんだろ？」

「本当に魔剣のことを知らないみたいね。魔剣はいくつもあって、あなたのそれも間違いなく魔剣のうちの一つよ。そして魔剣には契約した持ち主に従う義務があるの」

　シオンの言葉に付け足すように、男が口元を緩ませ続けた。

「無理にわからなくてもいいんじゃねぇか。どうせここで死ぬんだしよ」

　シオンが身構え、腰こしの剣を抜きはらう。

「彼は殺させない。わたしたちが守るから」

　シオンの背中を前にしてアインは周囲を見渡した。

　彼女は「わたしたち」と言ったのだ。

　近くにシオンの仲間が隠れているのだろうか？　気配を絶たつ達人なのか、自分が未熟なだけか……第三者の気配をアインは感じることができなかった。

　シオンに突きつけられた切っ先を見て男が笑う。

「ほほぅ。変わった〝オモチャ〟を持ってるようだ。名前は？」

　ゆっくり息を吐き呼吸を整えながら少女は返した。

「シオン……」

　満足げに男はうなずく。

「相手をしてやろう。オレはジューク。サイラム帝国特務部隊所属の魔剣士だ。おめぇも自己紹介しろ」

　魔剣士──ジュークが手にしている鎖くさりを強くしならせるように引く。首ごとたぐり寄せられて、少女がせき込みながら口を開いた。

「え、えぺ……」

　ジュークが鎖を引きちぎらんばかりに、さらに強く引き上げた。

「そうじゃねぇだろ」

「わ、わん」

　虚うつろな瞳ひとみで少女が鳴いた。

「余よ興きようはこれくらいにしておくか。元に戻れ」

　首輪の少女は立ち上がるとうなずいた。その姿が光に包まれ、圧縮、凝縮されるようにジュークの手の中に収まる。

　それは短剣となった。ジュークが鞘さやから抜くと、不思議な事に柄つかだけで刃はがない。

　鞘は不要と言わんばかりにジュークは投げ捨てる。それは光の粒子となって空気に溶けて消えた。

　アインは目を疑った。信じがたいことだが、あの女の子が剣になってしまったと考えるしか無い。

　アインが目を白黒させている間に、男が動いた。

「んじゃあ、楽しませてもらおうか？」

　ジュークは柄を握った手首を素早く返す。

　次の瞬間──。

　シオンの構える剣の切っ先に火花が散った。同時に、シオンの上体が大きくのけぞる。

　目の前で自分の方に倒れ込んでくる少女の背中を抱き留めて、アインは声を上げた。

「な、なんだよ今の!?」

　支えられたシオンが、アインの身体からだを後ろに押しのけるようにしながら言う。

「逃げて！　剣の軌道が見えないなんて……あいつ……強い。わたしに抑えられるか……ううん、弱気はだめよ。もう守られてばかりじゃない。今度はわたしが守るんだから」

　二人のやりとりにジュークは楽しげだ。牽けん制せいの一撃で倒れそうになるシオンが格下なのは明白である。そうなると、ここから先は勝負ではなかった。

　狩りの始まりだ。と、男は黒い喜びに目を細める。

「逃げろ逃げろ。テメェが逃げれば先にこの女が死ぬが、女もそれで本望なんだろ？」

　アインは自分の胸に右の拳こぶしを押しつける。

「俺の命が狙ねらいなんだろ。シオンは関係ない。巻き込むな！」

「巻き込むなってのは命令か？　悪いがオレは人に命令されんのが大嫌いでな。かといって土下座で命いのち乞ごいをされても困る。テメェがオレの靴底を舐なめても全然足りねぇ。つまりよ……テメェはオレを楽しませて死ねってことなんだよ。わかるか？」

　シオンが剣を構え直して声を張る。

「そうはさせないわ！」

　シオンの身体が小さく地面に沈みこんだ。

　次の瞬間、一瞬で三メートルほどの間合いを詰めてシオンがジュークに切り込む。

　その剣の軌道を読み取るように、ジュークは身を翻した。まるで闘牛士のようにシオンの突撃をかわし、同時にカウンターの回し蹴げりでシオンをなぎ払う。

　すんでのところで左腕でシオンは蹴り足を受ける。が、吹き飛ばされて地面を転がった。

　人間離れした力の激突をアインは垣かい間ま見みた。シオンの飛び込むような動きは、まるで獲物を狙う肉食獣の俊しゆん敏びんさだ。それをいなして反撃に転じたジュークの力は、ますますもって化け物じみている。

　アインの背筋に汗が浮かんだ。一瞬の攻防に自分の入りこむ余地が無いことを思い知らされた。これまで護身術として体術を鍛きたえてきたのだが、それは相手が「人間」の時用の技術であって、化け物相手では役に立たない。

　アインに存分に見せつけてから、ジュークは首を左右にひねってポキポキと鳴らした。そのまま首を傾かしげさせて、地面に這はいつくばるシオンに聞く。

「なんだぁ？　もう終わりか。遊びにもなんねぇな。もう、やっちまうか」

　シオンはすぐに立ち上がれなかった。そんなシオンに向けて、ゆったりとした足取りでジュークは歩みを進める。

　アインの目の前で、自分の代わりに少女が殺されようとしていた。

「待てよ……」

　ジュークの前にアインは立ちはだかった。その身体からだは小刻みに震えている。武者震いと恐怖と怒りがアインの中で一つの渦うずとなっていた。もはやアインは冷静ではいられず、身体がとっさに動いてしまったのだ。

　ジュークがアインの顔を左手で指さした。

「おぉ。いいねぇ。その頭の悪さをたたえて、ここは一つゲームの提案といこうか。テメェが立っている間は、その女を殺さねぇ。他はなんでもありだ。バカに理解できるよう、ルールはシンプルな方がいいだろ？」

　からっからに渇いた口からアインは声を絞り出す。

「お前はなんでこんなことをするんだ？」

「できる力があるからに決まってんだろ。力がありゃあ使いたくなるのが人間で、オレは誰よりも人間らしく欲望に忠実なんだ」

　自分の言葉に酔うような恍こう惚こつとした表情を浮かべると、ジュークは宣言した。

「それじゃあゲームを始めるぜ」

　刃はの無い柄つかだけの剣をジュークが振るう。ほんの少し前まで、それは女の子の姿をしていた。シオンが言うには、あの女の子は魔剣なのだという。

　魔剣がなんなのかもわからず、アインは魔剣によって殺されようとしている。

　魔剣。人の姿をした剣。その使い手である魔剣士が、なぜ自分を狙ねらうのかもアインにはわからない。

　わからない。わからない。わからないことばかりだ。

　だが、自分を守ろうとして傷ついた少女を残して、逃げることなどできなかった。

　地面に伏したままだったシオンがじわりと上半身を起こす。

「逃げて……アイン……」

　シオンをかばうように両手を広げてアインはジュークの前に立ちふさがった。

　その四し肢しが切り裂かれる。最初は皮膚。次に筋肉。骨に達する致命傷は与えず、ジュークは楽団を統とう率そつする指揮者のように魔剣を振るった。

　アインは倒れない。その背中に……その後ろ姿にシオンは目を見開いた。

　彼の背中に見覚えがあった。遠い過去だと思っていた記憶が鮮明に甦よみがえる。

「やっぱり……初対面じゃ……無いじゃない……なのに……わたし……」

　シオンの頬ほおを涙の粒が伝って落ちる。守るつもりでいた。そのための訓練を重ねてきた。なのに、シオンの目の前でアインは傷つき倒れようとしている。

　剃刀かみそりの雨に打たれるようだった。アインの身体からだに数え切れないほど無数の裂れつ傷しようが走る。

　広げていた腕の重さすら支えきれなくなり、ついにアインは地面に膝ひざをついた。それでも心までは屈していない。顔をあげ最後までジュークを見み据すえる。

　風が唸うなるように鳴いていた。ひれ伏したアインにジュークが近づく。

「その腰こしのモノはお飾りか？」

「飾りもなにも生まれてこの方、剣なんて抜いたことないからな」

「そうか。まあ、どのみちアレだ。今ここで死ぬってことにかわりねぇ」

　言葉を交わし終えてジュークがとどめを刺そうとした瞬間。




　アインの手元で──闇やみが爆はぜた。








２‖戦いの暁鐘




「奇跡が起これば助かるわ」

　アインは声に導かれるように手を伸ばした。

　まるで透明なガラス細工のように美しい、少女の身体を引き寄せる。

　次の瞬間、まばゆい光が少女を中心に一瞬だけ広がると──風の音が止やんだ。

　耳鳴りがしそうなほど世界が静まり返る。

「お前……いったい何者なんだ？　どこから出てきた!?　それに……」

　時が止まったようだった。ジュークもシオンも風に揺れる木々たちも、巻き上がった砂すな埃ぼこりもまるで一枚の絵のように動かない。

　血まみれのアインの腕の中で、少女がぷくっとほっぺたを膨らませた。

「お前とは失礼ね。あたしにはティオーレっていうかわいい名前があるんだから。よろしくね！　ところで、あなたの名前はなんていうの？」

「アインだ」

　桜の花びらを二つ合わせたような少女の可か憐れんな唇から、透き通った声が発せられてその名を呼ぶ。

「アイン……良い名前じゃない。気に入ったわ！」

「あ、ありがとう……じゃない。いったいなにがどうなってるんだ？」

　アインは首を左右にさせた。世界は静止したままだ。

「あなたは殺されかけていて、大ピンチな時にあたしみたいな素敵な魔剣と契約したの。あたしを抱き寄せた瞬間に祝福の光に包まれたでしょ？」

　魔剣と契約したと言われてもアインには実感がない。ただ夢中で彼女の──ティオーレの手を取り引き寄せた。確かに光に包まれたのだが、その意味をアインは知らない。

　次にアインが思ったことは、時間が止まったこの状況がどうのとか、契約だののことではなかった。

　突然、姿を現した少女をこのままにはできないということだ。

「逃げてくれ。お前まで巻き添えで殺されちまう」

「この期ごに及んで他人の心配してるんじゃないわよ。それに、あたしがあなたを殺すかもしれなかったんだし」

　少女は不安そうに呟つぶやいた。アインには彼女の言葉の真意などわからない。こんな小さな女の子に自分が殺されるというのが、まったく想像できなかった。

　ティオーレはそっとアインの右腕をつかみ、その手のひらを彼女の胸元に添える。

「抜きなさい」

「抜くって……なにをだよ？　どこもつかむようなところはないだろ？」

　ついなにも考えずアインは口に出してしまった。純粋に、魔剣という割には取っ手や柄つかが無いと言いたかっただけだ。

　ティオーレは首を小さく横に振った。ふるふるとツーサイドアップの髪が揺れる。

「心の目で見るのよ。最強の剣をイメージして、アインがあたしを抜く。それしか助かるチャンスは無いわ」

　アインはためらった。ただ勢いに任せていいものなのだろうか。

「なあ、てぃ、ティオ……」

「ティオーレよ！　ちゃんと呼びなさい」

「悪い……あの、お前は……女の子なんだよな？」

「ただの女の子じゃないわ。美少女よ」

　斜め後ろを見上げるようにしてアインに微笑ほほえむと、ティオーレは小さくウインクしてみせた。やはり天使のようだ。幻想の世界にいるのかとさえ、アインには思えてしまう。

　なのに手のひらには彼女の肌の感触があった。息づかいに上下する胸の温度をアインは感じていた。

　これが幻想であれ夢であれ、現実の延長線上に自分が立っているのかすら定かではなくとも、アインの腕の中には少女が存在している。

　それは疑いようのない事実だ。アインがこの静止した世界で唯一信じられる、実感できる存在だった。そんなティオーレの言葉をアインは信じた。

「戦わなきゃ俺は殺されるんだな」

「そうよ。あなたを助けようとしていた彼女たちもね」

　あえて複数形の部分を強調するように言うティオーレに、アインは首を傾かしげた。少女が吐と息いき混じりに続ける。

「彼女たちの戦いぶりを見たでしょ？　魔剣士に対抗できるのは魔剣士だけよ」

「じゃあ……シオンも魔剣士ってやつなのか」

　超人的な身のこなしは、魔剣と契約したからこそ発揮できた力なのかもしれない。そうであるなら、自分がティオーレと契約すれば逆転の目も出てくるというものだ。

「覚悟はできた？」

「ああ。覚悟を決めた。ただ……最後に一つ聞かせてくれ」

　ティオーレはうなずいた。アインは振り返ったままの彼女の瞳ひとみを見つめて聞く。

「お前が俺を殺すっていうのは、どういうことだ？」

「言った通りの意味よ。魔剣は魔剣士から存在の力──干渉力を吸収するの。もし余よ剰じよう干渉力の無い人間が魔剣と契約すれば、干渉力を吸い尽くされて死んでしまう。そして、あたしを抜いて生き残った人間はいないわ」

「わかった」

　アインの返答は簡潔なものだった。代償を払いきれなければ死ぬ。ここでティオーレの申し出を断ってもジュークに殺される。

　なら、道はやはり一つしかない。

「チャンスをくれてありがとうな。ティオ」

「ティオじゃなくてティオーレよ！」

　アインは最強の剣をイメージすると、彼女の心臓の辺りからわき上がる力の奔流を束ねて引き抜いた。




　風の音が再びアインの耳に届く。巻き上がる砂煙の乾いた匂においに血の鉄の味が混じっている。アインの意識はみるみるうちに覚かく醒せいしていった。

　倒れたままのシオンが声を上げる。

「わたしはどうなっても……構わない。お願いだから逃げてアイン！」

　シオンを背中側にかばったまま、アインは振り返らずに告げた。

「俺は逃げない。それにこいつと……ティオとは話がついてる。どのみち戦わなきゃ殺されるんだ」

「話がついたって……まさか、人ひと喰くいの魔剣を抜くつもりなの!?」

　止めることもできない無力さに、シオンの身体からだから力が抜け落ちた。魔剣士の契約に運うん否ぷ天てん賦ぷは関係ない。必要なのは才能。ただそれだけ。

　いや、やはり運かもしれない。才能を生まれ持った幸運こそが必要だ。

　シオンが知る限り、人喰いの魔剣に才能を持った魔剣士が何人も、何十人も挑み、死んでいった。記録に残されていない何百人もの魔剣士が、魔剣の力を得ようとしたに違いない。

　一人として成功者はおらず、それゆえこの魔剣は時を重ねるごとに人を殺し、人ひと喰くいの二つ名で呼ばれるようになった。

　力を得れば、得た者にどれほどの富と名声を与えるかもわからない。

　三大国──セインクルス王国、サイラム帝国、テンゲン幕府のどれにも仕えることができるだろう。もしかすると第四の国が勃ぼつ興こうすることさえあり得た。

　魔剣の存在すら知らず、それを抜くどころか一生触れる機会さえ無かったであろうアインに預けられた人喰いの魔剣が、目覚めの時を迎えようとしていた。

　剣けん封ぷう結けつ社しやの一員であるシオンは、ただそれを見ていることしかできない。

　アインが高らかに声を上げた。

「行くぞ！　ティオ！」

　アインが腕を掲げると同時に腕の中の少女が光に包まれる。光は姿を変えて凝縮され、アインの手に集うとまっすぐ天へと伸びた。

　収束した光が四方にはじけ飛び、一振りの長剣がアインの手に握られる。

　柄つかは金色こんじきに彩いろどられて美しい。だが、刀身はひどく赤あか錆さびたままだ。

　ジュークは五メートルほど後ろに飛とび退のく。

「チッ……あんなボロ布にくるまれてやがんのに、いっぱしに魔剣だってのか」

　鋭い眼がん光こうがアインとその手に握られた魔剣を品定めした。

　アインはかざした剣を両手持ちにして構え直す。手中でティオーレが声を上げた。

『本当に……抜いてくれたの!?　ねぇアイン！　あたし今、抜かれたんだよね！』

「ど、どうしたんだよ急に」

　涙混じりの声がアインの手の中から響く。剣が喋しやべっていた。

『すごくうれしいの。やっとあたしを使える魔剣士に出会えたんだもん』

「そ、そうなのか……」

　アインの手の中でティオーレの柄が震えた。

『アインは大丈夫？　痛くない？　干渉力を吸われて死んじゃう感じしない？』

　アインは小さく「大丈夫だ」と返す。ティオーレに「殺すかもしれない」と、脅されていたのが嘘うそのようだ。

　そんな二人のやりとりにシオンは息を呑のむ。

　幸運か奇跡か、魔剣を知らず野心の欠片かけらも持っていないアインだったからなのか……シオンにはそれを推おし量はかる術すべがない。

　だが、事実アインは契約し、人喰いの魔剣の力を解放した。

　アインの無事を確認して、ティオーレの声が安あん堵どのこもった優しいものに変わった。

『アインと繋つながってるのを感じる。温あたたかい……アインの呼吸も脈動も……』

　うっとりとした口ぶりでティオーレは呟つぶやく。それと同時にアインの身体からだの傷という傷が徐々にふさがり始めた。痛みも和らぎアインは心地よさを感じる。まるで太陽の柔らかな日ひ差ざしを浴びて、ひなたぼっこをしているような温あたたかさだ。

「ティオが治してくれてるのか？」

『アインからもらった力を治癒力に変換してるだけよ。こんなの魔剣ならできて当たり前なんだから』

　シオンは心の中でうなずいた。魔剣が契約者を治癒できるということは、アインと魔剣が契約したなによりの証あかしだ。

　シオンが太刀打ちできない今、ジュークとの戦いに勝つ希望はアインと人ひと喰くいの魔剣の能力にかかっていた。

　一方、アインと対たい峙じする魔剣士ジュークは、ようやく状況を把握すると行動に出る。

　アインはたった今、魔剣士になったばかりだ。余計な抵抗をされる前にケリをつける……と、獣の本能がジュークを衝つき動かす。

　ジュークは手首を返して刃はの無い魔剣を振るった。

　同時にアインの手の中でティオーレが独りでに動いた。まるで目に見えない糸に引っ張られるが如ごとく、アインの身体からだは暴れ馬の背の上で振り回されるようにのけぞった。ティオーレが強引にジュークの攻撃を避よけさせたのだ。

「うわああッ！」

『ぼーっとしないの。せっかくあたしを使える初めての人間なんだから、殺させるわけにはいかないわ』

　かわされたジュークの顔が苦虫をかみつぶしたようになる。

「次は無ねぇぜ」

　再びジュークが魔剣を振るおうとした。その動きを察知して今度はアインがティオーレに告げる。

「避ければいいんだよな！」

　ジュークの剣筋は見えない。間合いも鞘さやの短さが嘘うそのように、異様に長かった。

　アインは足に力を込め、跳ぶ。次の瞬間、世界がアインの目の前を流れていった。

　身体は羽毛ほどに軽く、足が圧縮したバネを解放したように地面を蹴ける。

　跳びながら、ようやく立ち上がろうとしていたシオンの身体をアインは左腕一つで抱き上げる。軽々とそれができてしまい、アイン自身が驚いた。

「きゃああ！」

　アインにさらわれるように抱えられて、シオンは思わず悲鳴を上げた。

　着地と同時に、アインは再び地面を蹴る。身体は矢のように地面を水平に走った。礼拝堂の脇わきを突っ切ると、裏手の森に飛び込む。

　アインの選択肢は二つ。立ち向かうか逃げるかだ。アイン自身、帝国の魔剣士相手にどれだけやれるのかは未知数だった。だが、このまま逃げに徹てつしてさえいれば、いつかは振り切れるかもしれない。

「このまま逃げるか？」

　独り言のようなアインの呟つぶやきに、手にしているティオーレが返した。

『他にいないならいいけど、誰か人質をとられたらやっかいなんじゃない？』

　村の人たちを巻き込むことになるかもしれない。あの男の性格ならむしろ喜んでやりそうだとアインは思った。ジュークの狙ねらいが自分であるなら、なおさら逃げてはいられない。

　アインは大樹の裏で足を止めた。

「シオンは隠れててくれ」

　シオンを木こ陰かげに降ろしてアインは一息つく。地面に足を着けるなり、シオンは悲痛な面持ちで瞳ひとみを潤うるませながらアインに訴えた。

「いっしょに戦うわ！」

　少女の使命はアインを守ることだ。いかに人ひと喰くいの魔剣を手にしていようとも、たった今、魔剣士になったばかりのアインが太刀打ちできるとは思えない。

　なによりアインには魔剣士としての覚悟が決定的に欠けている。

「あいつの狙いは俺なんだから、決着は俺がつける」

　シオンは大きく首を左右に振った。

「あなた、勝てると思っているの？」

「負けるつもりで戦ったりしない」

　アインの瞳には闘志が宿っていた。シオンは苛いら立だつ。アインにではなく自身の無力さに対しての歯がゆさが、彼女を責め立てた。

　これは……この欠点は自分のことなのだ。と思いながら彼女はアインに突きつける。

「あなたに人が殺せるとは思えないわ。魔剣士相手に手加減なんてすれば、死ぬのはあなたなのよ」

　魔剣士の力は契約する魔剣の能力に左右される。人喰いの魔剣と恐れられたティオーレであれば、ジュークのそれよりも格上かもしれない。

　だが、シオンの見立てではアインに戦闘の経験は無いに等しく、一方、ジュークがこれまで幾度も命のやりとりをしてきたことは想像に難くない。

　アインが返答に窮していると、手中のティオーレが宣言した。

『心配しなくっていいわ。あたしは天才で最高の魔剣だもの。アインは信じて全力であたしを振るってちょうだい。この戦いが終わるまで、あたしの事を手放しちゃだめよ？』

　人の姿をしていないのに、まるで自慢げに胸を張っているかのような口ぶりだ。

「わかった」

　すんなり首を縦に振るアインに、シオンが食い下がった。

「わ、わかった……って、あなたはなにもわかってない。その剣が魔剣だったことも知らなかったのに」

「ああ、知らなかった。けどティオが力を貸してくれるんなら、きっと大丈夫だ」

　アインの言葉にティオーレは『ティオじゃなくてティオーレよ！』と抗議した。

　直後、森の中に男の声が響く。

「まさか逃げちゃいねぇよな？　出てこいよガキ！」

　ジュークが近づくごとに、森の木々が倒れていった。まるで草くさ刈かりでもするようにジュークは魔剣を振るって、木々が作り出す死角を潰つぶしていく。

　ジュークが樹じゆ齢れい数十年はあろう巨木を斬きり倒した。

　瞬間──巨木の真裏からアインが飛び込んでくる。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　今、実行できる最大限の奇襲を仕掛けるアインに、ジュークは舌打ちした。

「チッ！　だからこういう場所は嫌いなんだ」

　アインは全力で魔剣ティオーレを振るう。ジュークはアインの放った最初の一太刀をかわした。かわされた瞬間にアインは剣を力ちから業わざで戻すように切り上げる。ジュークはそんな二の太刀も紙一重で避よけてみせた。

　魔剣によって身体能力を強化されていても、アインの動きは素人のそれである。正規の訓練を受けていないため無む茶ちや苦く茶ちやだ。だが、だからこそ本来なら切り込めない姿勢や体勢からでも、アインは打ち込むことに躊ちゆう躇ちよがない。

　アインは二撃目を空振りするやいなや、身体からだを独こ楽まのように回転させてさらなる連続攻撃につなげた。相手に背中を晒さらそうともおかまいなしだ。

　ジュークが手首を返して見えない魔剣を操る。その動きに反応したように、ティオーレの赤あか錆さびた刃はがジュークの魔剣の軌道と交こう錯さくした。

　火花を散らしティオーレが悔しそうな声を上げる。

『もう！　全然力が出てないじゃない！』

　魔剣同士が切り結んだ瞬間、言い知れぬ「重さ」を感じてジュークは後ろに飛とび退のいた。今までにジュークが戦ったどんな相手よりも、その感触が硬く重く強い。

　これで力が出ていないというなら、ハッタリとしては一流だとジュークは思う。

　前代未聞の衝撃を受けてジュークの魔剣が主人に報告した。

『刃が欠けたかも』

　視線を手元に落としてジュークは独り言のように呟つぶやく。

「まともに取り合わなきゃいいだけの話だ」

　再び視線をあげると、ジュークの目の前にはすでにアインの姿があった。怖おじ気けづくどころか、アインはひたすら間合いを詰めてくる。

「イノシシかテメェは！」

「イノシシで悪いかっ！」

　アインが袈け裟さ斬ぎりでジュークの左肩めがけてティオーレを振り下ろした。それを読んでジュークは身体を反そらす。

　魔剣を振るう度にアインの放つ剣圧が増している。饒じよう舌ぜつで享楽にふけっていたジュークの口ぶりから感情が消えた。

「そろそろ死ねよ。ガキ」

　手首を返し、ジュークは魔剣を振るう。狙ねらうのはアインの首だ。アインは完全に虚きよを突かれて反応できていない。

　首を落とせば魔剣による治癒もなにもないのである。

　獲とったという確信をジュークが抱く寸前、アインの腕がアインの意思とは無関係に折れ曲がった。しかもあり得ない方向に。

「痛いてええええええええええ！」

　絶叫するアインにティオーレの冷徹な声が告げる。

『関節が外れるくらいは我慢してよね』

　ティオーレは人体の構造を無視して、アインの首に沿わすように刀身を「持って行った」のだ。とっさのことでアインの痛みを緩かん和わするのがおろそかになった。

　それでもアインは激痛に耐え、ティオーレの柄つかを握ったまま放さない。手放せば確実に殺される。必死だった。

　ティオーレが力ちから業わざでジュークの魔剣を再び弾はじき、アインの命を救う。

　相手の狙いは心臓か首かの二択だが、これまでのジュークの攻撃に刺し突とつは一度としてなく、アインに刻まれた傷は全すべて裂れつ傷しようだった。それらの傷を一つ一つ塞ふさいでいったのはティオーレ自身だ。

　もしアインを一撃の元に屠ほふるなら、ジュークは心臓ではなく首を落としにくる。そんなティオーレの読みは的中した。そして……。

「このままぶち込めええええええ！」

　腕の痛みに耐えながら、アインは身体からだ全体を使ってティオーレを振るう。ジュークが気迫で押し返すように声を上げた。

「クソがあああああああああああああッ！」

　無心でティオーレを振り下ろしたアインの手にミシリと重たい手て応ごたえがあった。刀身がジュークの腕にめり込む。だが、斬きれない。そのままアインは力任せに剣を振り切った。

　打ち据えられたジュークは衝撃の方向に合わせて跳ぶ。

　十メートルほど森の奥へと弾かれて、ジュークは笑った。

　斬られたはずなのに、死んでいない。

「なんだ、なまくらじゃねぇか。しかも持ち主の意思を無視して好き勝手に動きやがる……呪のろいの魔剣だな」

　身を翻して着地すると同時に、反撃に打って出ようとしたジュークの手が止まった。

　アインに打たれた右腕が上がらない。

「どうなってるんだ。おい？」

　ジュークの魔剣が声を震えさせた。

『回復してる。けど、苦手。時間かかる。今は苦痛の緩和で精一杯』

「本当に使えねぇ」

　怯おびえた声でジュークの魔剣が告げる。

『相手は二人。無理よくない』

「いつから主人に口出しするようなご身分になったんだ？」

『うう、ごめんなさい』

　ジュークは右手の指を試すように動かしてみる。五指の感覚は鈍く脳の指令に対して反応が遅い。痛みを感じないのは魔剣による治癒効果だ。これが無ければ今頃のたうち回っているだろう。

「テメェがもう少しマシな魔剣なら、こんなド素人相手にクソみてぇな状況にはならねぇんだがな」

　左手で右腕を軽くさする。神経は繋つながっているが骨は粉砕されており、回復を苦手とするジュークの魔剣が完治させるにはしばらく時間がかかりそうだ。

　ジュークは叫んだ。森に呪じゆ詛そをまき散らすように声が響く。

「よく聞けクソガキ。テメェは必ずオレが殺す。それまでせいぜい怯おびえて眠るがいい」

　ジュークは後方に跳ぶと森の奥へと姿を消した。

　アインが大きく安あん堵どの息を吐く。

「逃げたのか。あいつ」

　ティオーレが剣の姿のままうなずいた。切っ先が軽く上下する。

『負け惜しみが似合うわね』

　緊張の糸が緩んでアインの身体からだから力が抜けた。勝った気はしないが、自分が生き残りシオンも無事だったことが、アインには心から喜ばしい。

　それもこれも契約を結んでくれた魔剣のおかげだった。アインの口から自然と感謝の言葉が漏もれる。

「ティオ……ありがとうな」

『ちゃんとティオーレって呼んでよ』

「なんだか呼びやすくて。それに、ティオって響きがかわいいし」

　女の子慣れしていないアインの口から不意打ちで出た言葉に、剣の姿のままティオーレは激しく動揺した。

『か、かかか、かわいいって……と、当然でしょ？　美少女だもの。けど、これで名実ともに自称美少女じゃないっていうか、悪い気はしないっていうか契約者に愛されるのは魔剣として名誉なことだし……も、もっとかわいいって言ってもいいからね！』

「名前の響きのことなんだけど。まあその……本当にありがとう。ティオがいてくれなかったら、俺もシオンも殺されてた。命の恩人だ」

　もう一つ、口には出さないがアインはティオーレに感謝していることがある。

　相手がいくら人でなしでも、殺さずに済んだことだ。博愛主義でもなんでもなく、人を殺あやめるのがアインには怖かった。

　自分が殺されかけていてこんな考えもおかしいと思うのだが、迷わずティオーレを信じて戦えたからこそ、こうして生き残ることができたとアインは思う。

　ティオーレが明るい口ぶりでアインに告げる。

『そろそろ人の姿に戻るね。剣の姿って窮きゆう屈くつなの』

　女の子の姿が本来の自分だと言わんばかりだ。アインの手から魔剣の重みが消える。

　同時に、アインは立ちくらみに襲われた。そして全身の関節という関節が笑うように一斉に震えだす。肉体が悲鳴の大合唱だ。

　本来、あり得ない急制動を繰り返したアインの身体からだが、その負荷を思い出して同時多発的に牙きばを剥むく。

「──ッ!?」

　アインは声にならない悲鳴を上げた。

　そんなアインの手を離れ、魔剣は光に包まれると少女の姿を取り戻していく。

　ツーサイドアップの赤く錆さびた色の髪に、小さな肩とガラス細工のようにほっそりとした四し肢しが伸びる。

　きめ細かく瑞みず々みずしい肌。鎖骨から肩にかけての優美なライン。健康的なおへそ。

　ティオーレは一糸まとわぬ姿でアインの前に立った。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　アインの口から今度は大きな悲鳴が上がる。シオンが大あわてで駆け寄った。

「だ、大丈夫アイン!?」

　心配するシオンの目も点になる。ティオーレは裸のまま服を組成させようともしないのだ。魔剣が人の姿を成なす時には、それに相応ふさわしい装束を彼女たち自身の意思によって身につけるものだと、シオンは習ってきた。

　なのでこんなことはシオンにも初めての経験だった。人ひと喰くいの魔剣と呼ばれるだけあって、彼女は特別な存在なのかもしれない。

「二人ともどうしたの？　そんなに驚いちゃって」

　絶叫するアインと困惑を隠しきれないシオンに、ティオーレは優しく微笑ほほえみかけるのだった。








３‖契約と儀式と




　戦いは完全に終息し、修道院の裏手の森は普段の静けさを取り戻した。

　一糸まとわぬ姿で木こ陰かげにたたずむティオーレは、まるで妖よう精せいのようだ。いっそ手のひらに載るほどの小さな妖精ならアインは意識しなくて済むのだが、人間の姿をしたティオーレはどこからどうみても女の子である。

　戦いの余韻から醒さめて冷静さを取り戻したアインには、変な妄想や想像ができるだけの心の余裕が出来ていた。

　ゆえに、出会った当初はその存在が神秘的に思えて、ただただ美しいと感じるだけで済んでいたティオーレの姿が直視できない。ぎゅっと目をつむって告げる。

「頼むから服を着てくれ！　これじゃあ目も開けられないだろ」

「ずっとあんな薄気味悪い布で覆われてたのよ？　せっかく自由になれたのに、また布に巻かれるなんて最悪な気分になるじゃない」

　二人のやりとりを見て、戦闘の痛手から回復したシオンが吐と息いき混じりに肩を落とした。

「魔剣は自身のあるべき姿を知っていて、相応ふさわしい装束を具現化できるはずだけど……」

　シオンが知る限り、鞘さやをもたず服も着ない裸の魔剣というのはティオーレが初めてだ。困ったような顔をするシオンに、ティオーレは小ぶりな胸を張る。

「これがあたしのベストな服装なの！」

「全裸は服装とは言わないわ」

「服なんてなくても生きていける。むしろみんな脱げばいいと思うの。そうすればあたしだけ世間から浮かないでしょ？」

　ティオーレはウインクする。ますます魔剣らしくないと、シオンはため息で返した。

「人ひと喰くいの魔剣って恐れられてたのに、こんな変わり者だなんて意外ね」

　不意に、ティオーレがシオンの顔をじっと見つめてから確認した。

「そういうあなたは誰かしら？」

　くりくりっとした瞳ひとみでティオーレが見つめてくる。人なつこい子犬のようだった。

「剣けん封ぷう結けつ社しやのシオンよ」

「シオンね。よろしく！　あたしはティオーレ。これからアインといっしょに……えっと、えっと……と、ともかく契約したんだから！　ずっといっしょ！」

　アインが目を閉じたまま腕組みをした。

「いっしょにいるっていうなら、せめて剣の姿になってくれないか？　裸の女の子と並んで歩くのは、いろいろまずいんだ」

「なんでアインまであたしを布で包みたがるのよ？　梱こん包ぽうマニアなの？」

　アインは目を閉じたまま考える。魔剣ティオーレには、契約した者の命令を聞いてくれる雰囲気が微み塵じんも無い。

　女の子の扱いに長たけるどころか免疫不全気味で、接し方も扱い方も知らないアインだが、それでも一か八か言ってみる。

「かわいいティオにはきっとかわいい服が似合うと思うんだ」

　見る間にティオーレの顔が耳の先まで真っ赤になった。全裸なことへの羞しゆう恥ち心しんは欠片かけらもないのに、アインのこういった言葉に彼女の表情はメロメロに溶けてしまうらしい。

　口で反発してみても返す声がうわずっていた。

「かわいいとかおだてて、あたしのこと色々とコントロールしちゃおうっていうんでしょ？　その見え見えな魂胆なんてお見通しなんだから。わかってるんだからね。わかった上で、アインがどうしてもっていうなら……ええと、かわいい服ってこんな感じかな？」

　ティオーレがパチンと指を鳴らす。

　彼女の足下から光が渦うずのように巻き起こり、ひらひらとしたドレスとも戦闘服ともつかない不思議な衣装をティオーレは身に纏まとった。スカートの丈は短く、お腹なかと肩は盛大に露出しており、必要な部分はかろうじて隠されているものの、刺激的な服装だ。

　着衣を終えてティオーレが自信満々でアインに告げる。

「これであたしを見られるでしょアイン？」

　目をぎゅーっと閉じたままアインが聞いた。

「だ、大丈夫なのかシオン？」

「なんでシオンに確認するのよ！」

　アインと着衣したティオーレを交互に見てから、シオンはうなずく。

「とりあえず大丈夫だと思うわ。かなり変わった服だけど」

　アインは恐る恐るまぶたをあげた。ティオーレが服を着ていることに、まず安あん堵どの息を吐く。見たことも無い服だしスカートが短すぎるし露出度も高いのだが、抗議をして再び裸になられては目のやり場が無い。

　そんな妥だ協きよう感溢あふれるアインにティオーレは不満げだ。

「もっと感動してくれてもいいじゃない。ほらほら、どう？」

　スカートの裾すそを軽くつまみ上げて、ティオーレはその場でゆっくりと回ってみせた。

「あ、ああ。とっても似合ってる」

　かわいいが奇き抜ばつすぎる格好なので、街に行けば注目されたり浮いてしまいそうだ。

　それでも全裸よりは……全裸ほどでは……全裸と比較すれば遥はるかに人間らしい。と、アインは無む理り矢や理り自分を納得させた。

　アインに似合うと認めてもらって、恥ずかしそうに頬ほおを赤らめたティオーレが小さく首を傾かしげさせた。

「それじゃあ、えっと……どうしよう」

　ティオーレには次のプランが無いらしい。アインはシオンに視線を向けた。今、状況を一番理解しているのは彼女だ。

　とはいえ、大きな方針はもうアインの中で決まっている。魔剣ティオーレをアインに預けてきた人間──サードアイに会うことだ。

「先生と合流するにはどうしたらいいんだ？　今すぐイビサの街に向かえばいいのか？」

　シオンは小さく首を左右に振った。

「合流よりも先に色々済ませなきゃいけないわね」

　気持ちが焦っていることにアインは気付いた。深呼吸を挟んで落ち着きを取り戻す。

「そうだった。街までは片道半日の距離だけど、その先もどうなるかわからないんだから旅支度が必要だよな」

　ティオーレがムスッとした顔でほっぺたを膨らませた。先ほどから勝手に話を進めるアインとシオンに対して、怒っている素振りを隠さない。

「わかんないから教えてちょうだい。先生っていうのは誰？」

　思いがけない質問にアインの方が首を傾かしげた。ティオーレに向き直る。

「先生……えぇと、サードアイは俺の育ての親だ。そもそもティオを俺に預けたのは先生なんだけど、覚えてないのか？」

　ティオーレはムッとした顔のままだ。ふとアインは思い出した。

　シオンはティオーレのことを「人ひと喰くいの魔剣」という名前で知っていた。であればティオーレについてもっと知っているかもしれない。そう思ってアインがシオンに視線を向け直すと、彼女は小さく首を左右に振って返答する。

　曰いわく「詳しいことはわたしも知らされていないの」とのことだ。

　もう一度、アインはティオーレの顔を見つめた。強気というか強がりというか、自信満々で生意気な感じさえする……それでも美しい顔立ちを崩さないティオーレが、ほんの少しだけ不安そうに眉まゆ尻じりを落としていた。

「意識が戻ったのがついさっきで、それ以前の記憶が曖あい昧まいなの。だからいちいちこんこんと丁寧に教えてくれなきゃ、すねちゃうからね」

「あ、ああ。わかった。気になることがあったらなんでも聞いてくれ」

　俺の解わかる範囲内でな。と、アインは付け足した。

　そしてふと疑問に思う。魔剣は契約すると記憶が消えてしまうのだろうか。それとも誰とも契約したことがないから、ティオーレの記憶がまっさらな状態なのか。曖昧ということは、かすかに覚えていることもあるのだろうか。

　いや、そういったことは、アインがいくら考えても答えの出ないことだった。

　もしティオーレに記憶があって、それが今眠っているというのなら自然と起きるのを待てばいい。それまでは、努めて命の恩人である彼女の力になろうとアインは決めた。

　不安げな表情を不機嫌なものに変えて、ティオーレはアインの顔を指さした。

「それにアイン。さっきからなんだけど……ティオじゃなくってティオーレよ！」

　アインは肩をビクンとさせた。自分自身、悪気がないためかどうにもティオーレと呼びづらい。アインは彼女を「ティオ」と呼ぶことに親しみを込めてしまっていた。

「一度呼び方が自分の中で決まっちゃうと、癖なのかなかなか変えられないんだ」

　ある種のマイペースさを持った二人のやりとりに、シオンが割って入る。今はやるべきことをきちんと済ませておきたかった。

「ともかく、サードアイとの合流場所はイビサの修道院よ。剣けん封ぷう結けつ社しやのアジトになっているから、たどり着ければ一安心ね」

　アインの口からため息が漏もれる。それはずっと世話になってきた育ての親の秘密を、こんな状態になって知らされたことへの落胆だった。

「先生は結社のことも魔剣のことも、俺にずっとだまってたんだよな。なんか、ちょっとショックだ」

　シオンが困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「サードアイにもなにか考えがあったんじゃないかしら？」

　シオンからすれば、アインが「人ひと喰くいの魔剣」と契約したこと自体、できすぎている。

　直属の上司であるサードアイへの疑念が芽吹いていた。

　結社に所属する以上、下された任務で命を落とす危険はある。だから殺されかけたことには恨みもなく、自身の力不足だと承知している。

　そもそも自分の役目は「なにも知らないアインへの警告役」だったのかもしれない。

　けれど……もっと他に安全なやり方は無かったのだろうか？

　結果論だが、アインを窮地に陥れるための片棒を担がされたのではないかと、シオンは思った。ただ、これがサードアイがとれる選択の最高ではなく、最善か、マシな方から数えた方が早い計画だったのかもしれないため、信じるよりほかないのだが……。

　シオンの巡らす考えに気づくことなく、アインは純粋な眼まな差ざしで彼女に笑いかけた。

「気を遣ってくれてありがとうシオン。そうだ！　その結社のことも教えてくれよ？」

　シオンはティオーレにも視線を向けた。彼女もうんうんうなずいている。

　シオンはできるだけ簡潔に、かいつまんで説明した。

　世界には三大国があり、そのうちの一つであるサイラム帝国領内で活動している抵抗勢力。それが剣封結社だった。

　シオンの両親を奪ったのも魔剣とそれが引き起こした戦争だ。

　結社はそれによって家族や故郷を失った弱い立場の人々の集まりである。だから魔剣は剣封結社にとって憎むべき存在なのだ。

　その結社の中でもサードアイは魔ま導どう文明の知識を持っており、大物幹部の一人に挙げられた。

「そして、わたしは結社の諜ちよう報ほう員いん兼戦闘員になるわ」

　シオンは腰こしの鞘さやから剣を引き抜いた。ティオーレがじっとその剣を見つめる。

「へー。あたしとはちょっと違う感じがするけど、魔剣みたいね」

　魔剣の刀身にシオンの顔が映り込む。その表情は曇くもっていた。

「魔剣に対抗するには魔剣……だから、結社も魔剣の力を借りているの。恐ろしい……忌むべき魔剣の力を……」

　ティオーレが突然、涙目になった。シオンはハッと我に返る。たしかに魔剣は剣けん封ぷう結けつ社しやにとって憎むべき存在だ。

　だが、ティオーレはシオンの仇かたきではない。それにシオン自身もこうして魔剣の力を借りている。魔剣だからとティオーレをあしざまにはできない。

「ごめんなさいティオーレ。あなたのことじゃないのに誤解させるようなことを言ってしまったわ」

　ティオーレは首を横に振った。落ちそうになった涙を遠心力で飛ばす勢いだ。

「べ、別に気にしてないし。あたしたちは存在そのものが悪いんじゃなくて、使う奴やつが悪ければ悪くもなるし、良いことに使えば良くもなるんだから」

　シオンはティオーレの言葉に黙ってうなずいた。使い手次第で天使にも悪魔にもなる。魔剣とは純粋な力でしかない。その行使の仕方は使い手にゆだねられるのだ。

　理解を得られたのがうれしいようで、ティオーレの表情はひときわ明るくなった。

「そういえばシオンはちゃんとあたしの名前を呼んでくれるのね？」

「え、ええ。気にしてるみたいだし」

「アインもシオンを見習うように」

　ティオーレはビシッとアインの顔を指さして、瞳ひとみから星を飛ばすようにウインクしてみせた。アインが軽く頭を掻かきながら、落ち込んだように肩を落とす。

「どうして上から目線なんだか」

「当然上の立場だからよ！　あー、シオンみたいにちゃんとした人と契約したかったなー。アインってどこか抜けてる感じがするしー」

　わざと抑よく揚ようの無い棒読みのような言い方をするティオーレの言葉を、シオンが吐と息いき混じりに返す。

「それは無理だったと思うわ」

　シオンは二人に──主にアインに対して説明を続けた。

　シオンはすでに魔剣と契約済みである。魔剣士が契約できる魔剣は原則一本までだ。二本三本と複数の魔剣と契約できる魔剣士は存在しない。

　アインがふと思いついたように聞いた。

「例えばなんだが、その契約ってのは終わりにできないのか？」

　アインにしてみれば、自分がずっとこのまま魔剣士であるというのが想像できなかった。ティオーレが「契約破は棄きなんてダメよ絶対！」と声を上げる。

　驚くアインにシオンが続けた。

「魔剣士と魔剣の双方が合意しないと契約は破棄できないわ。破棄すれば代償も払うことになるし……」

　代償というのは魔剣士である資格を失うことだと、シオンは軽く触れる程度に付け加えた。そのままもう一つの事例も解説する。

「もしくは魔剣士同士の戦闘中に魔剣を折られると、契約が破棄されることもあるのだけれど……それは希まれね」

　魔剣が折れるほど切り結ぶ前に魔剣士が死んでいることがほとんどだから。と、シオンはアインたちに告げた。

　ティオーレは「なら安心ね」と、柔にゆう和わな表情を浮かべる。よっぽど自身の能力に自信があるらしい。

　さすがというべきか、人ひと喰くいの魔剣と恐れられたティオーレである。彼女が魔剣士との契約に要求する干渉力は莫ばく大だいなものだった。要求の大きさはすなわち力の大きさだ。

　仮にシオンが未契約だったとしても、ティオーレと契約は成なり立たないだろう。

　ともかく、アインとティオーレは出会うべくして出会ったのかもしれない。

　最後にシオンは手にした自分の魔剣に視線を落とした。

　シオン自身も、今、契約している魔剣と出会うべくして出会ったのだ。

「そもそも、あたしにはこの子しか使えない。この子もある意味特別というか……わたしに合わせてくれているから」

　アインが不思議そうにシオンの魔剣の刀身を見つめた。

「普通の魔剣とはなにか違うのか？」

「少しややこしい話になるんだけど……この子は魔剣を元に作られた人造魔剣なのよ」

「人造ってわざわざつけなくても、魔剣も剣なら刀かたな鍛か冶じが作ったんだろ？」

「結論から言うと、魔剣は誰が作ったものかわかっていないの」

　ある時期、突然この世界にいくつもの魔剣が発生したのだという。

　サードアイの研究によると、かつて大陸に繁はん栄えいした魔ま導どう文明を滅ぼしたのがこれらの魔剣らしい。

　シオンの口からサードアイの仮説が続けられた。

「一説によれば、魔剣は別の世界から召喚された……とも、言われているわ。そして同じ魔剣は二つと無いの」

　シオンは手にした魔剣の柄つかを軽く握りしめた。

「けど、この子は例外ね。同型が複数存在するわ。現存する技術や魔導文明の遺産装置を使って、魔剣を生み出す研究の過程で生まれた。だから人造魔剣というわけ」

　途中から話について行くつもりがなくなったようで、ティオーレは無邪気にシオンの魔剣の刀身を指でつんつんつついていた。

「喋しやべれないの？　それとも無口なの？　自己紹介くらいしてくれてもいいんじゃない？」

　シオンが命じる。

「ナナシキ、戦闘形態解除」

『……承知しました』

　シオンの腰こしの鞘さやごと、手中の人造魔剣は光に包まれた。

　次の瞬間、魔剣は白い肌の少女に姿をかえる。髪は鈍い色の銀髪で、ミドルの長さを後ろにまとめていた。瞳ひとみはまるでアメジストのようだ。

　肌の色素が薄く、体温を感じさせない冷たい陶とう器きのような印象を見る者に抱かせた。表情からも感情が感じ取れない。落ち着いた雰囲気というよりも、どことなく存在そのものがおぼろげだ。

　背丈はシオンよりもほんの少しだけ高く、衣服は色こそ落ち着いたものに変えられていたが、シオンの剣士風のものを模して、よりシンプルにしたようなデザインだった。

　実際の年齢は違うかもしれないのだが、彼女も見た目だけならシオンやアインとそう変わらない。期せずしてアインは三人の美少女に囲まれるような格好だ。

　戦いの緊張とは違う種類の動どう悸きに、アインは焦りを感じた。そんなアインの恐る恐るといった視線に気付いて、人造魔剣の少女が首を傾かしげる。

「……なにか？」

　抑よく揚ようの無い淡々とした口ぶりで、ティオーレともシオンとも雰囲気がまるで違った。

「な、なんでもない。ええと、アインだ。よろしく」

　アインが握手を求めようか迷っていると、シオンの魔剣の方から手を差し伸べてきた。アインが握り返すとその手は予想外に冷たい。

　魔剣少女の方から手を離して、彼女は自己紹介を続けた。

「……研究用人造魔剣07式。シオンにはナナシキという呼び名を与えられました」

　ティオーレがナナシキの胸を見上げて両手を万歳させる。

「アイン！　ナナシキっておっぱいが意外とあるわ！」












　臆おく面めん無いティオーレにアインの方が顔を真っ赤にさせた。

「わざわざそういうことを報告するな！　ほらティオも自己紹介したらどうだ？　自分から自己紹介しろって言ったんだし」

　ティオーレは「それもそうね！」と笑った。子供のように無邪気すぎて、女の子らしさというか恥じらいに欠ける……と、アインは心配になる。

　そんな心配をよそに、ティオーレは両手を腰こしにあてると控えめな胸を張った。

「あたしはティオーレ。美少女で魔剣で天才よ。まあ、胸に関しては無限の可能性を残しているだけだし、むしろ大きさよりも形が大事なんだから」

　ナナシキがティオーレに小さく一礼で返す。

「……よろしくお願いします。先ほどの戦闘における貴方あなたの補佐能力はすばらしいものでした。刀身の状態が悪くとも、敵を撤退させたその実力、拝見させていただきました」

　淡々と連ねるナナシキの高評価な戦評に、ティオーレが目を丸くさせてはしゃぐ。

「アイン！　ナナシキは良い子だよ！　褒めてくれるし！」

「そ、そうみたいだな」

　うなずくアインにナナシキが顔を向けた。かすかに冷淡さが増した口振りで告げる。

「……一方、使い手である貴方の技術的な未熟さには懸け念ねんを抱きます」

「す、すみません」

　一刀両断されて、アインは珍しく敬語になった。

　ナナシキは不意に、自身の前髪を指先に巻き付けるようにしながら、ひねってみせた。

「……先ほどの戦闘において損傷を受けたままです。シオンには早急にメンテナンスを要請します」

　アインが見る限りナナシキには外傷らしき大きな傷などみられない。だが、シオンはうなずいた。

「そうね。そもそもアインにはその事について話をしようと思っていたのよ」

　アインとティオーレに向き直り、シオンが一度せき払いを挟んでから続けた。

「まずなによりも二人には魔剣と魔剣士にとって、一番重要な儀式を知ってもらわないといけないわ」

　アインが小さく唸うなるように呟つぶやく。

「儀式とはまたずいぶんと仰々しいな」

「特別な知識や技術は必要ないわ。ただ、アインにはちょっと大変かもしれないけど」

「俺には大変って……」

　今日、さんざん大変な思いをしたばかりである。命を狙ねらわれること以上に困難なことなど、数えるほどもないだろう。

　知識が要らないと言われても、儀式と言われればアインの心は身構えてしまう。

　難しい顔になるアインにシオンが聞いた。

「さっき、帝国の魔剣士と戦った時に相手を斬きれなかったでしょ？」

「あれはティオがうまく手加減してくれたからだろうな」

　アインの言葉にティオーレはなぜかそっぽを向く。謙けん遜そんしているのか恥ずかしそうに顔を赤くさせていた。

　シオンが「やれやれ」と顔に出しながら質問を続ける。

「じゃあ聞き方を変えるわね。あんなに綺き麗れいな柄つかなのに、ティオーレの刀身が錆さびてるなんておかしいってアインは思わないかしら？」

　言われてアインは自然とうなずいた。ティオーレは装飾の施ほどこされた金色こんじきの柄をしている。美しいだけでなく、まるで身体からだの一部が延長されたのかと錯さつ覚かくしてしまうほど、アインの手にぴたりと吸い付く握り心地の良い柄だ。

　立派な柄なのに、刃はが赤あか錆さびていたのは確かに……と、アインも思う。

「ああ、そうだな。柄はあんなにぴっかぴかなのに、刀身は手入れをしてないみたいに赤錆びでボロボロだ」

　ティオーレが抗議するように声を上げた。

「ほ、本当は刀身だって綺麗だもん。綺麗なんだから」

　シオンがうなずいた。

「ええ、そうねティオーレ。だからこそ研がなければいけないわ」

　どれだけ強力な魔剣でも、研がなければなまくらになってしまう。だから、今から研ぎ方を教えるとシオンはアインに告げた。

　魔剣と魔剣士にとって〝研ぐ〟という行為は重要な儀式なのだ。

「そ、そうか！　じゃあ砥と石いしが必要だよな？」

　シオンはふるふると首を左右に振った。

「ねえアイン。いつもお風呂はどうしてるの？」

「風呂？　なんで風呂が出てくるんだ？」

「魔剣は現存する刀かたな鍛か冶じの技術じゃ研ぐことができないの。だからその……お、お風呂が必要になるのよ！」

　なぜかシオンはほっぺたをうっすら赤らめる。アインには風呂と研ぐことが繋つながらず、さっぱりわからない。が、わからないまま返答した。

「風呂なら修道院のを改造して使ってるぜ。先生が魔ま導どう器きを設置してお湯が出るようにしてくれたんだ。すごいだろ！」

「それじゃあ今からみんなで行きましょう？」

「みんなで……って……」

　アインは一瞬、変な妄想に取り憑つかれてしまった。女の子三人に囲まれてお風呂に入るというあり得ない絵を思い描く。そんな妄想に浸る前にアインは自制を心がけた。

　そんなわけあるか……と。

　なんとか胸の高鳴りを抑え込んだアインに、シオンがもじもじと膝ひざをすりあわせながら宣言する。

「これからみんなでお風呂に入るのよ！」

「そうだよな風呂だもんな入るよな……って、嘘うそだろ？」

「本当よ！　嘘をついたって仕方ないでしょう？」

　シオンは気迫とともに押し切るように念押しし、アインにはそれに返す言葉が見つからなかった。




　修道院に戻るとアインはシオンたちを風呂場に案内した。

　魔剣は研がなければ力を発揮できず、帝国の魔剣士ジュークに狙ねらわれている以上、研ぐのをやめようとは言えない状況だ。アインは恐る恐るシオンに確認する。

「浴槽にお湯を張った方がいいのか？」

「魔導式灌水浴器シヤワーで十分よ。お湯はすぐに使えるの？」

「あ、ああ。赤い印のついてるノブをひねればいいんだ」

　シオンは「ありがとう」と小さく呟つぶやいてから、アインの顔をちらりと見た。アインはつい視線をそらしてしまう。二人して妙に意識してしまった。お互い、変な気持ちになっていると先に気付いたシオンの方から、アインに命じる。

「じゃ、じゃあ、準備をするから一いつ旦たん外に出てちょうだい。ナナシキは残って」

　アインは脱衣場から廊下に追い出された。廊下にティオーレが待っている。

　彼女に言うわけでもなくアインは独り言のように呟いた。

「いっしょにっていうから、本当にいっしょに入るのかと思ったんだが……いや、一旦出ててっていうことは、準備ができたら……いやいや……それはやっぱりあり得ないよな」

　アインの隣でティオーレが上着のリボンタイに指を掛けた。

「なんだかわからないけど、脱げばいいんでしょ？」

「いっ!?　いきなり脱ぐなよ！」

　タイを少しだけ緩めて、ティオーレはウインクしてみせた。

「やっぱり魔剣たるもの刀身は常に剥むきだしでありたいわよね」

「剥きだしって……そんなに服を着るのが苦手なのか？」

「自然のままの姿を愛してるの。服なんて着てても重たいだけじゃない」

　ティオーレの奔ほん放ぽうすぎる性格は、アインの手に余るどころかはみ出しっぱなしだ。

「服はきちんと着てくれ。この先、街に行って目立ちすぎるのは良くないだろうし」

「わかってるわ。だから天才のあたしは考えたの。そうだ、見えないところで軽量化しよう！　って。その成果がこれよ」

　ティオーレはぴらりとスカートの裾すそを両手でつまむようにして持ち上げた。

　そこにはあるべき布地がない。

「もともと、あのじめっとした布のせいで不快だったんだし、今後は通気性に気を遣わなきゃって思うのよね」

　彼女はスカートの下になにも穿はいていなかった。

　布地一枚分だけ、彼女は軽量化に成功したのである。

「こういう細かい努力の積み重ねが、あたしという魔剣を最強の存在へと鍛きたえ上げていくと思うの。向上心を失ったら人間も魔剣も錆さびちゃうんだから」

　直後、アインは声を上げた。絶叫した。

　そんなアインの悲鳴を聞きつけて、シオンが脱衣場から飛び出してきた。

「どうしたのアイン？　まさか敵襲!?」

　シオンは服を脱ぎ、下着姿の上から大きめのタオルを身体からだに巻いている。タオルがあるとはいえ、腕や太ももは剥むきだしであり、肌の露出の多い姿だった。

　シオンの後ろから、研ぐ準備を終えて一糸まとわぬ姿になったナナシキが姿を現す。

「……落ち着いてくださいシオン。敵の気配は感じられません」

　シオンの目の前には、ティオーレの小さな桃のようなお尻が揺れていた。その先の廊下の床の上で、腰こしを抜かしているアインとシオンの視線がぴたりと合う。

「な、なにをしてるのかしら？」

　シオンの問いかけにティオーレが振り返って自慢げに説明した。

「アインはあたしの軽量化の努力に感かん銘めいを受けて、たじたじみたい。視線も釘くぎ付づけね」

　シオンが眉み間けんを指でつまんで頭を垂れるとため息混じりに返した。

「アインは目を閉じてるみたいだけど……」

　とりあえずアインへの疑惑は晴れた格好だ……が、ティオーレは言葉を続けた。

「まぶしくて見てられないのよ。そうよねアイン？」

　ぎゅっと目を閉じたまま、アインはティオーレに抗議した。

「いいからスカートを降ろしてくれ！」

　裾すそをつまみあげるのさえ止やめてくれれば、アインにも目の開けようがあった。

「降ろしたわよ」

　あっさり願いを聞き入れたティオーレの言葉を信じて、アインが目を開く。

　そこにはスカートそのものを降ろして下半身の開放感を楽しむティオーレと、若じやつ干かん前まえ屈かがみ気味な姿勢になりタオルの下から胸の谷間を覗のぞかせるシオンと、棒立ちで堂々としたまま、恥じらいから胸を隠そうともしないナナシキが並んでいた。

　反射的にアインの口から悲鳴が上がる。

「うわあああああああああああああああああああああああああああ！」

　ティオーレはアインの反応に満足そうに微笑ほほえんだ。

「脱ぐと叫ぶからアインっておもしろいわ」

　自分の姿に気付いてシオンが耳まで顔を真っ赤にさせ、不可抗力的にできてしまった胸の谷間を腕で隠すようにしながらうつむいた。

「なんで男のあなたが悲鳴を上げるのよ。こ、こっちの方が恥ずかしいのに……」

　その場の空気をまったく読まずナナシキが確認する。

「……シオン。二人にメンテナンスの説明をするのではありませんか？」












「そ、そうよね。恥ずかしいけど……慣れてもらわなきゃ困るわ。もうこの際、ティオーレは服を全部脱いでちょうだい。ナナシキは手本を見せるためにお風呂場に移動。アインは目を開けて」

　恐る恐るアインが聞く。

「い、いいのか？」

「いいわよ。儀式は避けても通れないのだから。恥ずかしくて研げずに次の襲撃で敵に討たれるなんて本末転倒でしょ？　それにティオーレはその……脱ぐのが好きみたいだし」

　アインはうなずくとゆっくり目を開け、視線を上向きにした。よこしまな気持ちを抱かないよう、念じるように心の中で唱える。

　これは魔剣を研ぐためだ。ティオーレの力を取り戻すためだ……と。

　アインが覚悟を決めたところで、ティオーレが上着を脱ぎ去った。脱いだ服が光に包まれ空気に溶けて消える。

　脱衣場に入るとアインは顔を上にあげたままシオンに聞いた。

「研ぐって……手入れをするってことだよな？　風呂でするのか？」

「み、見てもらえばわかるから」

　シオンが顔を耳まで赤くさせて、アインを風呂場に引っ張り込む。

　浴室はもともと大人数で使用できるよう広めに作られていた。棚にはタオルが重ねられている。先日、アインが洗って干したばかりで、ふんわりとした太陽の匂においをかすかにまとっていた。

　シャワーの前に小さな腰こし掛かけがあり、シオンはそこにナナシキを座らせる。

　ナナシキの背後に立つとシオンはシャワーで彼女の髪を濡ぬらした。

　温あたたかい湯気が浴室の鏡を曇くもらせる。シャワーの水音は心地よい勢いを保っていた。

　十分に髪を湿らせたところで、シャワーを止めてシオンはナナシキの髪を洗い始める。

　フローラルな香りが風呂場に広がった。

　ティオーレが鼻を小さくひくひくさせる。

「なんだかお花畑みたい。すっごく良い匂におい」

　シオンが手を泡にまみれさせながら微笑ほほえむ。

「髪を洗い上げる専用の石せつ鹸けんよ」

　アインが質問しようとしたところで、先にシオンが答えを口にした。

「いいアイン？　こうして契約した魔剣の髪を魔剣士が清めることで、お互いの信頼を深め魔剣の穢けがれを落とすことができるの。つまりこれが魔剣を〝研ぐ〟ということなのよ」

　清めの儀式。それが魔剣を研ぐということの真相だった。ここでようやく、魔剣の刀身と彼女たちの髪には、なんらかのつながりがあるのだとアインは気付いた。

　シオン曰いわく、あくまで魔剣士は契約した魔剣しか研ぐことができないらしい。魔剣もまた契約者の手によってしか清められず、魔剣士と魔剣はお互いを必要とし続ける関係なのだそうだ。

　ずっと直視できずにどことなく視線を泳がせていたアインが、少しだけ平静さを取り戻した。シオンとナナシキ、二人が仲の良い姉妹のように見えたのである。

　シオンの手がうっすらと光を帯びている。気付いてアインが訊たずねると、シオンは「研ぐのにも干渉力が消費されるのよ」と解説してくれた。

　しばらく見ていると、アインはシオンが指先に力を入れてナナシキの髪を洗っているのが気に掛かった。

「なあシオン。そんなにごしごししたら痛いんじゃないか？」

「えっ？　そ、そうなの？　ナナシキはなにも言わないわよ」

「……問題ありません」

　シオンは手元だけでなく、肩にまで力が入っていた。

　そんな肩から視線を上げていくと、アインの視界にシオンのしっとり濡れた首筋が飛び込んできた。慌ててアインは視線を彼女の肩の方に戻す。

　剣士の訓練をしているとしても、シオンの身体からだつきは決して過度に筋肉質ではなく、適度なしなやかさを感じさせるものだった。

　突然、アインの目の前に小さな手のひらが上下して視界を遮さえぎる。ティオーレだ。

「なんでシオンをそんなに熱い視線で見つめるの？」

　図星を突かれてアインは肩をびくつかせる。アインが弁明するより先にティオーレはぷくっとほっぺたを膨らませた。

「あたしが裸でも悲鳴を上げるばっかりで、なんでドキドキしてくれないのよ？」

「ドキドキって……し、してねぇ！　全然してねぇって!!」

「契約してると強い感情だと伝わってくるみたいね。もしかしてシオンに興奮してる？　なにか着てる方が隠れている部分を妄想できるだけ、魅力的ってこと？」

「人を変態っぽく言うな！　シオンに聞かれたらどうす……」

　これだけ騒いで聞こえないはずもない。

　ナナシキの髪を洗うシオンの手が止まった。真顔でシオンがアインに向き直る。

「そんなこと考えてるのアイン!?」

「考えてねぇって！　つうか、そもそもなんでシオンまで服を脱いでるんだよ」

「ちゃ、ちゃんとタオルで隠してるでしょ？」

　アインは天を仰いだ。

「もっと普通に着込んでてくれないと目のやり場がないだろ！」

　うなじや首筋のラインや肩のあたりが、気になってしまうのだ。

　シオンが少し落ち込み気味に言う。

「服が濡ぬれたら乾くまで時間がかかるから、仕方なくこうしているんじゃない」

　急いで出発したため、着替えの用意はしていなかった。もともと個人的な荷物を余り持たないシオンの生活用品一式は、イビサの修道院にある剣けん封ぷう結けつ社しやのアジトにある。

　戻るまで衣類の換えはないのだが、アインに魔剣を研ぐ手本を見せなければならないという板挟みから生まれた、最低限の妥だ協きよう案がこのタオル巻きな姿なのだ。

　と、説明すればするほど切ない気持ちになりそうなので、シオンは仕方ないという言葉で済ませるより他無かった。

　髪を泡まみれにさせたままナナシキが素朴な疑問とともに首を傾かしげた。

「……タオルを上から巻いているとはいえ、下着が濡れる可能性は高いのですが、それは問題にならないのですかシオン？」

　シオンの顔がさらに赤らむ。

「し、下着は濡れても服に比べればすぐ乾くし……み、水着だと思えばアインに見られても……けど、アインがそういう目でわたしを見てると思うと、は、はは、恥ずかしくなってきちゃうから」

　口に出して意識するほど、シオンはしおれた花のように勢いを無くしていった。

「……シオン。手が止まっています」

「わ、わかってるわよ。アインは変な所見ないでわたしの手元だけをしっかり見て！　あっ……変って言ってもわたしは普通だから！　ちゃんとしてるから！」

　アインは黙ってうなずいた。シオンは自分が恥ずかしいのを我慢してまでアインに指導をしてくれているのだ。懸命な彼女に申し訳ない気持ちになると、アインからようやく変な気持ちが消えていった。

　慌てた手つきでシオンはナナシキの洗髪を再開する。

　アインはその手元に集中した。ごしごしと力任せにシオンはナナシキの髪を洗う。その間、ナナシキはぴくりとも動かなかった。

　一通り洗い終えたところでシオンが仕上げに入る。

　シャワーのノブをひねってナナシキの髪に付いた泡を洗い流した。

　これで研ぎ作業は終了らしい。ナナシキが立ち上がる。

「……シオン。ありがとうございます」

「どういたしまして。次はあなたたちの番だからね！」

　急に振られてアインはハッとした。

「あ、ああ。そっか。俺がやらなきゃならないんだよな」

　契約者にしか研げないという厳然たるルールが存在する以上、シオンにお願いするわけにもいかないのである。

　シオンが大きなタオルをナナシキに手渡し、自身も濡ぬれた手足を別のタオルで拭ふきながらあきれ顔になる。

「そのためにこうして実演したんだから、ちゃんと最後までやりきってね」

　アインは思う。平常心を保てるだろうか。ティオーレは魔剣であり、女の子だ。剣になった彼女ではなく、今の姿の彼女に触れるのである。

　生まれてこの方、アインは女の子に触れた記憶がほとんどない。先ほど、契約のためにティオーレを抱きしめたのだって数えるほどの接触回数のうちの一回だ。しかも死ぬか生きるかの瀬戸際だったため、緊張が先走って今では実感も残っていない。

　ふと、記憶が甦よみがえった。

　子供の頃、一度だけサードアイに連れられてイビサの街の孤児院に行ったことがある。

　女の子に触れたのはその時以来かもしれない。その時は確か、手を握ったのだ。すくんで座り込んで動けなくなってしまった女の子に手を差し伸べた。

　それが今では、色々とすっ飛ばし通り越して、いきなり女の子の肌に触れることになろうとは。それは確かに頭皮に違いないのだが、手を握る以上の接触にも違いない。

　アインは心の中で深呼吸をした。緊張で手が震える。

　そんなアインの手をとってティオーレが笑顔を弾はじけさせた。

「ほらアイン！　あたしたちの番よ！」

「お、おう！　お、俺はその……目を閉じてやるから……」

「ちゃんと見てくれなきゃ嫌よ」

「わ、わかった。見ます！　見ますから！」

　主に彼女の後頭部を。と、アインは心の中で付け足した。

　アインは上着とズボンの裾すそを、それぞれ肩と膝ひざ上うえまでまくる。牧羊犬を洗う時と同じような格好だ。

　服を脱ぎ去り生まれたままの姿になったティオーレを、シャワーの前の腰こし掛かけに座らせた。視線を下げると大変なことになるので、アインは目のやり場に関して可能な限りの慎重さを心がけた。

　にもかかわらず、ぺたんと腰こし掛かけにのった白桃のようなティオーレのお尻に、視線が行ってしまう。

　まるで今にも天使の翼が生えてきそうな小さな背中。くびれに満たないくびれかけた腰こしから、なだらかに続くお尻とその谷間。

　少女の無む垢くな背中はアインにとって美しく、そして危険だった。

「ティオ！　か、髪を下ろしてくれないか？」

「あ！　忘れてたわ。ごめんねアイン。これでいいかしら？」

　少女がパチンと指を鳴らすと、リボンが光に消えてツーサイドアップの髪が自然とほどけたように降ろされる。背中を覆う赤い髪は、近くで見ると艶つやをすっかり失っているどころか、枝毛と切れ毛だらけのひどい有様だった。

「触ってもいいか？」

「いいに決まってるでしょ。髪は魔剣の命だけど、アインになら触らせてあげる。アインはあたしの特別な人だもの」

　アインはそっとティオーレの髪に触れてみた。するとアインの手が薄ぼんやりとした光に包まれる。アインの干渉力が生み出した光だ。自分で出そうと意識したわけでもなく、髪に触れた途端の出来事だった。

　アインは傷いたんだ髪を手のひらでたくし上げてみる。瑞みず々みずしさを失い、乾いた藁わらのようで痛々しい。ごわついてキシキシとした感触が指先に伝わってくる。指通りも最悪だ。

「痛いたっ！　ちょっと引っ張らないでよ！」

「ご、ごめん！」

　引っ張ったつもりはないのだが、そうなってしまうほどにひどい。これでは手て櫛ぐしですくこともままならない。最初にアインの目の前に現れた時よりも、ティオーレの髪質は悪化している。おそらくろくに研いでいない状態で、ジュークと戦ったためだ。

　彼女の髪は本当に、赤あか錆さびた刀身のようだとアインは感じた。

　シオンの見よう見まねでアインは研ぎ始める。赤いノブをひねると、水流とともにシャワーから温あたたかい湯気が上がる。浴室の床に跳ね返って肌に触れる水滴にティオーレがビクンと身震いした。

「大丈夫か？」

「も、もちろん！　ちょっとワクワクしてるだけよ……こういうふうにしてもらうの……初めてだから」

　初々しい反応を示すティオーレに、アインは少しだけ勝った気になった。

「なら俺の方が経験豊富だな」

「え!?　アインって女の子の髪を洗ってあげたことがあるの？」

　アインは堂々と胸を張った。

「俺は牧場の牧羊犬を洗うのが得意なんだ」

「ちょ、ちょっと犬扱いしようだなんて罰当たりね！　あたしみたいな天才美少女魔剣を、そこいらのわんこと同列に考えようとか、正気を疑う……あっ……温あたたかい」

　アインがシャワーをティオーレに当てる。

　適温の湯の雨がそっとティオーレの髪を濡ぬらしていった。耳にかからないよう気をつけながら、アインはシャワーでティオーレの髪全体を湿らせる。

「熱くないか？」

「だ、大丈夫。むしろぽかぽかして気持ちいいかも……って、油断させる作戦なんでしょ？　そうはいかないわよ。むしろアインの方こそあたしの心配してる場合なのかしら。ここからが大変なのよ？」

「犬と違って暴れたり、はしゃいだりしないだろ」

「と、当然でしょ！」

　アインはシオンから借りた石せつ鹸けんを泡だてた。そして思い出す。

　シオンのお手本では、かなり力を入れてごしごしやっていたのだ。魔剣を研ぐというくらいだから、それなりに力を入れなければ綺き麗れいにはならないのかもしれない。

　アインは指先に力を込めた。指でティオーレの頭皮を刺激するように洗う。

「う、い、痛っ……くないわよ。余裕ね！　ナナシキだって耐えたんだし」

　涙目になり、こらえるようにティオーレは言う。アインの方が心配になった。

「やっぱり痛かったか？　ごめん、ちょっと力が入りすぎた」

「痛くないから続けて！」

　ティオーレに言われるまま、アインは彼女の耳の裏あたりを重点的にこすりあげた。瞬間、ティオーレの肩がビクンとなる。

「強っ……すぎないわよ、なんてことないから」

「本当に大丈夫なのか？」

「心配してる暇があったら手を動かして！」

　アインが指と指の間に髪を挟むようにして、激しく洗い立てる。

「うっ……ううっ」

「無理はしないでくれよ」

「無理なわけないじゃない。余裕よ。まるで涼風に吹かれてるみたいなんだから」

　宣言する彼女の肩は、何かが漏もれ出てしまうのを我慢するように小刻みに震えていた。

　比べるとティオーレが怒りそうなので口には出さないが、牧羊犬たちを洗ってあげる時はそれぞれの個性に合わせて、しっかり洗ったり優しく洗ったりと強弱を付けていた。なんだかティオーレが強がっているようで、アインは気がかりだ。

「全然大丈夫だし、我慢なんかしてないから！」

　もじもじと膝ひざをすりあわせるようにしながら、鼻に掛かったような泣きの入った声を出す彼女に、アインは洗う手を止めた。

　これ以上やると、ティオーレが泣きだしてしまいそうだと感じたからだ。

「とりあえず……こんなもんかな」

　ティオーレが半泣きでうめくように呟つぶやく。

「も、もうやめちゃうの？　別にやめたいならいいけど、あ、あたしは全然大丈夫だから。実質あたしの勝ちだし」

「お前はいったいなにと戦ってるんだ」

　洗う時、うまくツボに入れば相手は必ず喜んでくれるし、その感触が実感となって自分の指先にも伝わってくるものだ。

　だからなのか、アイン自身も不完全燃焼的な印象をぬぐいきれなかった。上手に出来た気がしない。

「まあ、どれくらい洗えばいいのかわからないけど、あんまりやりすぎても髪を傷いためるかもしれないからな」

「う、うん。なら……今日はこれくらいで勘弁してあげる」

　ティオーレはうつむいた。アインには彼女が回復したというよりも疲ひ弊へいしているように見える。ティオーレが研がれることに不慣れなためかもしれないが、アイン自身もどことなくしっくりこない印象だった。

　喉のどに魚の小骨が引っかかったままだが、仕上げに入る。

　アインはシャワーのノブを開いた。温あたたかい水流が再びほとばしる。

　泡を綺き麗れいに流していくと、赤あか錆さびた色のティオーレの髪に劇的な変化が起きていた。












「う、うわっ！　なんだ」

　銀色だった。表皮を覆った赤あか錆さびが、石せつ鹸けんの泡に溶けるようにして剥はがれ落おち、彼女の髪は鈍いながらも金属的な光沢を取り戻した。

　全すべての泡が落ちた頃には、生まれ変わったようにティオーレは銀髪に変へん貌ぼうしていた。

「な、なぁティオ。これが本当のお前なのか？」

　腰こし掛かけから立ち上がると、ティオーレは振り返ってアインを見み据すえた。

「我はティオーレ。封印を解かれし破壊と殺さつ戮りくの魔剣なり」

　雰囲気が違う。まるで別人のようなティオーレに、アインは一瞬呼吸をすることさえ忘れてしまった。

　彼女の眼がん光こうに吸い込まれそうな錯さつ覚かくに陥りそうになる。

　異様な気配を察して、シオンがナナシキを剣に戻して抜こうとした瞬間──。

「なーんちゃって。ちょっとは驚いた？」

　ティオーレはアインに茶ちや目めっ気けたっぷりでウインクしてみせた。

「お、驚かすなよ。ったく……けど、本当に別人になっちまったんじゃないかっていうくらい、見違えたな」

　ティオーレは濡ぬれたままの髪をたくし上げ、指先で感触を確かめながら笑った。

「ふふふ。あたしはまだまだ本気じゃないわよ。これからもっと成長するんだから」

　腰に手を当て胸を張るティオーレを直視できず、アインの視線は脱衣場に逃れた。

　バスタオルを身体からだに巻いているシオンとナナシキに聞く。

「なんとか研いでみたが、今みたいな感じでいいのか？」

「い、いいんじゃないかしら」

「……問題ありません」

　ティオーレの見た目の印象も大きく変わり、アインはなんとかやり遂げることができたとひとまず安あん堵どした。








４‖夜から朝にかけて




　アインたちは簡単な食事を済ませることにした。魔剣は契約者から力を得ているのだが、人間の食事に付き合うことも可能なようだ。

　献こん立だてと言えるほど立派ではないが、夕飯はパンとチーズをオーブンに放ほうり込んで温あたためたものにした。

　牧場で分けてもらったチーズをティオーレは喜んで食べた。味も好きなようだが、なにより焼いたチーズが伸びるのが楽しいらしい。

　なんとなく、アインには微笑ほほえましく思えた。

「ティオーレはチーズが好きみたいだな」

「うん大好き！　人間ってすごいのね。こんなに美お味いしいものを作っちゃうんだもの」

　アインと契約して自由を手に入れたティオーレにとって、ありとあらゆる出来事が新鮮に違いない。

　シオンもチーズの味を「とても美味しい」と評してくれた。自分が作ったわけではないのだが、村で作られた品物を喜んでもらえたことがアインにはうれしい。

　ナナシキは無表情を崩さないのだが、残さず食べたのをみてアインは安あん堵どした。

　一同が食事を終える頃には、窓の外はすっかり暗くなっていた。

　自室に戻ってアインは荷造りを始める。窓にはめられたガラスがカタカタと音を立てた。独りでに声が漏もれる。

「風が止やまないな……。雨の匂においも濃くなってきた」

　暗雲が低空を走るように流れる。時間が経たつにつれて雲の色は重く鈍く濃さを増し、ガラス窓にぽつぽつと水滴がついたかと思うと、あっという間に外は土砂降りになった。

　雨脚は収まらず、今夜一晩降り続きそうだ。

　アインは考えた。

　雨に紛まぎれて敵が襲ってくるかもしれない。こちらの居場所は割れている。なら、少し無理をしてでも早めに修道院を出た方がいいかもしれない。

　荷物をまとめたザックを背負うと、アインは居間代わりにしている談話室に戻った。

　そこにはシオンだけが残っていた。彼女曰いわく、ティオーレは別室でナナシキの「授業」を受けているらしい。なにせ記憶喪失で現在の世界の事も良く知らないティオーレである。彼女の常識と世界の常識のズレを、少しでも補正しようという試みだった。

　思いがけずアインはシオンと二人きりになる。

　アインと顔を合わせるなりシオンが小さく首を左右に振った。

「出発は明日の朝に延期した方がよさそうね」

　荷造りを終え、いつでも出られるというアインの心情を彼女はくみ取ったように言う。

「こっちの居場所は知られてるんだ。今すぐ出た方がいいんじゃないか？」

　アインの言葉にシオンは悩んでいるようだった。進むもとどまるも別々のリスクを伴う。彼女にもどう判断を下していいか迷いがあるらしい。

　だが、少し焦りがみられるアインの姿がシオンに決めさせた。

「あなたの心配もわかるけど、今は強行軍の方が危険だと思うわ」

　アインは黙ってシオンの言葉に耳を傾ける。これは決断と責任の問題だ。シオンが危険というなら、やはり危険なのだろう。浅はかな素人考えを押し通すべきじゃない。

　どう転ぼうと、アインはシオンの選択を支持することにした。世の中を知らない自分には最良の判断が下せない。

　シオンを信じるという選択をして、なにが起こっても彼女のせいにはしない。それがアインの選択だった。

　アイン自身はまじめに話を聞こうとしているだけなのだが、表情が硬くなっていることに気付いておらず、シオンが緊張をゆるめようとわざとらしく軽い口調で続けた。

「それに魔剣士って自信家が多いのよ。闇やみ夜よに乗じて雨音に気配を消しながら暗殺……なんていうよりは、この修道院の建物ごと吹き飛ばそうって考えるわね」

　アインは礼拝堂のことを思い浮かべる。ジュークによって鐘しよう楼ろうが斬きり倒されたまま応急処置すらできず、礼拝堂は雨ざらしだ。

　しばらくお世話になった身としては、このままにしていかなければならないのが心残りだ。と、アインは心の中で悲嘆した。

　悲嘆しつつも、ふと、アインの脳裏に根源的な疑問が浮かぶ。

「なあ、そもそもなんで俺が帝国の魔剣士に狙ねらわれるんだ？」

　シオンが困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「ごめんなさい。それはわからないのよ」

「わからないのに助けに来てくれたのか？」

「サードアイの指示だったから……」

　どのみち会いに行って直接聞くしかないようだ。これ以上の質問はシオンを困らせるだけだと、アインはうなずいて返した。

　シオンがそっと自分の胸に手を当てて小さく頭を下げる。

「力になれなくてごめんなさい」

「謝らないでくれよ！　シオンは俺の恩人じゃないか」

「結局、あなたを助けるどころか助けられたのはわたしの方だったし……」

　謙けん遜そんするつもりもなく、アインは本心を打ち明けた。

「あれはティオの力と運が良かったからだって。それにシオンが教えてくれなきゃ、ああしてティオも研いでやれなかった」

　沈み込んでいたシオンの表情が持ち直した。改めて彼女の方から手を差し伸べる。

「そう言ってもらえると助かるわ。わたしの任務はあなたを無事、イビサの街に送り届けること。それまではずっといっしょよ」

　差し出された手を握っていいのかアインは戸惑った。が、すぐに求められた握手を拒否する方が失礼だと思い至り、少しぎこちなく力みがちにシオンの手を握り返す。

「そうか……街についたらお別れなんだな」

「場合によっては継続して護衛任務につくかもしれないし……」

　シオンに決定権のある話ではないのだと、アインは納得してうなずく。

「じゃあ、そうなった時は改めてよろしく」

　二人はそっと互いの手をほどいた。

　相変わらず外の天候は大荒れで、雨粒がガラス窓を叩たたいている。

　交わす言葉も無くなって、シオンはアインをなにげなく見つめた。

　アインはたくましく表情も精せい悍かんだ。そんなアインの眼がん光こうにシオンは見覚えがあった。

　一方、見つめられたアインはたじろぎそうになる。やはりまだ女の子は苦手だ。そんな自分が、いきなり三人もの美少女に囲まれることになったのである。落ち着かない。

　心の中で深呼吸をして冷静になれと自分に言い聞かせるうちに、ふと気になった。

　シオンはなぜナナシキと契約したのだろう。戦いで命を落とすかもしれないのに、無理をしてでも魔剣士になった理由はなんなのだろう……と。

「ね、ねえアイン！」

「なあシオン！」

　同時に声が上がって、二人は驚いたような顔をすると、それがお互いに妙におかしく思えて一緒に笑った。

　そっと手を差し出すようにしてシオンが告げる。

「アインからどうぞ」

　ここは譲り合うところでもないだろうと、アインはうなずいた。

「あ、ああ。シオンはなんで魔剣士になったんだ？」

　アイン自身がそうであるように、たまたま才能があったから──というのであれば、それもまた理由の一つになると思う。だが、シオンの話によればナナシキは人造魔剣という特殊な魔剣で、無理をして契約しているようなのだ。

「え、えっと……偶然かもしれないけど……」

　シオンは独り言のように呟つぶやくと、うつむいて黙り込んでしまった。

「シオン？」

「ごめんなさい。まだ、言えないの。違ってたら恥ずかしいし」

　思い詰めたような表情のシオンに、アインは「そっか」と短く答える。無理に聞き出そうとして彼女を困らせたくない。

「じゃあ今度はシオンの番だな」

　顔を上げるとシオンはアインの瞳ひとみを見つめた。どこまでもまっすぐな眼まな差ざしだ。

「アインは子供の頃……イビサの孤児院に……」

　と、シオンが言い終える前に、部屋のドアが豪快に開かれた。ティオーレが小型犬のようにキャンキャン吠ほえる勢いで談話室に逃げ込んでくる。

「だいたいわかったわよ！　えっとアレでしょ、その……細かいことはいいのよ。大事なのは正確な知識よりも、今ここで生きてるっていう実感とフィーリングなんだから！」

　ティオーレは談話室をぐるっと一回りして、アインを盾にするように後ろに隠れた。

「……だいたいでは困ります」

　ティオーレを追ってナナシキが談話室に姿を現した。彼女は丸いレンズのメガネをかけている。アインはそのメガネに見覚えがあった。

「それって先生のと同じメガネだよな？」

「……形状を模も倣ほうさせていただきました。本来、魔剣の装束というものはある程度決められているのですが、私の出自は人造魔剣であり、決まった装束というものをもっておりません。ゆえに、こうして着衣や装飾品などを自由に設定しているのです」

「悪い。途中からナナシキがなにを言ってるのか俺にはちんぷんかんぷんだ」

　ナナシキはメガネを外して手の中で光に還かえした。口で説明するよりも見せる方が早いというわけだ。

　奇術か魔法のような光景だった。思えばティオーレの衣服も彼女が自分で生み出したものである。魔剣というのは便利だなと、少しズレた感想をアインは抱いた。

　振り返ってアインはティオーレに確認する。

「ティオも服だけじゃなくて、メガネとかも出せたりするんだよな？」

「もちろん！　天才だから自由自在よ」

　アインは決意した。人として、あまりこういう言葉を奔ほん放ぽうに口に出すような習慣を持ちたくない。

　だが、背に腹は代えられないのだ。アインはティオーレに嘆たん願がんした。

「じゃあ……その、なんというかだな……パンツを……穿はいてくれ」

　ティオーレは右手の人差し指だけをピンッと立てて、ちっちと左右に振る。

「それはお断りね。今はこの開放感に浸っていたいの」

　にっこり微笑ほほえむティオーレにアインは頭を抱えた。

　そんなアインへの問いかけが途中で宙ぶらりになってしまい、少し落ち込みながらもシオンはナナシキに確認する。

「それで、ティオーレの記憶はどうだったの？」

　メガネがないのに、くいっと中指で鼻筋のあたりを押し上げるような素振りをしながらナナシキは報告した。

「……なにも覚えていないそうです。加えて基本的な知識や常識について講義を行いましたが、ティオーレはあまり優秀な生徒とは言えませんでした」

　ティオーレが立てていた人差し指であっかんべーをしてみせる。

「思い出したわ。あたしってお勉強が嫌いみたい！」

「……先が思いやられます」

　魔剣少女二人のやりとりにシオンが大きく肩を落とす。

「はぁ……とりあえず今晩は早めに休みましょう。悪いんだけどナナシキは周囲の警戒をお願いね。出発は明朝、日の出とともに。アインもそれでいいわね？」

　アインはうなずいた。だが、鐘しよう楼ろうを壊されたまま、住み慣れた教会を放ほうり出すような形で旅立たねばならないのは、やはり心残りだ。

　そんなアインにシオンがもう一度聞く。

「別れを告げておきたい人はいないの？」

　お世話になった村の人たちだからこそ、アインには事情を説明できそうにない。引き留められるのは目に見えているし、場合によっては一緒に戦うだの付いて来るだの言い出しかねない。

「だまって行くことにするよ」

　アインが村に滞在しているほど、危険は増す。次にまた魔剣士の襲撃があれば村を戦いに巻き込んでしまいかねない。アインにとってこの村こそが大切な故郷だ。

　シオンも「そうね」と短く返すだけだった。

　不意に、アインのシャツをティオーレがきゅっとつかむ。

「どうしたんだティオ？」

「ティオじゃないわよティオーレよ。べ、別になんでもないわ」

　不思議そうに首を傾かしげるアインに、ティオーレはほっぺたを膨らませたまま、黙り込む。全すべて言葉に出さなくても、なんとなくお互いの気持ちを察し合っているような……そんなアインとシオンがうらやましいとは、ティオーレは口が裂けても言えなかった。




　談話室での会議のあと、アインは自室に戻りベッドに倒れ込んだ。

　そういえば、シオンが言いかけた言葉が途中だったのを思い出す。孤児院がどうとかいう話だったが、ティオーレの乱入でうやむやになってしまった。

　自然とアインの口から吐と息いきが漏もれる。シオンの部屋に行って聞こうか悩みどころだが、彼女も疲れているだろうし明日にしようと、アインはぼんやり思った。

　見張りはナナシキがしてくれていた。彼女一人に押しつけるのはどうかと思ったアインだが、休息して回復するのが魔剣士の役目だと、ナナシキ本人に説得されてしまった。

　よって自分が休むことは義務のようなものだし、シオンが休む邪魔もしたくない。

　明かりを消すと部屋は真っ暗になった。しばらく闇やみに目が慣れるまで時間がかかる。

　雨音も唸うなる風の声も、いつの間にか遠のいていた。

　静かな闇の中で横たわりながら、旅立つことになったのだと、アインは反はん芻すうする。

　村での穏やかで平和な暮らしが、突然、遠い過去になってしまったように感じられた。

　独りになって落ち着くと、次第に恐怖が甦よみがえってくる。

　殺されかけた。人を斬きることを楽しんですらいる魔剣士と自分は戦ったのだ。そして幸運にも撃退に成功した。もし相手が──魔剣士ジュークが引かなければどうなっていただろう。村の誰かを人質にとられたら、自分は抵抗できただろうか。

　思い出すだけで全身がわななく。

　不安をかみしめていると……急に窓の外が明るくなった。雲の切れ間から月が顔をのぞかせたのだ。窓から射さし込こむ淡い光が部屋を照らす。

　立て付けの悪い老朽化したドアが、ぎいいと音を立てて開いた。

　アインは息を殺す。昼間の魔剣士の姿が脳裏をよぎった。自分が狙ねらわれる理由を知らずに殺されるつもりなど、アインには毛頭無い。理由が判明したとしても、ごめん被る。

　だが、今のアインのそばにはティオーレがいなかった。彼女は隣の部屋だ。

　全身の毛が逆立つような感覚がアインを包み込んだ。

「眠れないの？」

　侵入者の声にアインの覚かく醒せいは雲うん散さん霧む消しようし、精神も肉体も一呼吸持たずに弛し緩かんした。

　ティオーレがアインの部屋にやってきたようだ。怯おびえて警戒した自分がアインは恥ずかしくなった。ベッドから上半身を起こして声を掛ける。

「どうしたんだティオ……って、なんだよその格好は！」

「なんだとは失礼ね。ちゃんと服を着てるんだから文句は言わせないわよ」

　髪を下ろしたティオーレは、向こうが透けて見えるような薄い衣をまとっていた。当然のように下着の着用要請は無視している。

　月明かりを浴びる姿は神秘的で美しくもあり、アインが直視できるものでもなかった。

「ネグリジェがそんなに珍しい？」

　顔を背けてアインはぶっきらぼうに返す。

「そ、それってほとんど裸じゃないか」

「シオンが『裸で寝ると風邪を引くわよ』っていうから、お互いの妥だ協きよう点を探り合った結果、こういう形に落ち着いたのよ」

　ゆったりとした足取りでティオーレはアインの元に歩み寄った。顔を横に背けたままアインが声を震えさせる。

「そ、それでなにか用事か？」

「用事っていうか……アイン今何してるかな……って思ったの。さっきの様子だと緊張と興奮で寝付けそうにないみたいだし、いつでもあたしを抜けるよう、そばにいてあげるわ。そうすれば安心できるんじゃない？」

「なんで俺が緊張してるってわかるんだ」

「魔剣には魔剣士の干渉力が流れ込んでくるんだもの。心が読めるっていうのとは少し違うんだけど……ね？」

　魔剣は魔剣士の干渉力を得て力を発揮する。だがティオーレの気持ちはアイン側には逆流しないらしい。

「一方通行っていうのは不公平だな」

「もしかしてあたしの気持ちが知りたいの？　アインってムッツリなのね」

「ち、違う！　公平感について文句があるってだけだ」

「心配なら教えてあげてもいいわよ？　あたしはアインが大好き！」

　無邪気に言われてアインはすっかり毒気を抜かれてしまった。

　ティオーレはかわいい。女の子として魅力的だ。だが、まだ骨抜きにはされていないぞと、アインは思い直す。

　ティオーレがアインの隣に腰こし掛かけた。その手がアインの服の上から太ももをさするようにする。

「アインも男の子なら、自慢の武器を枕まくら元もとにおいて、寝込みを襲われた時の対処法とか色々妄想しなさい。それでこそ健全な思春期男子よ」

「なんだよそれ」

「もう、張り合いがないんだから」

　不満げに漏もらしながら、ティオーレはアインに身を寄せるように体重を預けた。

「な、ななな……!?」

「だからこうしていっしょにいてあげるって言ったじゃない」

　取り戻した銀髪が月明かりに照らされて神秘的な輝きをたたえている。ティオーレの吐と息いきや体温や鼓動をアインは肌で感じた。

　そして彼女がかすかに震えていることに気付く。

「ティオ……様子が変だけど、もしかして一人で眠れないのか？」

「ち、違うわよ。そんなんじゃないんだから」

　慌てる魔剣少女にアインは少しだけ主導権を取り戻せた気がした。

　女の子と意識しすぎていた自分が恥ずかしい。対等な一人の人間。一つの人格だと思えば二人きりの緊張も緩かん和わできそうだ。と、アインは思う。

「意外とお子様なんだな。魔剣っていうから数百年は生きてる……みたいに思ってたんだけどさ。ティオも普通で安心した」

　ティオーレのほっぺたがぷくーっと膨らんだ。

「普通じゃないわ！　特別よ！　あたしって数百年どころかこの世界の始まりの時代から存在している可能性だってあるんだからね！」

　強がるようにティオーレは声を上げた。

　記憶を失い、自分がどこから来たのかすらティオーレは知らない。そんな彼女を守れるのは契約者の自分だけなのだと、アインは思う。

　にもかかわらず、剣術もできない未熟な自分と契約してしまって、ティオーレは困っているんじゃないか……という弱気がアインの口から言葉になって漏れた。

「俺と契約して、後悔してないか？」

　ティオーレは髪を揺らして首を左右に振った。それからアインを見つめる。大粒のエメラルドのような瞳ひとみに曇くもりは微み塵じんも感じられない。

「それだけは絶対に無いわ。だって……アインはあたしをきちんと抜いてくれた初めての人だもの。ちゃんと抜いて振るってくれた人はこれまでいなかった。記憶を失っていても、それはわかるから」

「記憶が無くてもわかるなんて、なんだか不思議だな」

　ティオーレは小さくうなずいた。それから思い詰めたような顔になると、アインの耳元に桜を重ねたような唇を近づける。

「ねぇアインは……シオンと一緒に行くの？」

　びくっとなってアインの上半身がのけぞった。

「どうして急にそんなことを聞くんだ？　当然だろ」

「ちょっと言いにくいんだけど、シオンとナナシキは……弱いわ」

「言いにくいっていうわりに断言したな」

「たぶんシオンには魔剣士の才能が無いのよ」

　二人が同席する場所では言えないことだ。アインの緊張をほぐしに来たのもあるのだが、ティオーレが言いたかった本題はこれだった。

　アインはシオンを庇かばうかもしれないが、魔剣であるティオーレだからこそわかることもある。

　アインは首を左右に振った。

「シオンは俺たちを助けてくれたんだ。そんな言い方しなくても……」

「嘘うそをついても仕方ないじゃない。事実なんだから。シオンが剣士として十分な訓練をつんでいるのは構えただけでもわかるし、ナナシキを使いこなそうと努力してるのもわかる。けど、魔剣士としての力は努力ではどうにもならない……才能なの」

　同じ事をシオンも言っていた。魔剣士は才能──干渉力が無ければ始まらない。

　裏を返せば、どんな素人でも才能次第で訓練を重ねた魔剣士と戦えてしまう。

　アインの自覚は希薄だが、アインこそがそんな才能の体現者だった。

「そう……なのか」

　力なく呟つぶやくアインにティオーレは深くうなずいた。

　彼女は切っ先を突きつけるような鋭さでアインに告げる。

「そもそも狙ねらわれてるのはアインでしょう。この先、もしかしたらシオンはアインを庇おうとして無む茶ちやをするかもしれない。その時、あたしは全員を守ってあげられない……シオンを犠牲にしてアインが助かる状況になったら、あたしはシオンを……」

　ティオーレの言葉尻を打ち消すようにアインは遮さえぎった。

「明日、日の出よりも早く俺たちだけで出発する……それでいいな？」

　鈍感だと自覚のあるアインでも、ティオーレがシオンとナナシキにこれほど辛しん辣らつになればさすがに気付いた。

　シオンを守るもっとも確実な方法は、彼女を戦いに巻き込まないことだ。そのためにも二人を置いて行けと、ティオーレはアインに言っていた。

　ティオーレは魔剣として契約者の命を守ろうと、最善の選択をするだろう。そこにシオンの安否は考慮されない。

　アインの返答に魔剣少女はコクリとうなずくと、ベッドから立ち上がる。

「夜明け前に玄関の外で待ってるから」

　アインは無言で彼女の背中を見送った。

　本当にそれでいいのかという気持ちがアインの中でくすぶっている。

　守るためだと何度も心の中で繰り返し、アインは窓の外の月を見上げるようにベッドに仰あお向むけに倒れた。




　まだ薄暗いうちにアインは着替えを済ませると荷物を背負った。大きめの外がい套とうを羽織って玄関から外に出る。

　昨晩からの雨で足下はぬかるみ、そこかしこに水たまりができていた。

　無残に崩れた鐘しよう楼ろうの残ざん骸がいが雨に打たれて、痛々しい姿をさらしたままになっている。

　銀髪の少女が鐘楼のそばにぽつんとたたずんでいた。

　約束通り姿を現したアインに、ティオーレの表情は明るくなった。が、すぐに緊張した顔に戻る。シオンを騙だます罪悪感をティオーレ自身も少なからず感じていた。

　アインから声をかける。

「俺たちだけで行こう」

「アインのことだから、少しぐずぐずするんじゃないかって思ってたけど、見直したわ」

　戦う人間としての心構えや覚悟や、冷徹さなど一晩で育つわけもない。

　と、そんなアインの背後に人影が立つ。

「二人でどこに行こうっていうのかしら？」

　アインが振り返ると、旅支度を終えたシオンの姿があった。腰こしには魔剣化したナナシキを提げている。

「なんだ、寝てたんじゃないのか？」

　出発前、アインがこっそり部屋をのぞいた時には、シオンのベッドはふくらんでいた。

「あれはクッションを丸めて作ったダミーよ。こっそり女の子の部屋を覗のぞき見みした罪は不問にしてあげる。けど、わたしたちをおいて勝手にどこかに行こうっていうのは、いただけないわ。街まで警護するって約束したじゃない」

「あ、ああ……」

　返す言葉に困るアインの隣に立って、ティオーレが断言した。

「これはあたしの提案よ。シオンは弱いから足手まといになるって思ったの」

　シオンの表情が曇くもる。ティオーレの言葉は侮辱ではなく図星を突いていた。シオンも頭では理解している。自分は弱い。それでもアインの力になりたかった。

　つい、シオンの語気が荒くなる。

「わたしだってきちんと訓練は受けてるわ！」

　ティオーレも引かない。

「昨日の戦いで助けられたって認めたのはシオン自身じゃない？　帝国の魔剣士相手にシオンじゃ手も足も出なかった……そうでしょ？」

　アインが慌てて二人の間に割って入る。

「そういう言い方はするなよティオ。シオンも落ち着けって」

　ともにアインのためを思ってのことなのだが、自覚と配慮が足りていないアインの制止は余計にシオンの感情を激しいものへと変じさせた。

「アインはいったいどうするつもりなの!?」

　シオンとティオーレの視線がアインに集中した。腕組みをしながらアインは返す。

「もう決めたことだ。今の俺は自分の身を守るのでいっぱいいっぱい……それすら難しいかもしれない。それで俺だけ死ぬなら……いや、仕方なくはない。俺だって死にたくない。だけどさ……俺を守るためにシオンやナナシキが傷つくのは嫌だ」

　シオンと別れて行動する。そんなアインの基本方針は変わらない。

　シオンの中で張り詰めていた糸がプチンと切れた。

「アインが言いたいことは……わかったわ」

　思わず声が怒気を孕はらむ。自分が犠牲になるかもしれないことなど、シオンは最初から承知していた。

　アインがシオンの護衛を拒む理由もはっきりした。シオンが弱いからだ。

　でも、たとえ弱くとも相手の攻撃に数回耐えるなり、時間稼ぎや陽動くらいはできる。

　捨すて駒ごまにだってしてくれて構わない。

　なのにアインはそれをもっとも恐れている。自分の命よりも護衛するシオンを心配している。そういう人間がシオンは嫌いだった。まるで自分の弱いところを見せつけられているようで……。

　自己嫌けん悪おを握りつぶすようにシオンはアインに告げた。

「アインもティオーレも、わたしとナナシキが強ければ文句は無いんでしょ？　だったら稽けい古こをつけてあげるわ。今からここで先輩として魔剣士のなんたるかを指導するから、抜きなさいアイン」

「本気で言ってるのか？」

　シオンはうなずくとナナシキを抜きはらい構えた。

「わたしに勝ったら好きにしていいから」

　アインは迷った。シオンは冷静さを欠いている。

　ティオーレがそっとアインの手を自分の胸元にもっていった。

「シオンはやる気みたい。アインも本気を出さないと最悪半殺しにされるわ」

　シオンが吠ほえる。

「弱いわたしに負けるようなら、素直にわたしの指示に従ってちょうだい！」

　どうしてそこまでシオンが自分を守ろうとするのか、アインにはわからない。

　任務だからといえばそれまでだが、本当にそれだけのようにも思えなかった。

「なんでそこまでして俺を守ろうとするんだ？」

　うつむくとシオンはか細い声でアインに告げる。

「昨日の話……途中になったけど、アインがイビサの修道院に来たことがないか、まだきちんと確認してなかったわよね」

　アインは昨日の談話室での一幕を思い出す。そんな話が出かけたところでティオーレが部屋に戻ってきて、話が流れてしまったのだ。

　アインは目を丸くした。

「あの時、話せなかったから怒ってるなんて言わないよな？」

　シオンは顔をあげると左手で自分の前髪を軽くはらうようにした。

「なら、今その続きをするわ。アインは修道院に来たことがあるんじゃない？　そこに孤児院も併設されていたんだけど……」

　アインは黙ってうなずいた。村を出たのは数えるほどなので良く覚えている。サードアイに連れられて修道院に行き、ほんの少しの間だが孤児院に預けられたのだ。

　シオンが続けて聞いた。

「その時、女の子を庇かばわなかった？」

　アインは自然と自分の胸に手を当てていた。

　庇った記憶は……ある。

　孤児院でいじめられていた女の子がいて、彼女を助けたくて仲裁に入ったつもりが、それが気にくわないといじめっ子たちに因縁をつけられてしまったのだ。

　アインは遠慮無く彼らを張り倒した。そして女の子に手を差し伸べた。

「もしかして……あの時の女の子が……」

　アインが半分口を開いてシオンを指さす。シオンはナナシキをはらうようにしながらうなずいた。

「やっぱりアインだったのね。──これで心置きなくアインを止められるわ」

「ちょ、ちょっと待て！　お礼を言われるならまだしも、どうして剣を向けられることになるんだ」

　シオンが笑顔になる。

「あの時はありがとう」

　そして表情を引き締め直す。

「覚えてる？　『強くならなきゃだめだ』って……アインの言葉が無かったら、今のわたしは存在しなかった」

　その言葉もアインは覚えていた。あの時、お互いの名前も知らないまま別れたのだ。

　シオンはアインに向けてナナシキの切っ先を向けた。

「だから今度はわたしがアインを守る。そのためにも少しは強くなったとアインに認めさせるわ」

　魔剣を片手に構えてシオンがアインに向かってくる。彼女は本気だった。

　瞬間──アインはティオーレの胸元に手をかざした。イメージする。最強の剣を。

　アインの願望に応こたえるようにして、少女の姿が光に変換された。光は柄つかを成なし刃やいばを形成し、その刃は切っ先までまっすぐに伸びる。

　刀身を包み込む光が殻を破るように弾はじけると魔剣は実体化した。

　昨日まで赤あか錆さびていた刀身が、綺き麗れいな銀色だ。まるで生まれ変わったような銀の刃は、息を呑のむほどの美しい姿をしていた。金色こんじきの柄ともようやく調和がとれて、まさに魔剣と呼ぶに相応ふさわしい。

　そんな魔剣の柄を握ると、同時にアインの全身に力がみなぎる。

　シオンがアインめがけて切り込んだ。まるで放たれた矢のような加速……だが、それはいくらか勢いを削そがれていた。

　雨上がりで足下がぬかるみ、彼女の動きが鈍ったのだ。アインが防御の姿勢を作るだけの猶ゆう予よは十分にあった。

　振り下ろされたナナシキの刃をティオーレが弾く。その一撃の軽さにアインは悪い意味で驚かされた。帝国の魔剣士ジュークの攻撃にあった重圧感が、シオンからは微み塵じんも感じられない。

　弾かれてもなお臆おくすることなく、シオンは連続で剣を振るう。アイン自身はその剣さばきの速さについていけないのだが、ティオーレが先読みするようにすべて受けきった。

　得意のスピードを活かした攻撃が通用せず、焦りを感じながらシオンが声を上げる。

「守ってばかりじゃ敵は倒せないわよ！」

「シオンは敵じゃないだろ」

「真剣に戦って。お願いだから……これでまったく手も足も出ないなら、わたしだって諦あきらめられる」

　アインはシオンの本心を聞いた気がした。

　シオンは自分の力が純粋な魔剣士に及ばないと知っている。アインにはこれから先、成長の余地もあるだろう。だがシオンは現状がその能力の限界に近かった。

　守れない。むしろ足手まといになる。それでもなにかしたい。力になりたい。

　全力をぶつけたい。それがシオンの思いだった。

　思いを胸に抱きながらシオンの攻撃が加速する。力は無くとも技術を磨き鍛錬してきたのだ。その成果を示すように、シオンは一呼吸のうちに二度の剣けん撃げきを放ってみせる。

　だが、ティオーレの防御を崩せない。阻はばまれる。弾かれる。

　むしろ打ち込むシオンの手に衝撃としびれるような感覚が蓄ちく積せきされていった。

　ナナシキが異常を感知してシオンに警告する。

『……シオン。ペースを落としてください』

「それじゃあアインに強くなったって認めてもらえないでしょ。もっと加速するわよ！」

　シオンの剣撃が乱れ飛ぶ。が、アインの身体からだにその熱い思いのこもった刃が触れることはない。

　防御に徹てつしたティオーレは鉄壁だった。

　ティオーレはシオンの攻撃の軌道をそらすように、剣先を操って捌さばいて受け流す。シオンの呼吸や攻撃のリズムがつかめてくると、ティオーレはナナシキの刃やいばを正面から受け止め、弾はじき返かえすようにしだした。

　ナナシキを弾くたび、アインの手に手て応ごたえが残る。防御しているはずなのに、むしろシオンを追い詰めるような感触だ。ティオーレはシオンの攻撃をすべて受けきり、彼女が諦あきらめるのを待っているのかもしれない。

　そう理解するとアイン自身も自然と防御に集中した。基本は脱力だ。どこから切り込まれても身体からだが反応できるよう、余計な力を抜く。

　アインの受ける姿勢を感じ取ったのか、ティオーレが魔剣の姿のままアインに告げた。

『いいわよアイン。その調子で行きましょう』

　一方、シオンは苦しんでいた。アインに対して圧倒的な手数でたたみかけるのだが、直撃が取れない。むしろ攻撃すればするほど、アインとティオーレの防御に無駄がなくなり洗練されていく。

　そして、ついにアインの方から押し返すような力が加えられるようになった。

　硬い金属の塊に剣を打ち付けているような重みをシオンは感じる。

　それは実際の質量ではなく、魔剣の持つ潜在的な力の差が生み出した重圧だった。

「もっと力を出してナナシキ」

『……これ以上は危険と判断します』

「いいから！」

　涙混じりの声でシオンが叫ぶ。

『……承知しました』

　ナナシキの刀身が光に包まれた。

　シオンとナナシキの雰囲気が変わったことにアインも気付き、先ほどよりも緊張する。

　ティオーレがアインの意識を戦闘に呼び戻すように告げた。

『力が高まれば刀身にも自おのずと変化が出るものよ！　それより集中して！』

　シオンが今まで以上の速度で踏み込んで、アインの胸めがけて突きを放つ。

　ティオーレはその攻撃にも反応した。突きを下段から切り払う。

　魔剣が交こう錯さくした瞬間、虹にじ色の火花が散った。渾こん身しんの突きを防がれてシオンがあっけにとられる。

「今のは全力以上だったのに」

　だが、うまく防御したにもかかわらず、ティオーレからも焦ったような声が上がる。

『あっ……やりすぎちゃったかも』

　彼女自身、アインに研がれた後だったため、うまく力の加減ができなかったのだ。

　それに加えてアインの「攻撃を防ぎたい」という意思が上乗せされていた。

　結果、刃がぶつかり合った瞬間──まるで鉱石の結晶が割れるように、ナナシキの刀身が二つに折れてしまった。

　折れて弾はじけ飛んだ切っ先側は回転しながら地面に突き刺さった。

　シオンの手元からナナシキの柄つかが光の束となって抜け落ちる。

　同時にシオンは自分の力が急速に失われていくのを感じた。指の隙すき間まから砂の粒子が落ちるように、ナナシキとのつながりが希薄になっていく。

　シオンの口から声が漏もれた。

「ナナシキが……折れるなんて……」

　魔剣士同士の戦いにおいて、魔剣が折れるという現象は希まれながらも起こるのだ。先日、説明したシオン自身がそれを解わからないわけもない。

　そして今、人造魔剣の中でも高い耐久力を誇るナナシキが、まるでガラス板のように折れ砕かれたのだ。

　それは魔剣士としての死を意味していた。

　地面に突き刺さったナナシキの切っ先部分に、シオンの手を離れた光の束が合流して人の姿を成なす。

　ぬかるんだ地面に尻しり餅もちをついた格好で、ナナシキがぼんやりとシオンを見つめた。

「……シオン。破壊により契約が強制的に破は棄きされました」

　声こわ色いろこそ淡々としているのだが、ナナシキの表情はどことなく悲しげだ。

「こんなに力の差があるなんて……悔しい……けど、これがわたしの限界なのね」

　わたしたちではなく、あくまでシオン個人の資質の限界が露ろ呈ていしたのだ。

　ティオーレを手にしたまま、アインはそっと剣を握る手に視線を落とした。

　ナナシキが折れた時の感触がまだ残っている。折れたというか、弾き返すのを意識した瞬間、折ってしまったというべきか。

　故意ではなかったが、アインには自然とそれが出来てしまった。

　ナナシキはお尻を地面につけたまま、淡々とシオンに現状の説明を続けた。

「……貴方あなたから契約に必要な干渉力を感じることができなくなりました」

　だんだんと、糸がほつれていくようにナナシキの存在が希薄になっていく。彼女の身体からだを淡い光が包み込んだ。まるでそのまま彼女の姿ごと、一緒に消えてしまいそうな儚はかない光だった。

　アインの手の中からするりと抜け出すようにして、ティオーレが少女の姿になる。

　小さく呼吸を整え直すと、ティオーレはちょこんと頭を下げた。

「ご、ごめんなさい！」

　シオンもアインも突然謝ったティオーレに驚きを隠せない。

　あっけにとられたまま、アインの口から言葉が漏れた。

「なあ、なにが起こったんだ？　結局どうなったんだ？」

　アインがティオーレに視線を向けると、彼女は気まずそうにうつむき加減で言った。

「魔剣を折られると、魔剣士は余よ剰じよう干渉力を失うの。今のシオンは、生命を維持するための、最低限の干渉しか残っていない……つまり彼女は魔剣士じゃなくなったのよ」

「それって俺のせいだよな」

　ティオーレが小さくうなずきながら少しだけ訂正する。

「アインとあたしの連帯責任ね」

　シオンは力を失った声で二人に告げた。

「二人のせいじゃないわ。アインに挑んだのはわたし……全部、戦うと決めたわたしの責任よ」

　挑んで敗北までは覚悟していたシオンだが、ナナシキが折られるほど力の差があるとは思っていなかった。

　そもそも、シオンは魔剣士としての才能が足りないにもかかわらず、ナナシキ本来の力を抑えることによって半ば無む理り矢や理り契約したのである。もし一〇〇％ナナシキの力を引き出せていれば、折られることは無かったかもしれない。

　シオンを気づかうようにナナシキがそっと呟つぶやく。

「……力及ばず、すみません。どうやら私は……ここまでのようです」

　まるで死を覚悟したようなナナシキの言葉に、シオンが瞳ひとみを潤うるませる。

「あなたが悪いんじゃないわ。アインには力があって、わたしが……弱かった。だからあなたが気に病むことなんてなにもないのよ」

　干渉力を失ったシオンには、折れたナナシキをどうすることもできない。

　今のナナシキはシオンから与えられた干渉力の残ざん滓しにより、かろうじて存在を維持しているに過ぎなかった。

　その干渉力も尽きようとしていた。干渉力を失った魔剣は光となって「ここではないどこか」へと飛ばされ、新たな契約者を待ち続けることになる。

　いや、人造魔剣であるナナシキがそうなるとは限らない。存在が完全に消えてしまってもおかしくはない。

　アインは二人にどう声をかけていいか言葉に詰まっていた。

　そんなアインにシオンはわざとらしく明るく振る舞う。それが余計に彼女の悲しみを引き立たせた。

「ちゃんと研いだティオーレって本当に強いのね。攻撃してるこっちの手が痛くなっちゃったわ」

　力なく笑うシオンにティオーレが胸を張った。

「あ、あたしだって本気だったし、シオンもナナシキもあたしに本気を出させたんだから、その事は誇っていいわよ」

　身体からだに帯びた光がだんだんと弱まり、ナナシキの身体が透き通るような光の粒子に変換されていく。そんな状態でナナシキはうなずいた。そしてそっとシオンを見つめる。

　シオンに「アインを行かせて欲しい」と、ナナシキはめくばせした。

　ナナシキの思いを受け止めて、ゆっくり呼吸を整えるとシオンがアインに告げる。

「約束通り、好きにしていいわ」

「あ、ああ……そうだったな……」

　そんなつもりがなくとも、結果的に彼女から力を奪ってしまった。シオンが強くなろうとして、努力して苦労を重ねて得た力を水泡に帰した張本人はアインだ。

　そもそも彼女が強くなろうとしたのも、アインがきっかけである。

　シオンは「自分で決めたことだから」と言うが、アインの胸には罪悪感とも責任感ともつかない感情が渦うず巻まいていた。

　ともかくこのままで良いとは思えない。けれど、アインにはどうしていいのか解わからなかった。

　地面に座り込んだままのナナシキにアインは視線を向け直した。彼女は今にも風に吹かれて消え去ろうとしている。

「大丈夫か？　立てるかナナシキ？」

　彼女が消えてしまうことすら知らず、アインは歩み寄るとナナシキに手を差し出した。

「……それはなんですか？」

「手を貸そうと思ったんだが」

「……手を貸してくださるのですね」

「あ、ああ」

「……では、私はアインに手を貸していただきます」

　奇妙な確認を終えてから、ナナシキがアインの手をとった。

　瞬間──アインの手を通じてナナシキに莫ばく大だいな量の干渉力が流れ込み……光が爆はぜた。

　その輝きはアインがティオーレと契約した時と同じ、祝福の光だった。

　みるみるうちにナナシキは希薄になりかけていた実体を取り戻す。

　その光景にシオンが目を丸くさせた。

「ちょ、ちょっと！　まさか……そんなことって……あり得ないわ」

　アインがナナシキの身体からだをつかんだ手で引き上げた。そのままナナシキは立ち上がるとアインの胸に飛び込むようにして抱きつく。

　ナナシキのひんやりとした体温や、思いの外柔らかい感触にアインは焦った。

　消え入りそうな彼女はもうそこにはおらず、彼女は実体を持って存在し続けているのだ。死人が生き返ったようなものだった。そんな奇跡を起こした張本人は、事の重大さに気付かずナナシキに確認した。

「本当に大丈夫かナナシキ？」

「……問題ありません。アインと適合したようで」

「あ、ああ、アインの浮気者おおおおおおおおお！」

　ティオーレが悲鳴を上げた。

　アインがぽかんと半分口を開けて聞く。

「へっ？　う、浮気者って？」












　アインの腕に抱かれてナナシキが呟つぶやく。

「……契約を完了しました。これよりアインが私のマスターです」

　前代未聞の状況にシオンが再び声をひっくり返した。

「一人で二本の魔剣と契約するなんて、あなたいったい何者なの!?」

　魔剣と魔剣士は本来、一いつ対ついのものである。たとえ三国の王といえどこの原則に従っていた。それをアインはあっさり覆してしまったのである。

　アインだけが状況を把握できていない。少女たちの顔をそれぞれ見てから首を傾かしげる。

「俺がナナシキと？　え？　どういうことなんだシオン？　俺はティオと契約したんだよな？　魔剣との契約って一人につき一本なんだろ？」

　シオンが目をまん丸くさせながら、アインの顔を指さした。

「ええそうよ。持てるわけないじゃない！　あなた普通じゃ無いわ。異常よ！」

「そこまでひどい言い方しなくてもいいだろ」

「一人の人間が二本の魔剣と契約するなんて聞いたことないもの！　大事件よ！」

「じゃ、じゃあきっとなにかの間違いだよな。ナナシキ。ちょっと魔剣になってくれ」

「……承知しました」

　ナナシキが光の粒子を経へて、鞘さやに収まった剣の姿に変わりアインの腰こしに装着された。

「契約できてるっぽいんだが……」

　シオンは手を口で覆うようにして呟いた。

「ナナシキは人造魔剣だから、こういう例外、変則的な事が起こったのかもしれない……けど……」

　ティオーレが慌ててアインに抱きついた。アインの身体からだをつかんでゆするようにする。

「装備するのやめて！　あたしが一番でしょ？　二人ともそんなにくっつかないで！　あたし鞘さやがないからそういうのできないの！　ずるい！　ずるいわよ！」

　取り乱すティオーレに驚いてアインはうなずいた。

「わ、わかった。ナナシキは元の姿に戻ってくれ」

『……これが元の姿です』

「言い方が悪かったな。人間の姿になってくれ」

『……承知しました』

　ナナシキはアインの言葉に逐一従った。

　その様子を見て所有権が完全に移行したのだと、シオンは理解する。

　アインの規格外な干渉力の高さが、そうさせたのだと無理にでも納得するしかない。

「どうやら本当に契約したみたいね。これは……困ったことになったわ」

　アインがシオンの言葉にうなずいてみせる。

「そうだよな。困るよな。シオンの魔剣を俺が奪ったみたいなことになって……ごめん」

　シオンはナナシキを見つめる。

「ナナシキは剣けん封ぷう結けつ社しやの所有物で、わたしはそれを借りている身なの。だから、返却の義務があるのよ」

　アインがナナシキに向き直った。

「そ、そうなのかナナシキ？」

「……事実です」

「じゃあ返す。どうすれば返却できるんだ？」

　ティオーレが慌てた口振りでまくし立てる。

「契約破は棄きには魔剣士と魔剣の同意が必要よ！」

　アインがほっと息を吐く。

「じゃあナナシキが同意してくれたらいいんだな？」

「ちょっと待って！　それじゃあ、あたしが困るの！」

「どうしてティオが困るんだよ？」

「魔剣士は一度でも契約破棄をすると、余よ剰じよう干渉力を失って普通の人間になっちゃうから……。アインがナナシキと契約破棄をして、普通の人間になったら……あたしとの契約も破棄されちゃうじゃない！」

　涙目になるティオーレにアインは息を呑のんだ。彼女は怯おびえるように震えている。アインはシオンに視線を送った。シオンはうなずいてから、事情に疎いアインに「昨日の繰り返しになるけど」と付け加えて、説明し直した。

　魔剣士は魔剣を破壊されるか、魔剣と同意して契約破棄することで普通の人間に戻ってしまう。魔剣との契約に必要な干渉力が失われ、再契約は事実上不可能になるのだ。

　説明を終えるとシオンはアインに告げた。

「ともかく、ナナシキは返してもらわないと困るし……だから……い、一緒に行くわ」

「一緒に行動したら危ないだろ。ジュークの狙ねらいは俺なんだし」

　百も承知という顔でシオンは返す。

「仕方ないじゃない。わたしに勝ったらアインの好きにしていいとは言ったけど、ナナシキを持っていかれるなんて思わなかったし！　結社で事情を説明してナナシキを正式にアインの所有物にするなり、なんらかの措そ置ちをとらなくちゃいけないの」

「……お願いしますアイン。シオンを守ってください」

　巻き込まないようシオンたちと別れるつもりでいたのに、これでは本末転倒どころか状況は悪化してしまった。

　シオンの力を奪ったことの埋め合わせになるとは思わないが、アインはうなずく。

「わかった。そうさせてくれ」

　アインの承諾にナナシキは小さく頭を下げた。

「……感謝します」

　ティオーレの膨らんだほっぺたから空気が抜ける。

「アインってばお人ひと好よしなんだから」

「頼むティオ。力を貸してくれ」

　アインはティオーレの手をそっと両手で包むように握った。瞬間、ティオーレの顔が耳まで赤くなる。

　さらにナナシキまでティオーレに詰め寄った。

「……お願いしますティオーレ」

　アインとナナシキの熱い眼まな差ざしにティオーレは降参した。

「わ、わかったわよ！　別にシオンのことは嫌いじゃないし……このあたしが責任をもって守ってあげようじゃない！」

　アインが安あん堵どの表情になって、握った手を離す。

「ありがとうなティオ」

「だ～か～ら～！　ティオーレよ！　ちょっとこのやりとりを楽しんでるでしょ？」

　ティオーレに顔を指さされてアインは「さあな」と笑う。

「もう、しょうがないわね。それじゃあさっそく出発しましょ？　シオンは旅の案内をよろしくね」

　シオンの背中側に回ってティオーレは腰こしの辺りを軽く押す。

　これはティオーレなりの配慮だった。立ち止まってうじうじ考えこむより、足だけでも動かしていれば気分も少しは晴れるかもしれない。

「え、ええ。わかったわ」

　ティオーレにまくし立てられて、シオンは歩き出す。

　なんとなくだが、ティオーレが背中を押してくれたことの意味をシオンも感じていた。

　シオンの足が前に出る。落ちこんでいる暇などないと、喪失感を忘れさせるように。




　しばらく、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯をアインたちは歩いた。

　村から延びるのは街道とは名ばかりの荒れた道で、ほとんど整備されていなかった。

　振り返る度に遠のく村の風車を眺め、もうこれで感かん傷しように浸るのは最後にしようと心に決めつつアインは言う。

「なあ、ナナシキ」

　アインのぴったり真後ろから声が返ってきた。

「……なんでしょうか？」

「言いにくいんだが、俺の背後にくっついて歩くの、やめてくれないか？」

　さきほどから振り向く度に、彼女の視線が痛いほど見つめてくる。

「……では私を装備してください」

　アインの隣でティオーレが声を上げた。

「それは絶対だめ！」

「……では現状のまま背後の警戒をお任せください」

　剣の姿で腰こしに装着されているのがナナシキにとっての「普通」なのだが、ティオーレがそれを嫌がるので、ナナシキは自然とアインの背後にぴたりとくっついて歩くようになっていた。

　先頭を行くシオンが振り返り、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げながらアインに告げる。

「ナナシキってしっかりしてるんだけど、時々なんていうか……融通が利かないところがあるのよ」

「融通が利かないっていうか変なやつだな」

「……私は至って普通です」

　これから半日、街道を行く間中この状態が続きそうだ。

　シオンが歩く速度を緩めてアインの隣についた。

　こうして並んで歩くと、アインはシオンから出会った時の面おも影かげを感じた。シオンの方から切り出す。

「最初はまさかって思ったけど、やっぱりあの時助けてくれたのってアインだったのね」

　急にシオンの目に涙が浮かんだ。

「どうしたんだシオン？」

「ごめんね。やっと気持ちが落ち着いてきて、そうしたら今度はなんだか自分が情けなくなっちゃって」

　アインはズボンのポケットからハンカチを取り出した。そっと差し出すと、シオンは受け取って少しの間目頭を押さえてから続ける。

「自分では強くなったと思ったのに、訓練もしてないアインの方が強くて、ナナシキの所有権まで移っちゃって、もともと少なかった干渉力もなくなって……わたしってダメすぎるわね」

　アインにはかける言葉が思い浮かばない。アインとの出会いがきっかけでがんばって強くなったシオンの自信を、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕いたのはアインだ。

　ティオーレもアインと同様に、なんだか気まずそうな顔をしていた。

　アインの口から謝罪の言葉が漏もれる。

「そんなに自分を追い込むなよ。本当にごめんなシオン」

　アインまで一緒に落ち込んでしまった。シオンは心の中でハッとなる。自分が落ち込めばアインも、その魔剣であるティオーレも責任を感じてしまうのだ。

　このままではいけないと、シオンは潤うるんだ瞳ひとみでアインを見つめた。

「アインにお願いがあるの」

　アインはうなずいた。できることならシオンの願いに応こたえたい。それが素直な感情だ。

　シオンは泣きながら笑顔を取り戻そうとしている。そんな健気けなげさに報いたい。

　少女が願いを口にした。

「今回のことで、アインが責任を感じて自分を責めることはしないでほしいの」

「俺の心配をしてくれるのか？」

　コクリと首を縦に振ってシオンは笑顔になった。

「心配なんて言い方は変だけど……わたしにとってアインが全すべての始まりで終着点だった。それもなにかの運命だったのかもしれない。ほんの少しジュークの足止めをして、アインがティオーレと契約するまでの時間稼ぎをできただけでも良かった……わたしはそう思うようにするから、アインも……それにティオーレも……」

　足を止めアインとシオンは見つめ合う。

　アインが返事をしようとした寸前のところで、たまりかねたティオーレが会話に割り込んできた。

「ナナシキだけじゃなく、シオンまでアインにくっつきすぎよ！　それに、シオンは別にあたしには謝らなくてもいいんだからね！」

　シオンに気づかわれる前にティオーレは先手を打つように言った。

「え、えっと……」

　困惑するシオンに、ティオーレはさらなる実力行使に出る。

　二人の間に強引に割って入り、ティオーレはアインの腕を抱くようにした。

「きゃっ！」

「けど、それはそれとしてアインの隣っていう特等席は譲れないわ！」

　ティオーレと密着状態になり、その小さな胸の膨らみの感触にアインがあたふたし出す。

「おいティオ。無む理り矢や理りシオンをどかすようなことしちゃだめだろ」

　咎とがめられてティオーレのほっぺたがぷくっと膨らんだ。

「だってアインってばすっごくドキドキしてるっぽいし」

「そ、それはその……ドキドキして悪いのか！　しょうがないだろ人間なんだから、緊張や興奮でドキドキくらいするっての」

　ティオーレはじっとアインの顔をのぞき込むと、しゅんとうつむき蚊の鳴くような声で呟つぶやいた。

「やっぱり人間の女の子の方がいいんだ」

　本当に小声すぎてアインは耳を傾け聞き直す。

「ティオ？　もうちょっと大きめの声で言ってくれ」

　今度は逆に最大声量をティオーレはアインの耳元で炸さく裂れつさせた。

「なんでもないわ！　ともかくアインと契約してるあたしが一番、アインとのつながりが強いんだからね！」

　シオンは困ったような顔になる。もしかしたらと、シオンは思った。魔剣であるティオーレにも人間のような嫉しつ妬と心があるのかもしれない。契約しているからこそ、アインを独占したいという欲求は強そうだ。

　なんとかなだめようと、シオンはティオーレの言葉にうなずいた。

「そ、そうよね。魔剣と魔剣士だものね。肌身離さずの関係でいたいわよね」

　アインの背後でナナシキが意見する。

「……私も契約しています。アインとのつながりはティオーレと同等に強いものと考えられます」

　なだめようとしていたシオンの目もく論ろ見みが、ナナシキの余計な一言で水泡に帰した。

　ティオーレが更に興奮してぶんぶんとツーサイドアップの髪を振る。

「先に契約したあたしが一番なんだから！　アインが呼んでくれれば一番にかけつけるし、アインの気持ちだって一番よくわかるし」

　ティオーレの「そうだよね？　あたしが一番だもんね？」と懇願する眼まな差ざしに、アインは心の中で小さく嘆息しつつも、そっと手を差し出しティオーレの頭を撫なでた。

「わかったわかった。良い子だからそんな顔するなって」

　子供扱いなんて火に油を注ぐようなものに見えるのだが、アインに触れられた途端ティオーレの表情がふやあっととろけた。

「あう……うぅ……ともかく、アインが困った時はまずあたしを呼ぶの。絶対だからね」

　髪を触られてティオーレはむずがゆい、なんとも言えない気持ちになってしまった。

　そんなムズムズもじもじするティオーレを見ながら、彼女の「一番」へのこだわりは、なにか根源的な欲求なのかもしれない。と、アインは感じた。

「ああ。わかった。本当に困った時はティオを呼ぶよ」

　納得したのかティオーレは小さく首を縦に振って、ようやく大人しくなった。

　一段落したところでアインが恐る恐る振り返る。

「ところでナナシキ。お前とのつながりもできたってことは、俺の感情もそっちに一方通行だったりするのか？」

「……抜いていただいた場合、身体からだへの負荷やダメージは常に把握し、自動的に回復に力を振り分けることが可能ですが、それは破損の修復にすぎません。私には感情がありませんので、仮にアインの感情が流入したとしても、それを理解し共感することはできないでしょう」

「そ、そうか。ちょっとほっとしたな」

「……なるほど。このような場合アインは安あん堵どを覚えるのですね」

「分析しつつ学習するのかよ！」

　まったく違うタイプの二本……もとい二人の魔剣に振り回されて、アインは先のことが思いやられるのだった。








５‖潮風の街イビサ




　イビサの街は貿易港を有した大都市だった。旧魔ま導どう文明の遺い跡せきを再利用しており、その産物である魔ま導どう器きを利用することで栄えている。

　街の南東にはサイラム帝国の砦とりでがあった。もとはセインクルス王国の領地だったイビサだが、この砦を橋きよう頭とう堡ほとして二十年ほど前に帝国が奪だつ取しゆし、現在は帝国領である。

　街にはいくつもの星をモチーフとした意い匠しようが残されていた。それらは王国の国こつ教きようである十じゆう字じ星せい教きようの残ざん滓しだ。帝国領となってからは十字星教は廃すたれてしまったのだが、その修道院や施設を剣けん封ぷう結けつ社しやは利用していた。

　街を一望できる丘の上に小さな修道院があった。造りはアインの住んでいた村のそれとほとんど同じで、違うところがあるとすれば孤児院が併設されていることくらいだ。

　アインたちが修道院にたどり着いたのは昼過ぎだった。

　建物の門構えを見てアインは思い出す。

　ここは確かに……シオンと初めて出会った場所だ。

　礼拝堂の奥にある離れの建物が孤児院だ……と、アインは記憶の糸をたぐり寄せた。

　一通り敷地内を見て回って、シオンが礼拝堂の前に戻ってくる。

　彼女の表情は狐きつねにつままれたようだった。修道院はもぬけの殻で剣封結社の痕こん跡せきは消されており、シオンの私物まで処分されていたのだという。

　なんらかの理由があって結社の人間は拠点を捨てて逃げてしまったのだろうか？　と、シオンは考えた。であれば、なぜ痕こん跡せきを消したのかが彼女には引っかかる。自然と手がかりを求めてシオンの足は礼拝堂の中へと向かった。

　探索を続けるシオンに続いてアインも礼拝堂に足を踏み入れる。

　人の気配は無い。もしこの場所でなにかあったなら、もう少し荒れていそうなものだが、争ったような形跡はどこにも見受けられなかった。

　礼拝堂の真ん中まで進んで、アインは天井のドーム屋根を見上げつつシオンに聞く。

「先生との合流場所って、ここなんだよな？」

「ええ。もしかしたら帝国軍の襲撃に遭あったのかも……」

「だったらもっとひどいことになってるんじゃないか？」

　シオンがあごを指で挟むようにして考える。確かにそうだ。襲撃に遭ったというよりも、襲撃を避けるために事前に手を打った……そんな印象だとシオンはうなずいた。

「だとすると潜伏場所を変えたみたいね。けど、それならそれで伝言を残してくれてもいいのに」

　なにかあった場合は修道院に暗号化した伝言を残しておく手はずなのだが、そういったサインは見当たらなかった。落ち込むシオンにアインは楽天的に笑って返す。

「じゃあ街を探してみようぜ。まずは上から確認だな」

　アインはシオンの手をとって礼拝堂の外に連れ出した。

　シオンの頬ほおが赤らんだのに気付かず、アインは見晴らしの良い高台まで彼女の手を引いていく。女の子が苦手なはずなのに、ずっと昔に出会っていた事がわかってからは、アインは不思議とシオンのことを過剰に意識せずに済むようになっていた。

　高台の丘の上から街が一望できた。大きな湾を抱いた三日月のような街並みだ。

　ちょうどナナシキがティオーレに、街の施設の説明をしているところだった。

　目に付くものをティオーレが指さして聞く。ひときわ巨大な船が入港していた。

「あれはなに!?」

「……魔ま導どう文明の遺産を改修した大型船舶です。この近隣で穫とれる良質な穀物や鉱石などを帝都へと輸送し、帝都に集まっている他の地方の物資をこの街へと輸送します。また観光客も運んでいるようです」

　ナナシキ曰いわく、イビサは帝国が王国から奪だつ取しゆした街として有名で、風ふう光こう明めい媚びなことから、帝国の貴族やお金持ちが訪れる観光都市という一面を持つようになったのだとか。

　ティオーレは「ふーん」と、生返事をしながら視線はすでに別の方向を向いていた。

「じゃあじゃあ、街の真ん中らへんにあるお城みたいな建物は？」

「……領主の館やかたでしたが現在は帝国軍の駐ちゆう屯とん地ちとなっています。不用意に近づかない方が賢明と考えます」

　高台まで上がってきたアインが二人の背中に声をかけた。

「俺にも教えてくれよ」

　ティオーレが振り返るなりムッとした顔になる。

「なんでシオンの手を握ってるの？」

「あ、わ、悪い」

　慌ててアインは手を離した。ティオーレに指摘された途端に、シオンが女の子なのだという意識が戻って来る。過剰ではなく普通に意識してしまった。

　一方シオンはと言えば赤くなった顔を隠すように、少しぎこちない素振りで手をひらひらと振りながらアインに返した。

「う、ううん。気にしないで」

　親密さが増した二人のやりとりにティオーレがほっぺたを膨らませた。

「これだから人間ってずるいのよ」

　アインが首を傾かしげる。

「なにがずるいって？」

「なんでもないわ。それより、サードアイって人は見つかったの？」

　軽く腕組みをするとアインは首を左右に振った。

「修道院はもぬけの殻で、先生はいないみたいなんだ。で、これから街を探そうと思う」

　ナナシキがそっと口を開いた。

「……本気ですかアイン？」

「ここでじーっと待ってても仕方ないだろ？」

　なにか言いたげに見えたナナシキだが、服従するように口を閉ざしてうなずいた。

「それにこれは俺の当てずっぽうなんだが、もしかしたら、もうすぐこの修道院に帝国軍の襲撃があるんじゃないか？」

　拠点を綺き麗れいに片付けて追跡をさせない。合流するかもしれないシオンにまで目印を残さないとなると、剣けん封ぷう結けつ社しや……というかサードアイは追い詰められているのかもしれない。

　そう、アインは考えた。

　シオンが同調するようにうなずく。彼女も修道院の状況から同じ結論に至ったらしい。

「とりあえず街に潜伏して様子をみながら情報収集しましょう」

　ティオーレの瞳ひとみがキラリと星のように輝いた。

「街に遊びに行けるの!?」

　すかさずアインが訂正する。

「遊びに行くわけじゃないぞ。先生を探しに行くんだ。先生に会えればティオのこともわかるかもしれないしな」

　ぽんぽんっとアインがティオーレの頭を軽く撫なでる。すると彼女は「うきゅぅ」と鳴くように呟つぶやいて首を縦に振った。いつも上からの物言いなのに、頭を撫でられると大人しくなるあたり、ティオーレはわりと素直なんじゃないかとアインは思うのだった。




　四人は丘の上の修道院から街へと下りた。

　目的はサードアイの足取りをつかむことだ。先導したのはシオンだった。

　サードアイの行きそうな古物商や、書物を扱う店。薬草やハーブ店などを巡り、サードアイが来ていないか聞いて回ったのだが、動向はまったくつかめなかった。

　アインとティオーレは整然とした街並みと、人の往来の多さにきょろきょろと落ち着きがない。気になるものがあれば見に行ってしまう。

　すっかりシオンが子供二人をお守りするような格好だ。

　街の目抜き通りに並ぶ商店の中に衣料品店があった。

　ティオーレが吸い寄せられるように足を止める。

「へぇ。服ってこんなに種類があるのね」

　隣でアインがため息混じりに言った。

「ここって女の人向けの服の店だよな。さすがに先生はこういう店は利用してないと思うんだけど……なあシオン？　あれ？」

　シオンの姿が消えてアインは周囲をきょろきょろと見渡した。

　店の奥から黄色い声が上がる。

「やだ！　これすっごくかわいい！」

　シオンだった。街に入ってから保護者役を務めていた彼女も、淡い黄色の素敵なワンピースの誘惑には勝てなかったらしい。自分の肩に合わせつつアインに聞いてしまう。

「どうアイン？」

　シオンが任務も忘れて無邪気な笑顔になったのに気付いて、アインはうなずいた。

「色も明るくていいんじゃないか？」

　同世代の女の子を褒めた経験など皆無だが、アインは手伝っていた牧場の女牧場主に日頃から「女が似合ってると聞いたら褒めるのが礼儀ってもんさ」と聞かされていた。

　それが役に立ったと言ってしまうのはどうかと思うのだが、落ち込み気味だったシオンが明るくなったのでアインはほっとする。

「……奥にはこのようなものがありました」

　安あん堵どしたアインのそばで、ナナシキがヒモのような薄布を手にして並び立つ。

「なんだこれ？」

「……おそらく下着の一種かと思われます」

「下着って……紐ひもじゃないか」

「……検証します」

　言い残すとナナシキはきびすを返して店の奥へと引っ込んでしまった。

　アインは黄色いワンピースの値札と真剣に相談し始めたシオンに一声かける。

「なあシオン！　ここでの情報収集は別にいいんじゃないか？」

　ちょっと嫌な予感がしてきたので、アインは早めに退散したい気持ちだった。

「え、えっと……そ、そうよね。今は服なんて買ってる場合じゃないのに。確かに良い色だけど、わたしに似合うかというと別問題だし」

　しゅんとしながら自重と自制を重ね着して、シオンは肩を落としつつワンピースを棚に戻した。

「そんなことはないと思うぞ。シオンにぴったりなんじゃないか？」

　スカートの丈もちょうど良さそうだとアインは思って呟つぶやいた。

　ぴったりという表現をサイズ的な意味以上に受け止めてシオンが声を震えさせる。

「え、ええ!?　そ、そっかな……似合う……かな」

　表情をゆるゆるにさせるシオンのそばで、ティオーレが困ったような顔をしていた。彼女は広さの割に品しな揃ぞろえが良すぎる店内で、服の種類の多さに困惑しているようだった。

「本当に服ってめんどくさいわ。やっぱり着ない方がいいかも……」

　みるみるうちにティオーレの身体からだが光に包まれた。

　最初にしていた嫌な予感とは別の、あまりにも唐突な危険信号にアインが声を上げる。

「やめろティオ！　脱ぐな！」

　光を身に纏まとった状態でティオーレがため息を吐ついた。

「えー。もう半分脱げてるわよ」

「ならもう一度、その半分を着直してくれ」

「中途半端は良くないわ！　初志は貫かん徹てつするべきね」

　ティオーレの身体から光が飛び散り空気に溶けて消えた。

　アインは片手で顔を押さえるようにしてうつむくと店の外に出た。

　口には出さないが少しだけ「村に帰りたい」と思ってしまう。店の中ではティオーレの全裸に気付いたシオンの説得がすぐに始まった。

　他に客がいなかったのが不幸中の幸いというべきか。

　シオンが慌ててティオーレにシンプルなブラとパンツを奨すすめる。

「ね、ねぇティオーレ。これなんてとてもかわいいし似合うと思うわ」

　下着の装着に嫌けん悪お感を持っているティオーレに、シオンはそっと耳打ちした。

「あのねティオーレ。下着は……は、穿はいていないと脱がせることができないの」

　ティオーレは「当然じゃない。それがどうかしたの？」とシオンに真顔で答える。

　考えるとシオンは耳打ちを続けた。かなり恥ずかしい発言なのだが、他にティオーレを説得する方法が思い浮かばなかった。

「これは一般論なんだけど、男の人は女の子の下着を脱がせると興奮するの。つまり……いちころよ！」

「い、いちころ!?」

　ティオーレが声を上げる。どうやら「いちころ」というフレーズが気に入ったらしい。

　だが、すぐにティオーレの無邪気なわくわく顔が曇くもった。

「け、けど、パンツを穿くと……調子でないし」

　シオンはもう一度耳打ちする。

「ティオーレくらいすごい魔剣なら、少し調子が出ないくらいのハンデを相手にあげてもいいんじゃないかしら？」

　シオンはティオーレに下着を手渡した。

「じゃ、じゃあちょっとだけ。試してみて窮きゆう屈くつならいらないわ」

　シンプルな見た目だが、絹のような肌触りの良さにティオーレがうっとりする。

「い、いいじゃない。たかがパンツと侮あなどっていたわ」

　満を持してティオーレはパンツを試着した。優しく包み込まれるパンツの包容力にティオーレは「ふぅん」と、鼻から息を抜くように吐き出す。

　アインを追ってティオーレは外に出た。堂々と胸を張りウインクする。パンツ一つで。

「アイン！　どう似合う？」

「そんな格好で店の外に出てくるな！」

　逃げれば確実に追ってくるであろうティオーレにアインは妥だ協きよう点を探った。

　店の中に入る。それが今のアインが取るべき最善策だ。

「先生を探しててなんでこうなるんだ」

　ティオーレがパンツとセットのブラもつけてアインに告げる。

「気に入ったわ。ほら、ちゃんと見てアイン。パンツ穿はいてる方がいいんでしょ？」

「あ、ああ。その方がいいな」

「脱がせたいんでしょ？」

　アインの視線がシオンをちらりと見る。シオンは顔を赤くしながら視線を背けた。

　ティオーレが下着姿ではしゃぎ出す。

「これ買って！」

　それでこの状態を脱することができるなら、安い（？）買い物かもしれない。とはいえ女性の着る服である。値段の相場もわからずアインは恐る恐る店の女店主に確認した。

「うっ……ええと、上下セットでおいくらですか？」

　店主の提示した額は、アインの所持金の四分の一だった。今後のことを考えると、購入できる額ではないのだが、ティオーレが目をキラキラさせてアインに言う。

「買ってくれなきゃ、これからずっとパンツなんて穿かないんだから！」

「ください！　買わせてください！」

　涙目になるアインの背後からナナシキが声をかける。

「……こちらも装着しました」

　アインが振り返ると、そこには紐ひもパン姿のナナシキが立っていた。

　上下ともに、必要最低限の布地しかなくほとんど裸同然だ。

　念のため、万が一にも無いとは思いつつ……むしろ願いつつアインが確認する。

「もしかして、ナナシキもそれ……気に入ったのか？」

「……感情を持たない私には、好みというものがわかりません」

　じっとアインを見つめたままナナシキは動かない。微動だにしない。脱いだり着替える気配がない。感情は無いと言いながら、自己主張は激しいじゃないかと、アインは心の中で独りごちた。

「わかった。一緒に買うから」

「……ありがとうございます」

　ゆっくりおじぎをすると、ナナシキの胸が薄布からこぼれ落ちそうになる。

「欠陥商品だろ」

　アインが顔を真横に背けると、シオンまで下着コーナーを物色し始めていた。

「べ、別に買って欲しいとかいわないから」

「シオン。頼むからお前だけは裸族側にならんでくれ」

　こうしてアインは二人分の下着を購入したのだった。

　所持金の半分近くが消し飛んだのだが、ようやく店を出てアインは安あん堵どする。

　安堵しつつもやはり安い買い物ではなかったと後悔の念が先に立つ。だが、後悔は忘れることにして、買った以上は言う権利があるとアインは魔剣少女の二人に釘くぎを刺した。

「これからは二人とも不用意に脱がないように」

　ナナシキが恭うやうやしく一礼した。

「……先ほどは試着の必要があったために脱いだだけですが、ご命令とあらば」

　それじゃあ脱げと命じれば脱ぐのかと、アインはあきれそうになる……のだが、ナナシキの表情がかすかにうれしそうに見えて、野や暮ぼなことは言わないことにした。

「せっかく買ったんだから大切に着てくれよ」

　ナナシキは無言でうなずき、合わせてティオーレが両手を万歳させる。

「アインがプレゼントしてくれたんだもの。宝物にして肌身離さず持ってるわ」

「持つんじゃなくて着てくれ」

「わ、わかってるわよ！」

　もじもじとしつつも喜びを素直に表すティオーレに、アインは安堵する。

　不意にシオンの口からため息と一緒に言葉が漏もれた。

「いいなぁ……」

「なにか言ったかシオン？」

　慌ててシオンは首をブンブンと左右に振った。

「な、なんにも言ってないわよ。それじゃあ息抜きはこれくらいにして、今度は別の場所を探してみましょう？」

　市場や商店通りでの情報収集を切り上げて、四人はシオンの提案で情報や噂うわさの集まる酒場に向かうことにした。




　アインたちは港に近い酒場で、軽めの食事をとりつつ休憩することにした。

　無駄な出費ではないかと懸け念ねんするナナシキを説得して、アインは四人で食べることにこだわった。テーブルに着いた四人の内の二人しか食べていないというのは、少し奇妙で人目についてしまうかもしれない。目立つ行動は控えたいというのも理由のうちだが……。

　なによりティオーレが食べることに興味と意欲を持っていた。

　アインはとりあえず緑の豆を茹ゆでたものとマッシュポテトを頼んだ。

　おすすめとされているメニューは港町だけあって魚介類が豊富である。

　芋と豆だけでは寂しいので、追加で魚介類の旨うまみたっぷりなスープも頼んだ。

　海から離れた村暮らしのアインには、かすかに潮の香がするスープの味わいは新鮮なものだ。ただ、魔剣の二人は潮の香が苦手らしく、あまり食が進まない。

　そんな中、ティオーレのお気に入りに躍り出た逸品があった。

　薄くのばした小麦粉の生地にトマトソースとチーズをちりばめ、イカやエビをトッピングしてオーブンで焼いたピザをティオーレはえらく気に入った。

「もちもちー！　のびーる！　熱々のチーズの濃厚な美お味いしさにさっぱりとした血みたいな色のソースが良い感じ。この輪切りになってるのはなに？」

　アインが笑顔で応こたえる。

「それはイカだな。で、この赤いやつがエビだ。あとソースは血じゃなくてトマトだぞ」

「へー。トマトも好きかも。イカはしこしこって歯ごたえが楽しいし、エビのぷりっとした食感とほのかな身の甘みが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって口の中でハーモニーを奏でるわね」

　なんとも饒じよう舌ぜつなティオーレだが、美味しそうに食べている女の子を見ているとアインは不思議と癒やされた。

　ナナシキがピザを一切れ手にとって口に運ぶ。

「……なるほど」

　ティオーレと違ってナナシキの食事は静かなものだった。食事中に騒ぐのは行儀が悪いと思うアインだが、あまりに静かすぎるので、ピザがナナシキの口に合ったかと心配になる。

「納得したってことは気に入ったのか？」

「……ティオーレの表現は的確と同意します。美味しいという感覚には個人差があると考えられるため、私の主観的な感想は差し控えさせていただきます」

　シオンが心配そうに聞く。

「もしかして美味しく無かった？」

「……トマトソースはあまり……」

　ナナシキの手からティオーレが食べかけのピザを取り上げた。

「ここはピザが得意なあたしに任せて！　こっちの塩ゆでした緑色の悪魔の粒はあなたに任せるわ！」

「……承知しました」

　ナナシキは黙々と茹でた豆を食べる。シオンがもう一度聞いた。

「豆ばっかりで大変じゃない？」

「……このやや厚ぼったい皮の中に隠された柔らかい食感と、独特な香りに私は肯定的です。シオンが苦手なようでしたら、そちらの豆も私が担当します」

「じゃ、じゃあお願いしよっかな」

　アインが小さく息を吐つく。

「おいおいみんなして好き嫌いはだめだろ」

　ティオーレはアインにウインクしてみせる。

「適材適所よ。はい！　アインとシオンはあたしとナナシキの分までスープを楽しんでちょうだい。もちろんピザは任せて！」

　気付けばナナシキがアインの分の豆まで注視している。アインは豆の入った小皿を無口な魔剣少女に差し出して諦あきらめるのだった。




　食事を終えて一段落したところで、アインは周囲の客たちの会話に耳を傾けた。

　船員風の二人組がカウンター席で酒に酔っている。酒が胃に入ったせいで陽気な感じだ。精せい悍かんな船乗りは他の客よりも声が大きく良く通るため、自然と会話が耳に付いた。

「新しくやってきた帝国軍の魔剣士様の噂うわさは聞いたか？」

「ああ、なんでも残忍で凶暴なんだってな。裏切りの魔剣士なんて呼び名もあるとか」

「しーっ！　その呼び名は禁句だぜ。口にした人間は消されるって話だ」

「それで、そのおっかない魔剣士様がどうしたって？」

「どんな魔剣の使い手か気にならねぇってのかい？」

「俺たちは船員だ。気になるのは海の天気と積荷のことくらいさ」

「まあ聞けって。俺がこの街の情報屋から仕入れた情報によるとな……その魔剣……刃やいばが目には見えないらしいんだ。しかも恐ろしく長いって噂だぜ」

「そいつはおっかないな」

「お前ぜんっぜん怖がってねぇだろ」

　それから二人の会話は航路や女の事やとりとめも無いものへと変わっていった。

　噂話の内容にアインが小声で呟つぶやく。

「どうやらジュークのことみたいだな」

　シオンがうなずいた。

　サードアイの行方に関する噂話が聞ければ一番だったのだが、アインたちが得たのは敵の情報だ。

　アインが自分の手のひらを開いてじっと見つめる。戦いの記憶が甦よみがえった。

「そういえば遠く離れていてもジュークの剣は届いたもんな」

　見えない刃というのは戦った自分の身体からだが良く知っている。しかもその魔剣は長い。目に見えず形状が不明なせいで、間合いの取りようがないとアインは感じた。

　ゆっくりと拳こぶしを握る。リーチが長いのであれば、一度相手の懐に入ることさえできればジュークに対して勝機もあるだろう。ただ、ジュークの初撃への対応を間違えば、最悪、アインの方が致命傷を受けかねない。

　一人抱え込むように深刻な顔つきになったアインに、ナナシキが首を傾かしげて見せた。

「……魔剣に関する機密が、こうも簡単に一般人にまで広まるものでしょうか？」

　シオンが眉み間けんに小さなしわを刻んだ。

「可能性としては、まったく無いとも言えないけど……たしかに能力を知られることは魔剣士にとってマイナスよね」

　だがそれも仕方の無いことだとシオンは付け加えた。強い魔剣士は勇名をはせる。勇名が世に響けば有名になり、その力の正体も隠しきれなくなるものだ。

　問題はその響き渡った名声をどう利用するかだと、シオンはアインに告げた。

「一番良いのは戦わないこと。無抵抗という意味でも戦いから逃げるという意味でもなくて、こいつには勝てないという雰囲気を世の中に醸成することなの。たとえば帝国の皇帝と一騎打ちなんて誰もしたがらないでしょ？　それこそ他の二国の王でも無い限りね」

　アインの顔から少しだけ緊張がほぐれた。

「つまりハッタリってことか？」

「実力を伴ったハッタリなら最高ね」

　ふとアインの視線がナナシキに向いた。なんにせよ、まずは自分の実力を把握しなければとアインは思い立ったのだ。

「ところで、ナナシキはどんな力を持ってるんだ？」

「……耐久性試験用でしたので、折れにくいという特性をもっています」

　シオンがうつむいた。

「そんな折れにくいナナシキを真っ二つにされた、わたしって……」

　慌ててアインは取りつくろった。

「ほ、他には!?　なにかないのか？」

「……それ以外の力といえば剣としての純粋な能力でしょうか。形状もいたってスタンダードなものなので、扱いやすいかと」

　自分のことではないのにティオーレが会話に飛び込んできて、ナナシキについてざっくりとまとめた。

「つまり特殊能力は無いけど超硬い剣ってことね？」

「……その評価に間違いありません」

　アインがティオーレに向き直る。

「そういうティオの力もいまいちよくわからないんだが……」

　おはちが回ってくるとは思っていなかったようで、ティオーレの口がぱくぱくと動く。

「あたしはその……て、天才だから無限の可能性を秘めてるとしか言えないわ。そんなあたしの能力を生かすも殺すもアイン次第ね」

「つまり自分でもよくわからないんだな」

　アインに再度確認されてティオーレは虚勢と一緒に胸を張った。

「そ、そうとも言うわね。けど安心してちょうだい。きっとそのうち思い出すわよ」

　ウインクをしてみせるティオーレにアインは心の中で小さくため息を吐つく。

　それからしばらく、酒場に出入りする客たちの会話を聞きながら、時にはアインから客に声をかけてサードアイのことを聞いたりもしてみたのだが、酒盛りに参加させられそうになったり「兄ちゃん良い身体からだしてんな？」と、服を脱がされそうになったり、あまつさえ「船はいいぞ。船乗りにならんか？」と誘われてしまったりと、アインの受難が続くばかりで結局サードアイに関する有力な情報は得られなかった。




　陽ひが傾いて西日に街が赤く照らされる。

　酒場が混こみ始めた頃合いでアインたちは店を後にした。人が集まれば情報も集まるのだが、深く酒の入った海の男たちから話を聞き出すのは至難の業だと、今し方アイン自身が体験したばかりである。

　店を出たところでシオンが街の目抜き通りを前にして足を止めた。

「今夜の宿を探さないといけないわね。さすがに野宿というわけにはいかないし」

「俺は構わないぞ」

　と、言ってからアインは少し配慮が足りなかったと反省した。三人も女の子がいて、さすがに宿無しというのはまずい。すぐに言い直す。

「ごめん。女の子を野宿させるのはいけないよな」

　シオンが首を左右に振った。

「そうじゃなくて、魔剣士なんだからお風呂付きの宿じゃないといけないってことよ」

「今日はまともに敵と戦ってないし研ぐ必要はないんじゃないか？」

　きょとんとするアインにシオンが肩を上下させた。

「詳しい説明は宿に着いてからにしましょ。とりあえず当てはあるから来てちょうだい」

　意気揚々とシオンは一行の先頭を歩き出す。

　歩く。歩く。歩く。その歩みは止まらなかった。歩けど探せど、彼女の当てにしていた宿はどこも満室だったのだ。大型船が入港した影響で街は賑にぎわい、どこにも空室が見つからない。

　気付けばすっかり早足になっていた。シオンは足取りよりもさらに早いテンポの口振りでアインたちに宣言する。

「大丈夫よ。イビサは大きな街なんだから、泊まるところくらいいくらでもあるわ」

　あまりにシオンに余裕がないため、ついアインは元も子もない質問をしてしまった。

「あくまで様子を見つつだけど、丘の上の修道院に戻ってもいいんじゃないか？」

　自分で襲撃を予期した手前アインとしても言いにくいのだが、こうも宿が見つからないとなると、ついこんな意見も出てしまう。

　シオンが足を止めて振り返ると、少しだけ目尻を上げて口を尖とがらせた。

「修道院に行くならせめて帝国の襲撃後ね。それまでは旅行者の振りをして街に溶け込んでいる方が安全よ」

　アインの提案を却下しつつシオンは宿探しを続けた。修道院を使うことはシオンの脳裏にも確かにあったのだが、やはりそれはまずいという結論に至るのである。せめて修道院が襲撃に遭あった後なら、あえてそれを利用するという大胆な手も打てたかもしれない。

　これは最悪、野宿も覚悟しなければならなそうだ。そうなると少し困った事になると思いながら、それでも諦あきらめずにシオンは宿屋を探し、粘り強く交渉を続けた。

　結果、彼女のがんばりによって、八軒目の宿でようやく一室だけ部屋を押さえることに成功したのだった。




　四人が通されたのは簡素な部屋だった。クローゼットは備え付けで、家具らしい家具は大きなベッドが一つと、二人で座るのにちょうどいいサイズのソファーに小さなテーブルくらいだ。

　四人で使うには狭いのだが、これ以上宿探しをしていると明日の朝になってしまう。なによりシャワールームがあるため、これを逃す手はないとシオンがアインを説得した。

　アインとしては狭い部屋に女の子三人と一緒という緊迫した状況なのだが、シオンの説得に折れた格好だ。背に腹は代えられない。

　部屋に入るなりティオーレがふかふかのベッドに飛び込んだ。

「部屋は狭いけどベッドは立派ね！　窓の外の眺めも良いかも」

　部屋は四階建ての建物の最上階である。テラスから外に出てナナシキが周囲を見渡し確認した。

「……襲撃に遭った場合、退路は屋根沿いにして隣の建物へ跳びましょう」

　アインは「跳ぶって……」と唖あ然ぜんとなった。が、すぐにそれができてしまうことに気付く。ティオーレであれナナシキであれ魔剣を抜いた状態の身体能力なら、それくらいは可能だった。ただ問題もある。

「俺はいいけどシオンが無理だろ」

「……そこはアインがシオンをおぶる、抱えるなどして対応してください」

　ベッドでごろごろしていたティオーレが跳ね起きた。

「それってお姫様抱っこね!?　楽しそう！　あたしもしてほしい！」

　うきうきするティオーレにアインは確認するように聞いた。

「それじゃあ俺がナナシキを装備して、シオンを背負いつつティオーレを抱っこすればいいのか？」

　ティオーレが目を丸くさせる。

「や、やだやだ！　ピンチならなおさらあたしを装備してくれなきゃだめよ！」

　お姫様抱っこという単語に反応してシオンが頬ほおを赤らめた。

「ともかくお姫様抱っこじゃなくてもいいから、もしもの時は頼むわねアイン」

「任せてくれ」

　そのままシオンはもじもじと膝ひざをすりあわせてアインを見つめ続ける。アインが不思議そうに首を傾かしげるとシオンは前言に訂正を加えた。

「あ、あの……やっぱりお姫様抱っこでもいいから」

　いいのかよ。と、アインは心の中で独りごつ。とはいえ、素直なシオンを歓迎する気持ちもあるのだが、それ以上に意外なことがあった。

　アインを落ちこませないよう、シオンは気丈に振る舞っているのかもしれないのだが、事故とはいえナナシキをアインに奪われてしまったわりに彼女は元気そうにしている。

　アインの口から安あん堵どの声が漏もれた。

「その……もっと落ち込んでるんじゃないかって心配してたんだけど、シオンが俺に頼ってくれて少し安心した」

「え？　そ、そう？」

「シオンは自立してて責任感も強そうだから、俺に頼るのは嫌なんじゃないかって少し気になってたんだ」

　アインの正直な告白にシオンは困ったような顔になる。強がりでないと言えばそれは嘘うそなのだ。ただ、アインに心配もかけたくない。

「状況が状況なんだから仕方ないじゃない。サードアイと合流できれば、きっと好転すると思うの。わたしはもう魔剣士じゃないけど、他の方法でなら……アインの力になれるかもしれないし」

「そうだな。街に来てからはシオンの案内だけが頼りだ」

「ありがとう。それくらいしかできないのはもどかしいけど……この先もあなたの足を引っ張るようなことにはならないよう、善処するから」

　シオンの真剣な眼まな差ざしにアインは深くうなずいた。それからゆっくり顔をあげる。

「こっちこそありがとうシオン。だけど足を引っ張るとかそういう言い方は無しにしないか。足りない部分は補い合おう。俺も全力でシオンを守るから」

　見つめ合う二人の間にティオーレが割って入った。

「アインはあたしが守ってあげるから、そのアインに守られるシオンも大船にのったつもりでいていいわよ！」

「あ、ああ。よろしく頼む。ティオ」

「またその呼び方して……失礼しちゃうわね」

　ナナシキがテラスの窓をしめてアインに告げた。

「……では、本日もメンテナンスをお願いします」

「メンテナンスっていうとやっぱり……」

　シオンが風呂付き──最低でもシャワー完備の部屋にこだわったのだから、アインもそうなることはうすうすわかっていた。

「……研いでください」

「どうしてもやらないといけないのか？」

　助けを求めるようにアインはシオンに視線を向けた。シオンはゆっくりとうなずくばかりだ。ナナシキがシオンの分まで言葉にした。

「……戦闘を行っていなくても、魔剣の切れ味は常に落ち続けます。長く放置されれば刀身が錆さびてしまうでしょう。備えはできる時にしておくべきかと」

　アインはティオーレの刀身を思い出した。誰にも研がれずに時間が経たつと、ああなってしまうのだ。

　ティオーレの服が光に分解される。が、今回は今までと状況が違っていた。

「もうあんなに錆びるのは嫌よ！　だからアイン早く研いで！」

　彼女は下着姿でアインの目の前に仁王立ちする。当然と言えばそうなのだが、わざわざ購入して装着した下着は光とともに消えることは無かった。

　魔剣になった時はどうなるのだろう。と、アインはふと思ったのだが、その時はその時だ。最悪、柄つかに下着が装着されているかもしれない……くらいの考えに止とどめた。

　ともあれ全裸こそかろうじて卒業したものの、淑しゆく女じよにほど遠いティオーレの奔ほん放ぽうさは下着を着けた程度では変わらないらしい。

「……衣類の装備を解除します」

　ティオーレに続けてナナシキも下着姿になった。紐ひもと小さな布地を組み合わせただけで、こちらはほとんど裸と言って差さし支つかえない。

　アインが狭い部屋の壁に顔を向けながら悲鳴を上げた。

「わかったからもう少し隠すとかしてくれ!!」

　シオンがアインの肩にそっと手をかけて、うつむき気味に告げた。

「恥ずかしいでしょうし慣れないとは思うけど、二人ともアインの魔剣なんだから、きちんと研いであげてちょうだい」

　アインはうなだれるようにうなずいた。

「ああ……俺の命がかかってるんだもんな」

　狙ねらわれているのはアインなのだ。魔剣士としての経験でジュークに圧倒的に劣っているのであれば、せめて魔剣の状態だけでも万全に整えておくべきである。

　アインはシオンに石せつ鹸けんを借りると、ナナシキとティオーレを浴室につれていった。

　小柄なティオーレがナナシキに上から目線で命令する。

「今日はあたしが先ね！　ちゃんと順番よ？」

「……承知しました」

　というわけで、魔剣同士の短い話し合いの結果ティオーレから先に研ぐことが決定した。

　これも自分とシオンを守るため。

　そう自身を納得させたアインの目の前で、ティオーレはブラを脱ぎパンツをぺろんと下ろすとシャワーの前に陣取った。

　アインはできるだけ視線を上げ気味にしながら準備する。

　浴室は狭くバスタブも置かれていないシャワー専用のものだ。備え付けの魔ま導どう器きにガタが来ているのか、水流の勢いもイマイチでお湯も温ぬるめだった。その手触りと温度を確認したところで、アインは意を決する。

「じゃあ始めるぞ。背中を向けてくれ」

　ティオーレは不服そうに「えー！　目と目を見ながらしてみたいのに」と呟つぶやいた。が、それだとアインとしては洗いづらい。

　その旨を伝えてなんとか説得し、ようやくティオーレはアインの指示に従ってくれた。

　アインの目の前に小さな背中がある。ほっそりとした肩けん胛こう骨こつやなだらかな腰こしのラインが、まだ青いつぼみのようなお尻にまで繋つながっていた。きめ細かく磨き上げられたようななめらかな肌に、触れてみたいとアインは思ってハッと我に返る。

　こうして身体からだを前にしてみると、彼女が魔剣だということを忘れてしまいそうだ。

　女の子だとするなら先日のシオンの研ぎ方が良かったのかも、疑問である。

　ほんの少しの間だが、ティオーレと接していて彼女が生きている一人の人間だという認識に改めて至った。食事を楽しんだりアインからのプレゼントを喜んだり。

　好奇心旺おう盛せいな女の子で自信家で生意気で……ティオーレはかわいい女の子だ。

　研ぐ、という言い方に自分は誤解していたのかもしれない。

　手が止まったアインに、背を向けたままティオーレが告げた。

「アイン……あのね、あの……耳の裏とかはゆっくりやってくれてもいいんだからね」

「ええと、こうか？」

　アインの手にほんのりと優しく温あたたかい色の光が宿った。

　石せつ鹸けんを泡だててティオーレの耳の後ろ側を優しく揉もむように刺激する。

「ふぁああああ……」

　ティオーレの口から甘い吐と息いきが漏もれた。前回と反応が違う。アインは手て応ごたえを感じた。

「ティオはここが気持ちいいんだな」

「てぃ、ティオーレってちゃんと呼ばないと、ゆ、ゆるさ……ふやぁあ」

　甘えるようなとろけた声にアインはドキッとさせられた。だが、ここでやめてしまってはつかみかけていた手応えが逃げてしまいそうだ。

　続けてアインの指がゆっくりと頭頂部に向けて進軍を始める。指の腹で優しく押し出すようなマッサージに、ティオーレの口が開きっぱなしになった。

「ら、らめ……」

　アインの指先が軽くシェイクするように揺れ始めた。ティオーレのお腹なかから声が出る。

「あっ……あっ……ああっ！　早すぎ！　ゆっくり！　もっとゆっくり！」

「お、おう。ごめんな。ちょっと強くしすぎたか？」

「う、ううん。そんなことないし。むしろ、ぜ、ぜんぜんよゆ、余裕だし」

　切羽詰まった声で言われても説得力が無いとアインは心の中で独りごつ。

「きょ、今日は引き分けってことにしてあげるから！」

　きちんと毛先の方まで洗えていないうちに、ティオーレは一方的な勝利宣言……というか引き分けなのだが、それをすると自分でシャワーのノブをひねって髪を流しだした。

「あっ！　急にシャワー出すなよ。シャツが濡ぬれちまったぞ」

　ティオーレの玉のような肌が水しぶきを弾はじいて、アインの服を濡らす。

　やれやれと思いつつ、濡れた自分の服は後回しにしてアインはティオーレが髪を流すのを手伝った。

　アインはティオーレの髪の指通りがほどけるような感触になったのを実感した。少しばかり鈍く濁にごったような銀髪だったのが、艶つやを増してまるで絹糸のようななめらかで艶あでやかな光沢に変へん貌ぼうする。

　出会った時の、あの赤く濁った錆さびた髪とはまったくの別物だ。

　髪を流し終えてティオーレがアインに向き直る。

　すぐさまアインはそっぽを向いた。もう何度目かもしれないが、やはり正面から彼女の裸体をまじまじと見るのには抵抗がある。

　美しいからこそ余計に、アインは彼女を視線で汚すような気がして見られなかった。

　顔を背け視線をそらすアインにティオーレは冷たい口振りで告げる。

「我は破壊と殺さつ戮りくの魔剣ティオーレ」

　アインは淡々とした口調で返した。

「それはすごく恐ろしいな」

　途端にティオーレの声のトーンが高くなる。

「ちょっとはビビリなさいよ！」

「同じネタを使い回してるうちは無理だ」

　言いながらアインは濡れたシャツを脱いだ。

「ちょ、ちょっとなんで脱ぐの！　そんなのであたしに対抗してるつもり？」

「したくてしてるんじゃないって。お前が急にシャワーのノブを開いたからだろ。どこかにかけて干しておかないとな」

　シャツの下から覗のぞかせたアインの身体からだは見事に鍛きたえ上げられていた。服の上からではわかりにくかったのだが、胸板もほどほどに厚く腹筋がきっちり六つに割れている。

「というか、自分の裸を見せておいて俺が脱ぐと批判するのは不公平だ」

「別に脱ぐなとは言ってないわよ。ただ、ちょっと……い、良い身体してるなって思って」

　自分の身体が異性から見て魅力的かどうかなど、アインは考えたこともなかった。ただ、戦闘能力に寄き与よするのであれば、戦える肉体というのは魔剣少女にとって歓迎すべきものなのかもしれない。

「先生に格闘術を仕込まれたからな。鍛えてないと身体がもたなかったんだ」

　アインが魔剣士になり、他の魔剣士に命を狙ねらわれるという状況をサードアイは予期していたのだろうか。なら、最初から剣術を教えてくれても良かったとアインは思った。

　ティオーレも同じ事に気付いたらしい。小さなリスのような仕草で首を傾かしげる。

「教わるなら剣術にしとけばよかったのに」

「先生だってそうしたかったかもしれないけど、剣を持ってる所なんて見たこともないし、きっと剣術はできなかったんだろうな」

　サードアイの知識は幅広い。魔剣に関する知識も持っていて、研究から人造魔剣なんてものまで造り上げた。だからといってサードアイに剣術の指南まで求めるのは酷な話だ。

　サードアイはできる範囲内でアインに生き残る術すべを残してくれたのかもしれない。そう考えると子供の頃からの、日常に組み込まれた不条理とも言える格闘術の訓練はサードアイなりの愛情だったのだと、アインは思った。思うことにした。

「ガキの頃からしょっちゅう投げ飛ばされてたんだ。背後から襲われた時の対処法とかいって、いきなり後ろから攻撃してきたりもするんだぜ。最近やっとうまくさばけるようになったんで、先生の不意打ち好きも収まってくれたんだけどな」

「意外ね。あたしとアインを引き合わせたその人って、アインのお父さんとは違うの？」

「先生は……先生だな。父親っていう感じはしないし」

「じゃあアインのお父さんとお母さんは？」

　不思議そうに見つめるティオーレに、アインは苦しげに笑った。

「ティオと一緒だよ。俺には両親の記憶がないんだ。先生が言うには二人とも魔剣士の抗争に巻き込まれて死んだって……」

「あ、謝らないわよ！」

　そう口にしている時点でティオーレに罪悪感があるのはありありとわかる。アインの笑顔から苦しさが消えた。

「いいよ気にするなって」

　期せずして自分のことをアインは語ってしまった。元々隠すつもりも無かったし、聞かれて困るようなこともない。ただ自分から話さないのは自分でも両親の記憶が無いことを、気にしていたからだ。

　どんな二人だったかを知らないから、他人に話せないし説明もできない。想像するしかないのだが、したところで実像とかけ離れている可能性の方が高いだろう。

　なによりサードアイはアインの両親について名前すら教えてくれなかった。知識を得ることは喜びでも、真実を知ることは幸せとは限らない。それがサードアイの口癖だった。

　ティオーレがくるんとお尻を向ける。

「元気出しなさいよ。ほら、次はナナシキの番よ」

　励まし方もどこか素直じゃない。そんなティオーレがアインには少しだけおかしかった。気づかってくれているのに押しつけようとはしない。良い奴やつだなと素直に思った。

　脱衣場に出たティオーレと入れ替わりで、ナナシキが浴室に入ってくる。

「……よろしくお願いします」

　スッとナナシキはアインに背を向けた。ティオーレとは違い、彼女はほどよく女性的に発達した凹凸のある身体からだのラインをしている。

　アインは今回も例の如ごとく慌てて視線を上にそらした。ティオーレがつぼみならナナシキの肉体は女性として咲き誇っている。

　アインの心臓が早はや鐘がねを打った。落ち着こうと深呼吸する。そして考える。人造魔剣である彼女にもティオーレと同じように接するべきかどうかを。

　ナナシキは感情が無いと言うが、食べ物の好みもあれば衣服だって自分で選ぶことができる。その趣味に口は挟まないが、ともかくナナシキも一人の人間だとアインは思う。

　なら、やることもティオーレと変わらない。アインの手に温あたたかい光が宿る。

　さっそく始めようとしたところでアインはふと我に返った。

　身長差もあって洗いやすかったティオーレよりも、ナナシキは少しばかり洗いにくい。

「少し前まえ屈かがみになってくれないか？」

「……承知しました」

　ナナシキは振り返ると前屈みになった。

　胸を腕で隠すようにしているのだが、余計に谷間が強調されて刺激の強いアングルだ。

「こ、こっちを向かなくていいから！」

　アインに対して下げ気味だった頭をあげて、上目遣いでナナシキが首を傾かしげる。

「……それでは臀でん部ぶを突き出すような格好になり、頭部が遠のいてしまいます」

　狭いシャワー室でナナシキがアインに背を向けたまま前屈みになると、必然的にお尻の方が出っ張り、ナナシキ自身は前面の壁に両手をつくこととなる。

　なんとも言いがたい格好だ。

「しゃ、しゃがんでくれ！　ちょっと窮きゆう屈くつかもしれないけど頼むよ」

「……承知しました」

　ナナシキはアインの方を向いたまましゃがみ込んだ。ちょうどアインの股こ間かんのあたりに彼女の頭が来る。

「せ、背中向けて！」

「……なにか問題が発生しましたか？」

「最初っから問題だらけだ」

「……では工程を一から再現、検証し問題点を洗い出しましょう」

「やり直さなくていいから！　黙って背中を向けてくれ」

「……」

　コクリと無言でうなずいてナナシキはようやくアインに背中を向けてくれた。

　しゃがんだままぐるりと回る姿が、なんとなくアヒルっぽくてかわいげがあった。小さな女の子がするなら素直にかわいいで済むのだが、大人びた落ち着きのあるナナシキがすると、ちょっとだけおかしな雰囲気もはらんでしまう。ゆえにかわいいというよりはかわいげという印象をアインに抱かせた。

　やっと洗うのに支障の無い姿勢になり、アインは安あん堵どしつつシャワーのノブをひねる。

「それじゃあ始めるぞ」

　思えばアインがナナシキを研ぐのは初めてだ。もちろん意識は研ぐではなく、女の子の髪を洗うという風にしているのだが、そう思えば思ったでアインも少し緊張してしまう。

　上う手まくできるか不安になりつつもアインは石せつ鹸けんを泡だてた。ナナシキの髪に空気を含ませるようにしながら、ふんわりと優しく石鹸の泡を馴な染じませていく。

「…………ッ」

　ナナシキは声をかみ殺した。本当にかすかな変化なこともあって、緊張気味のアインは気付かず続ける。むしろ声を上げなかったことでアインはほっとしていた。

「ティオと違って、ナナシキは声を出さないんだな。おかげで落ち着いて洗えそうだ」

　リラックスしたアインの指がナナシキの側頭部をうねり、走る。まるで雷に打ち抜かれたように、ナナシキをしびれさせた。

「…………」

　下唇を小さく噛かみながら、ナナシキはプルプルと身震いした。

　アインの指が円を描いてナナシキの頭皮をくにくにとほぐし、彼女のうなじから逆さか撫なでるように指で髪をすいていく。

「……め、命令違反を……お、おゆるし……ください」

　息苦しそうなナナシキにアインの目が点になった。

「え？　め、命令って？」

「……もう、我慢、できません……このままでは……機能不全を……」

　急に様子がおかしくなったナナシキにアインの手が止まった。

「痛かったか？」

　ナナシキはフルフルと頭を左右に振る。

　命令違反という言葉がアインは気になった。が、すぐに思い起こす。

　黙って背中を向けてくれと言ったことをアインは後悔した。

「黙ってっていう命令は解除するから、ちゃんと不快感があったら言ってくれ」

「……は、はい……しょ、しょしょ承知いたしまし……た」

　ナナシキが途切れ途切れの声を上げる。普段の落ち着いた口振りが別人のようだ。

「本当に大丈夫なのか？」

「……大丈夫です！」

　珍しくナナシキが声を張った。

「どうしたの!?　って、なんでアインが脱いでるのよ！」

　ずっと部屋でそわそわしていたシオンが、ナナシキの異常に気付いて大あわてで脱衣場に飛び込んでくる。

　思いがけず目撃してしまった均整の取れたアインの上半身に、シオンは顔を真っ赤にさせた。

「そんなことよりナナシキが変なんだ」

　浴室の壁によりかかるようにして、しゃがんだままナナシキは息も絶たえ絶だえだ。シオンがアインを睨にらみつける。

「いったいなにをしたの？」

「俺は普通に……ティオの時と同じように洗っただけだ」

　脱衣場で身体からだをタオルで拭ふいて乾かしているティオーレに、シオンが視線を向けた。

「本当にそうなの？」

　シオンの問いにティオーレは腕組みしながらうなずいて答える。

「アインに洗われたくらいで声を上げるなんて、ナナシキはまだまだね。あたしはほんのちょっと気が緩むくらいで、悲鳴なんて上げないし」

　シオンが心配して飛び込んできたのにようやく気付いて、ナナシキが顔をあげた。

「……問題、ありません。シオン……心配をおかけしました」

「そ、そう。ねえアイン。どうやったらこんな事になっちゃうわけ？」

「どうもなにも、さっきも言った通り俺は普通に洗ってるだけなんだけど……ただ……少しだけ優しくやろうと心がけたんだ」

　泡だらけの手に視線を落としながらアインは思う。シオンの研ぎ方は力強いが、それだと痛そうなので普通に洗っただけである。シオンが首をゆっくり左右に振った。

「あなたにとっては普通かもしれないけど、魔剣にとってあなたの研ぎは刺激が強すぎるみたいね」

　シオンは考え違いをしていることに気付かされた。強く力を込める方が刺激も強まると思っていたのだが、逆なのだ。アインの優しい洗い方は刺激という意味では魔剣少女の二人に、より強力に作用してしまったらしい。

「じゃあどうすればいいんだ？」

「具体的にどうとはいえないけど、少し加減してあげた方がいいんじゃないかしら」

　シオンも困惑していた。魔剣を研ぐという意識から、ただでさえ非力なこともあって力いっぱい研いできたのだ。もっと繊細にナナシキに接していれば、もう少しだけ彼女の力を引き出せていたかもしれない。

　が、それでもやはりアインだからなのだとシオンは思う。アインの持つ干渉力の強さで研がれることで、ナナシキは悲鳴まで上げてしまった。

　アインはナナシキにそっと告げた。

「わかった。ナナシキ、今日はこれくらいにしておこう」

「……承知……しま……した」

　まだ呼吸の荒いナナシキの髪を、アインは優しく撫なでるようにシャワーで流す。

　ナナシキは一度ビクンと大きく震えてから、泡がすべて流れ落ちるまでこらえるように必死に声を殺していた。

　その様子に改めてアインの力を確認してシオンはぽつりと呟つぶやく。

「才能ね……剣の腕前は素人だけど、アインは干渉力だけじゃなく……ともかく、とんでもない力の持ち主なのかもしれないわ」

　美しく洗い上がったナナシキの髪は、シオンがこれまで見たことの無い天使の輪のような光沢をたたえていた。




　汚れた衣類や濡ぬれたシャツを洗って部屋干しすると、ティオーレとナナシキはパジャマ姿になった。服装を自由にできるのは魔剣少女の特権だが、ネグリジェをシオンに禁止されてティオーレは不服そうだ。

　シオンはといえば旅装束なのでラフなシャツとパンツ姿である。

「あんまり見ないでよね」

　アインも似たようなものだ。シオンに背中を向けたまま返す。

「お互い様だ。んじゃあ、俺はソファーで寝るから。そっちのベッドなら三人で使っても大丈夫だろ」

　部屋を半分埋め尽くすような立派なベッドで、三人川の字ならなんとか寝られそうだ。

　シオンが声を上げる。

「ちょ、ちょっと待って！　ソファーは私が使うわ」

「じゃあ俺に床で寝ろっていうのか？」

「そうじゃなくて……わたしは戦力にならないから、アインには窮きゆう屈くつなソファーで眠るんじゃなくて、ちゃんとベッドでゆっくり休息してほしいの。それに……」

　アインがソファーで寝ると宣言した瞬間、ティオーレとナナシキがアインを挟むように居並んでいた。

「じゃああたしもソファー組ね。ナナシキはベッドでいいわよ？」

「……そうはいきません。夜襲があった場合、すぐに抜ける範囲内にいなければいけませんから」

　魔剣少女の二人がアインにぴたりと貼はり付いて離れない。

「アインはあたしが守るから大丈夫よ！」

「……私の存在は万が一のための保険とお考えください」

　にらみあうティオーレとナナシキに、アインが頭を抱えた。

「二人ともベッドで寝てくれ。いいか。そもそもだな……今は状況が状況なんで仕方ないんだろうけど……男女が同じ部屋っていうことに問題があるんだ」

　ティオーレがアインの発言を受け流してウインクしながら挙手する。

「あたしに名案があるわ！」

「な、なんだよティオ。名案って」

「みんなでベッドで寝ればいいのよ！」

　包括的な解決案だがシオンの顔が真っ赤になった。

「みんなって、わたしは含まれないわよね？」

「みんなはみんなよ。じゃないとシオンだけ仲間はずれみたいでかわいそうでしょ」

　アインが眉み間けんのあたりを指でつまみながら肩を落とす。

「俺の話を聞いてなかったのか。それこそまずいだろ」

　ティオーレは胸を張った。

「大丈夫よ。みんなで一緒に寝たって、あたしがアインの一番であることは揺るがない事実なんだから。心配いらないわ」

「どういう心配だよまったく。ともかく俺はソファーで寝るから……なっ！」

　突然、アインの身体からだが後ろから持ち上げられた。ナナシキがアインをベッドの真ん中にゆっくり降ろす。見た目は少女でも人造魔剣は怪力の持ち主だ。

「……私は二番で結構ですので遠慮なさらずお休みください」

「あ、あのなぁ」

「……アインの力であれば、ティオーレと私を交互に相手することも可能と判断します」

　シオンがほっぺたを両手で押さえるようにして悲鳴を上げた。

「あ、相手ってなによ！」

　焦るシオンの手をティオーレが引っ張った。

「ほら、一緒に寝ましょ」

「わたしはアインの魔剣じゃないし……狭かったらアインがゆっくり眠れないでしょ？」

　ティオーレはそっとシオンの手を両手で包むように握った。

「シオンもアインもあたしやナナシキのことを一人の女の子として扱おうとしてくれたじゃない？　一緒にお買い物をしたりご飯を食べたり……なら公平にシオンも魔剣として扱ってあげる。夜は魔剣みたくアインと一緒に寝てもいいわよ。あたしが許可するから！」

　シオンが目を白黒させたまま固まってしまった。返答の無いシオンにティオーレがぷくっとほっぺたを膨らませる。

「シオンだから特別なのよ。こんな特別扱い滅めつ多たにしないんだから」

　その隣でアインはナナシキの手でベッドに押しつけられたまま、手足をじたばたさせていた。

「俺はともかくシオンに無理強いするなよ！」

　ティオーレが寂しそうな顔になる。

「シオンは本当に嫌なの？　あたしのこと嫌い？　あたしはシオンと一緒に寝たいよ」

　今にも泣き出しそうな顔になったティオーレにシオンが首を左右に振った。

「そんなことないから。だから泣かないで」

　泣き顔があっという間に笑顔になる。

「じゃあ決まりね！　アインは真ん中。で、右隣があたしで、左側はナナシキ。で、あたしの隣にシオンが寝るの！」

「……承知しました」

　アインの左隣にナナシキが横たわる。アインが逃げようとするとすぐにナナシキの手がアインを制した。

　準備も整ったところでティオーレがアインにウインクで合図する。

「じゃあ今夜はもう休みましょ。早めに休んで明日もがんばらないとね？」

「こ、こんな状態で休めるかよ」

　身体的にも精神的にもアインは緊張が収まらない。これで緊張しないわけがない。

　だが少なくとも魔剣少女の二人はこの状態を歓迎しているようだった。

　部屋の明かりを消すと、ティオーレがシオンの手を引いてベッドに寝転んだ。

　アインの腹筋を枕まくらにするようにしてティオーレが密着する。

　ベッドの上でアインが声を上げた。

「くっつきすぎだろ。四人並ぶんじゃないのか？」

「こうしないとシオンが寝るスペースがないでしょ？　だからあたしは腹筋抱き枕で我慢してあげる。ほら一番の年長者だし、目下に配慮してあげないといけないわよね」

　実年齢は不明だが、製造年代で言えばおそらくティオーレが最も古いというのは間違いない。

　そんな一方的な目上なりの配慮をみせつつ、ティオーレはアインの胸と腹筋の間に顔をうずめるようにして抱き枕にした。

　アインの体温を感じると、みるみるうちにティオーレは安らいだ気持ちになる。すぐにも眠りの底に落ちてしまいそうな心地よさだった。彼女の吐と息いきがお腹なかのあたりにかかってアインにはこそばゆすぎて、落ち着けない。

　それと同時にアインの背後に柔らかい感触が密着してくる。胸を押しつけるようにしてナナシキが抱きついてきたのだ。

「……こうすればスペースを確保できます。もう少しこちら側に寄っていただいても構いません」

　ナナシキの胸の弾力がアインの背中に、ぷにぷにもっちりとした感触をもたらした。密着しているためアインの首筋にも、ナナシキのゆっくりとした吐息がかかっている。

　くすぐったさに暴れそうになるギリギリの刺激で生殺しだ。

　アインは前門のティオーレ後門のナナシキという状況に陥り、ベッドという限定空間において完全に退路を断たれた。

　二人の吐息には慣れる気配が微み塵じんもないのだが、暗くら闇やみにだんだんと目が慣れてくるとアインの視線の先にシオンの顔が浮かんだ。

「ごめんねアイン。わたしがソファーで寝ればもう少し余裕があるんだけど」

　ティオーレが寝ぼけた声でシオンに釘くぎを刺す。

「ふやぁ……あたしが眠ったからって、こっそりソファーに行っちゃらめらからね」

　言い残すとアインの身体からだをむぎゅと抱きしめて、ティオーレは安らかな寝息を立て始めた。

「本当にこのまま寝るのか？　なあ、シオンも……シオン？」

「今日はわたしも……疲れちゃったみたいで……ごめんなさい……おやすみ……」

　すやすやとシオンも眠りの底に落ちていく。アインは小さくうなずいた。

「そうだよな。今朝も早くからずっと歩きっぱなしだったし。おやすみシオン。それとナナシキ。少しだけ離れてくれないか？　さすがにこんな状態だと眠れる気が……」

「……休眠モードに入ります。明朝０６００までこの姿勢にて待機します」

「ちょ、ちょっと待て！　それはまずい！」

「……おやすみなさい」

　いともあっさりとナナシキも眠りに落ちた。寝付きはとても良いらしい。

　アインは思う。

　何度でも主張しよう。こんな状態で、ゆっくり休めるわけがない……と。








６‖ナナシキの本領




　すっかり安眠した少女ら三人は、目覚めも良くすがすがしい朝を迎えていた。

　一方、アインはといえば目の下に小さなクマを作っている。

　三人の美少女に囲まれて、その吐と息いきや体温が直に伝わってくる状態に一晩さらされ続けたのである。すんなり眠れるわけもない。

　アインがようやく、うとうとしかけた時には東の空に太陽が昇り始めていた。

　眠る前よりも疲ひ弊へいしたかもしれない。

　宿のチェックアウトを済ませて表通りに面した道に出ると、シオンが心配そうな顔で聞いてきた。

「大丈夫？　少しやつれたように見えるけど……」

「気のせいだ。心配すんなって」

　ティオーレが困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「あたしが添い寝してあげたのに眠れなかったの？　アインは不安なのね？　刺客に狙ねらわれてて怖いのね？」

　ひらりと両腕を広げてティオーレは微笑ほほえんだ。

「ほら、怖いならあたしの胸に飛び込んできなさい。優しく抱きしめてあげるから」

　まるで子供をあやすような口振りだ。

　アインは「そんな恥ずかしいこと人前でできるか」と言ってから後悔した。案の定ティオーレから「人前じゃなきゃできるのね。照れるなんてかわいいところがあるじゃない」と、想定内の返答が飛んでくる。

　大きく息を吐つくアインの背後に、スッと音も立てず影が立ち、ささやいた。

「……私もついています。この身に代えてもアインとシオンは守ります」

　アインは肩をびくつかせて振り返る。ナナシキは普段通りの澄まし顔だ。融通の利かない彼女の事である。宣言しておかないと、彼女の判断でなにをしでかすかわからない。

　アインは改めて言った。

「本当に俺は大丈夫だから！　さあ今日こそ先生の居場所を突き止めるぞ」

　アインが先頭に立って歩き出す。

　昨日は街の賑にぎやかな場所を巡ったが、今日は街の裏側──治安の悪い地域を探すことにアインたちは決めていた。

　いわゆるスラム街というもので、港の南側には密輸品や盗難品などを扱ういかがわしい店が多い。

　イビサの街の各所に帝国の兵士が治安維持のために駐ちゆう屯とんしているのだが、スラム街はその警備範囲に入っていなかった。

　帝国から追われる立場のサードアイが身を隠すにはうってつけだ。

　人目を避け、時には巡回の帝国兵の視線から身を隠しながら、アインたちはなんとかスラム街の入り口までやってきた。

　明らかに街並みが違っている。イビサは魔ま導どう文明の都市遺い跡せきの上に建つ街だが、スラムは遺跡都市の外周部に人々が住み着いたようなバラックが多くを占めている。不衛生で狭く、いびつでよそ者を拒むような独特の空気が漂ただよっていた。

　店らしきものもいくつかあるのだが、ドアをノックしても返事がない。

　日が出ているうちは開かない類たぐいのものらしく、アインは肩を落とした。

「夜にならないと聞き込みはできそうにないな」

　シオンがうなずく。

「人通りも無いし……というか静かすぎるわね」

　スラムに入ってからというものアインたちは誰ともすれ違わなかった。

　アインの隣でティオーレが鼻をスンスンと鳴らしてからぼやく。

「海風が吹きだまって腐ってるみたい。すっごく不快」

　アインの背後でナナシキがうなずいた。

「……同意します」

　魔剣の二人は腐食を連想させる潮風が苦手らしい。たしかに、スラムの異臭と混ざり合って、余り心地よいものとは言いがたかった。アインが気づかうように言う。

「二人とも無理するなよ？」

　ティオーレがアインの顔を指さした。

「別に無理とかしてないわよ。不快っていうだけで、いつでもあたしは抜いてもらう準備オッケーなんだから」

　ナナシキもうなずいてみせる。

「……この程度であれば戦闘に支障は来きたしません」

　魔剣少女の二人はスラムに入ってから荒事の気配を探っているようだった。アインもシオンも警戒しているのだが、人間二人の不要なトラブルを避けたいという気持ちと、魔剣少女らの感覚は少しズレている。戦いたくてうずうずしている。そんな印象だ。

　ティオーレが振り返ってナナシキにムッとした顔をする。

「あたしがいるからナナシキの出番はないわよ！」

「……そうでしょうか？」

　ナナシキが反論の構えを見せた。気に入らないのかティオーレが柳りゆう眉びを上げる。

　すかさずアインが仲裁に入った。

「こらこら、ケンカはだめだぞ二人とも」

　双方の頭をアインが撫なでると、二人はすぐに大人しくなる。

「ケンカなんてしてないし」

「……していません」

「そうだな。偉いぞ二人とも」

　アインがそっと手を離すとすぐにティオーレが口を尖とがらせた。

「けど、ナナシキは二番目であたしが一番なんだからね」

「……承知しております」

　魔剣少女二人のやりとりに、アインは「やれやれ」と心の中で呟つぶやいた。

　その安あん堵どの瞬間を──狙ねらわれた。

「──ッ!?」

　アインの鼻先を高速の飛ひ翔しよう体たいがかすめる。アインに避けたつもりはないのだが、気付かぬうちに半歩ほど、足の位置がずれていた。

　ナナシキが背後からアインの身体からだを引っ張ったのだ。飛翔体はボウガンから放たれた矢で、標的を捉とらえきれずバラックの壁に突き刺さった。

　アインたちに知る術すべは無かったのだが、その鏃やじりには毒まで塗られている。ナナシキの好判断が無ければ危ういところだ。

「……どうやら待ち伏せのようです」

　バラックの影から、湾曲した片刃の小剣を手にした男たちがぞろぞろと姿を現した。彼らは黒い布きれで顔を覆い隠している。

　問答無用らしく、誰の差し金か目的がなにかもアインたちに告げることなく、集団はじりじりと距離を詰めてきた。

　ナナシキが一歩前に出る。

「……この場は私を使ってください」

　ティオーレがナナシキを指さし声を上げた。

「抜け駆けなんてずるいわ！」

「……私の方が早く敵に気付き攻撃の回避に成功しました」

「手足の長さの分だけ、ちょっと出遅れただけよ」

　アインは困惑した。ナナシキを装着したことはあるのだが、まだきちんと抜いて戦った経験はない。

　彼女は自身に耐久性と通常の剣としての能力がある。と、アインに申告している。

　ティオーレのような手加減はできないだろう。

　だが、ナナシキが居なければ今頃死んでいたに違いない。相手は街のチンピラなどではなく、殺さつ戮りくの専門家の集団という印象だ。

　ただ、アインには不思議だった。こいつらは自分を殺すために送り込まれた集団だろう。そんな刺客を送ってきたのがジュークだとすると、少し違和感がある。

　ジュークなら自みずからの手で自分を殺そうとするんじゃないだろうか。

　ともあれジューク側の事情が変わったのかもしれない。今は考えるよりも目の前の脅威にどう対処するかが先だった。

　ティオーレとナナシキ、二人の視線がアインに注がれる。ナナシキが冷淡な口振りで告げた。

「……この程度の雑ざ魚こを相手に、ティオーレの手を煩わせることは無いと考えます」

　ティオーレがムッとした顔になる。

「そうかもしれないけど……」

　ナナシキはわざと刺客たちに聞こえるように告げる。

「……おそらくこちらの戦力を分析するためにぶつけてきたのでしょう。どこかに観察者がいるはずです。捨すて駒ごま相手に手の内をさらす必要などありません」

　刺客たちを捨て駒呼ばわりしてナナシキは眉まゆ一つ動かさない。これに刺客たちの前衛が色めき立った。彼らの役割は飛びかかりアインの注意を引くことだ。アインへの攻撃はより訓練された二列目が担う。そんな作戦を看破したようにも見えるナナシキだが、彼女にはそもそも相手の作戦などあってないようなもので、強いて言うならこれは単なる挑発的な発言だった。

　みるみるうちにティオーレが機嫌を良くしてナナシキに確認した。

「つまり、あたしという切り札は温存すべきってこと？」

「……その通りです」

「いいわ。そういうことなら今回はお手並み拝見ね。シオンはあたしのそばにいてちょうだい。魔剣の姿をしていなくても、シオン一人くらいなら守ってあげられるから」

　シオンは黙ってうなずいた。ここで無駄口の一つも叩たたかないあたり、シオンにはこういった状況への覚悟ができていたらしい。

　役割分担が決まったところでアインがナナシキに確認した。

「可能な限り殺したくない」

「……善処します」

　ナナシキはうなずいた。不意打ちに対応した時点で、すでに勝利へと続く道筋を立て終えている。この場合の勝利とはアインとシオンを傷つけることなく、刺客たちを撤退させるというものだ。

　相手指揮官が優秀であればあるほど引き際を心得ているものである。有効な示威行為によって戦力差を見せつける。そもそも魔剣士と、いかに訓練されているといっても普通の人間が対等に戦えるわけがないことを示すのだ。

　一方、アインにも考えがあった。

　今後、戦っていく上でティオーレが抜けないこともあるかもしれない。できるだけ早めにナナシキの使い方を練習しようと考えていたのだが、その機会がぶっつけ本番の実戦になってしまったのはアインにとっての誤算だった。

「行くぞナナシキ！」

「……我が刃やいば、我が力の全すべてを貴方あなたに捧ささげます」

　アインがナナシキの名を呼び手を取ると引き寄せた。瞬間、彼女の身体からだは光に包まれ、剣となってアインの手に再生成される。

　同時にアインの腰こしにも彼女を納める鞘さやが装着された。

　同時に狭い路地を刺客が三人、アインめがけて斬きり込んできた。これもアインに知る術すべの無いことだが、ナナシキの挑発が彼らの勇猛を一瞬遅らせたのだ。

　それが襲撃者たちの運命の明暗を分ける。

　なんであれアインがナナシキを手にした瞬間に、アインの動体視力、聴力、空気の動きを感じる皮膚のそれに至るまで、ありとあらゆる感性と感覚が高められた。

　もともと持っていた格闘技術のセンスも相まって、アインは斬りかかってきた三人の攻撃を紙一重でかわす。達人の見切りだ。これができるのも魔剣を手にしているからに違いない。

　ティオーレを手にしてジュークと戦った時とは、動き方そのものが違うとアインは体感した。全身の関節がきしむような負担は最小限に抑えられ、脳天から足の指の先まですべての可動部分に油を差したように、肉体は流麗になめらかに踊る。躍る。自みずからの手で丁寧に研いだことにより、ナナシキはアインの身体にしっくりと馴な染じんでいた。

　ナナシキを持たない左手で次々と刺客の首筋に手刀を決めていく。叩たたき付けるというのではなく、トンと置くような感覚だ。でなければ首の骨をへし折って殺してしまう。

　瞬く間に攻撃を仕掛けた三人が倒れ、残った刺客らに動揺が走った。だめ押しとばかりに剣の姿のままナナシキが進言する。

『……周辺家屋に人の気配はありません。そのまま一いつ閃せんしてください。それによって切れ味は落ちますが、それに見合うだけの威力をお見せいたします』

　うんとうなずくとアインはナナシキを振るった。その手から力が吸い上げられるような感覚に襲われる。アインの力を得たナナシキの刃はが光を帯びて空気を裂いた。

　瞬間──衝撃波が路地を突風のように吹き抜けた。

　その直後、一瞬遅れて発生した真空波がバラックを切り裂き、なにもかも根こそぎ吹き飛ばす。

　鬱うつ蒼そうとした街並みが竜たつ巻まきによって蹂じゆう躙りんされたかのような惨状へと一変した。

　あまりの威力に放ったアインの方が唖あ然ぜんとなる。

「なんだよ……これ」

　ナナシキの淡々とした口振りがアインに告げた。

『……相手が魔剣士であれば、この程度の衝撃波は無効化されてしまうでしょう。ですが、こういった輩やからを払うには十分と考えます』

　やり過ぎという気持ちもあったが、ナナシキがあえて派手に破壊を行った成果は確かに十分だった。襲撃者たちの気配が引き潮のように遠のいていく。

　ヒュンと空気を切り裂く音にアインは反応した。今度はナナシキに助けられることなく、アインは左手で宙をつかむ。アインが握りながら身体からだを少しだけ反そらせるようにすると、その手の中に飛来する矢の軸がすっぽりと収まった。自分に向かって飛んできた矢をアインはつかんで見せたのだ。

　後方でアインの戦いを見守っていたシオンは息を呑のんだ。ナナシキを使いこなすどころか、アインはシオンにはできない芸当を軽々とやってのける。広範囲を吹き飛ばして見せたことなど圧巻だ。

　同じ魔剣でここまで違いを見せつけられると落ちこむのを通り越して、ただただすごいという感想しか出ない。

　アインは矢の放たれた方角をじっと見み据すえた。襲撃者たちのリーダーとおぼしき男が立っている。顔を布で巻いて隠しているが、他の連中とは違い武装はボウガンだけだった。その距離およそ五十メートルほどか。男は音も立てず静かに立ち去ろうとした。

　このまま逃がしていいのかと、アインは踏みだそうとしたのだが足取りが重い。

　ナナシキの派手な一撃は彼女の力を疲ひ弊へいさせたらしく、アインの身のこなしの後ろ支えが無くなっていた。それでも普段よりは動けるはずなのに身体が重く感じてしまう。

　アインが手にした矢の先には小さな矢文がくくり付けられていた。

　開いて確認すると、短い一文が書かれていた。

【ガトラス砦とりでにて待つ。サードアイの身柄はこちらで預かっている。ジューク】

　それ以上の情報も説明も無いが、どうやら襲撃者たちは魔剣士ジュークの差し金だったらしい。

　この程度の相手に殺されるようでは自分が殺す価値もない。と、いったところかと、アインは思った。こんな言い方はしたくないのだが、刺客を退けたアインは無事、試験を合格したということだろう。

　ナナシキを手にして最低限の警戒を維持したまま、アインは矢文をシオンに手渡した。

「先生は帝国の砦とりでにいると思うか？」

「罠わなかもしれない……というか、明らかに罠よね」

「でも、行くしかないだろうな」

　シオンの言葉にアインはそう返した。

　なにをするにも用意周到で、慎重な性格のサードアイが捕まったことがアインには信じられない。が、肝心なところで抜けていることもあるし、なにより相手は魔剣士だ。たった今、自分がしたことを考えれば、魔剣士とそうでない者の力の差は経験や修しゆう練れんなどでは覆しがたい。

　自分たちの行動がジュークに捕ほ捉そくされている以上、どこにいても状況は変わらず襲撃に神経を尖とがらせねばならない。どのみち決着をつけることになるのなら、とどまるよりも進むことをアインは選んだ。

　シオンもアインの考えを汲くんでか反対はしない。街のどこかにサードアイがいるなら、なんらかのヒントや伝言を残してくれているはずだ。その気配が無いことこそが、サードアイが帝国軍の手に落ちた証拠のようにシオンには思えた。

　警戒を解いてアインはそっとナナシキを鞘さやに納めた。すると鞘ごとナナシキは光の粒子となって人の姿を取り戻していく。何度見てもアインには不思議で神秘的で、美しいと思える光景だった。ちなみに、危機が去って今さら気付いたことだが、懸け念ねんしていた下着の件はどうやら問題ないらしい。

　改めてアインは言う。

「まさか俺が先生を助けに行くことになるなんて思いもしなかった。ティオ、ナナシキ、協力してくれ」

　急に声を掛けられて驚いたのか、ティオーレがツーサイドアップの髪を大きく揺らす。彼女は悔しそうにしていた。それを表に出さないようこらえているのが、見え見えなほど嫉しつ妬としていた。

　彼女がやきもきするほどに、アインとナナシキはしっくりきていたのである。

　返事をしてくれないティオーレの顔をアインがのぞき込んだ。

「大丈夫か？」

「大丈夫に決まってるでしょ！　べ、別にアインがナナシキとうまくやってるのなんてうらやましいとか思ってないし。あたしだってあれくらい……ううん、もっともっとすごいことできるし！」

　結局、嫉妬を口に出してしまったのだがティオーレには自覚がないようだ。素直に悔しいとは言えないへそ曲がりなところがあった。アインはぽんっと彼女の頭に手を載せた。

「そうだな。頼りにしてる」

「え、えへへ……アインは素直で良い子ね」

　本当にうれしそうな顔で頬ほおを赤らめるティオーレに、アインは文句の一つも言わなかった。素直じゃ無いけど素直なやつ。ティオーレとはそういう女の子なのだ。

　一方、ある意味では素直すぎて融通の利かないナナシキも、アインの呼びかけに応じるようにうなずいた。

「……承知しました」

　その瞳ひとみがどことなく寂しげに思えて、アインはそっとナナシキの頭も撫なでる。先ほどティオーレとのケンカを諫いさめた時もそうだったが、アインが髪に触れると魔剣少女は安らいだ気持ちになるらしい。

「……ありがとう……ございます」

　やや伏し目がちになりながら、ナナシキはちょこんとお辞儀をした。

　アインの手がシオンの頭に向かう。すぐに気付いてシオンが声を上げた。

「わたしはいいから！」

「お、おう！　そうだよな」

　アインは慌てて腕を引っ込める。しばらく、シオンは恥ずかしそうな気まずそうな顔のままだった。




　矢文という形で招待状が届けられたものの、なにも馬鹿正直に正門から乗り込んで行く必要はない。というわけで街で情報を集めてから砦とりでへと向かうことにした。侵入案の策定はシオンの担当だ。

　いくつかルートを検証した結果、砦の地下水道を通って中に入る方法が採られることとなった。水路や通路は侵入者避よけの堅けん牢ろうな鉄格子で塞ふさがれているのだが、ナナシキで切り開くという作戦である。

　侵入のタイミングも夜と決まった。帝国兵の見張りが交代する深夜を狙ねらう。

　こちらの行動を把握されているなら無駄な悪あがきかもしれないけれど……と、侵入計画の立案者であるシオンは自信なげに付け加えた。

　それでもテキパキと段取りを決めるシオンをアインは素直に尊敬する。世間知らずな自分になど、とてもできない事だ。

　ともあれ段取りを決めたシオンだが、今回も同じ所でつまずいてしまった。街の往来のど真ん中で夕暮れの空に向かって彼女が吠ほえる。

「なんでどこも満室なのよーっ！」

　先日泊まった宿も埋まってしまいアインたちは途方に暮れていた。

　アインが進言する。

「夜まで酒場で時間を潰つぶすのはどうだ？　このまま歩き回るよりは身体からだも休められるし、いいと思うんだけど」

　シオンが眉み間けんに小さくしわを刻みながらアインに詰め寄った。

「甘いわアイン。これから敵の本拠地に乗り込むのよ？　昨日よりも念入りに二人を研いでおかないと……」

　アインがティオーレに視線を向け直す。

「あたしは別に……今日だって抜いてもらってないし、このままでもいいけど……」

　語尾に近づくほどしゅんとしてしまい、最後は蚊の鳴くような声でティオーレが言う。

「どうしたんだティオ？　元気がないな」

「元気よ！」

　わかりやすい空元気にアインは余計に心配になった。

「俺たちはその……仲間なんだ。困ってることがあれば助け合う。なにか心配なら打ち明けてくれ。仲間ってそういうものだろ」

「本当に大丈夫だから……」

　あまりしつこいのも嫌われそうだ。ただ、今のアインには心配していることを伝えるくらいしか、ティオーレにしてあげられることがなかった。

　それさえ拒まれてはお手上げなので、今はそっとしておくよりほかない。

　アインは視線を上げて振り返った。相変わらずアインの背後にぴたりと貼はり付くようにナナシキが立っている。

　感情が無いという彼女だが、どことなくほっとしたような安あん堵どした雰囲気を醸かもし出していた。先ほどの戦闘でアインもナナシキとうまく連携できて一安心だ。

「ナナシキ、調子はどうだ？」

「……先ほどの戦闘により切れ味が五割ほど低下しています」

　派手に力を使えばそれだけ魔剣の刃やいばに負担がかかる。と、アインは心に留とどめた。アイン自身も戦闘による疲労が蓄ちく積せきしているのは確かだ。

　やはりシオンのすすめ通りにする方が賢いかもしれない。

「そうか。やっぱりシャワー付きの部屋を探さなきゃな」

　街を歩くうちにアインたちは港の北側にある繁華街に迷い込んでしまった。

　この一帯は娼しよう館かんなどが集まっており、消去法でたどり着いた格好だ。

　ひときわ大きな建物の前でアインが顔をあげた。

「これも宿屋……なのか」

　小さな城のような外観である。なんであれシャワー付きの部屋があることには変わらないようで……アインたちの要望を満たす宿だった。が、途端にシオンがあたふたしだす。

「ほ、他の宿を探しましょ？」

　世間知らずを自認するアインが首を傾かしげる。

「なにかまずいのか？」

　真顔で聞き返されてシオンは困惑の表情を浮かべた。田舎ぐらしで世間知らずなアインには、おそらく娼館のあるこの繁華街がどういった街なのか、よくわかっていないのだろう。

　説明しづらいが、シオンはなんとか言葉にしようと試みる。

「こ、ここはね。その……あの……」

　やはり説明する踏ん切りがつかなかった。アインは気にせず城のような建物を指さす。

「ちょっと変だけど、入っちゃえば宿なんて一緒だろ。ティオとナナシキもいいよな？」

　先ほどまで落ちこんでいたティオーレが瞳ひとみを輝かせた。

「なんだか楽しそうな感じじゃない。気に入ったわ！」

　ナナシキは相変わらずの淡々とした口振りだ。

「……性能の回復が最優先です。異存ありません」

「じゃあ行こうぜシオン。俺も疲れちまってへとへとなんだ。ふあぁ～～あ」

　アインはひときわ大きなあくびをしてみせた。

　戦闘を行ったこともあるのだが、昨晩、よく眠れなかった影響は少なくない。

　三人の賛成票にシオンは折れるしかなかった。

「う、うん……緊急事態だしここも宿には違いないし、背に腹は代えられないわよね」

　ようやくシオンが納得して、四人は今晩の宿を決めたのだった。




　建物内はどことなく妖あやしい甘い香が充満していて、照明も薄暗くほんのりと淡いピンクの色調に彩いろどられていた。

　四人で昇降機をあがって部屋のあるフロアにつくと、そこの廊下もまたピンク色だ。フロントで受け取った部屋番号の鍵かぎを使って中へと入る。

　室内までもピンク色の明かりで落ち着かない。

　窓も小さなものしかなく密閉感のある部屋だった。ここにも大きなベッドが一つしかなくアインは肩を落とす。

「またベッドが一つきりか……」

　まるで貴族か王様が使うような豪華な天てん蓋がい付きの巨大ベッドだ。昨日の宿よりも部屋そのものが広いため、圧迫感が少ないのだけは救いである。

　いつの間にかアインの視界からティオーレの姿が消えていた。

　彼女はバスルームのドアを開いてうれしそうに声を上げる。

「アイン！　こっちこっち！　お風呂がすっごいわよ！」

　広いシャワースペースに加えて、四人一緒に入れそうな広さの浴槽が用意されていた。

　シオンが浴室をのぞき込んで息を呑のむ。

「さすが、そういう宿ね」

　アインが隣で首を傾かしげた。

「さすがって、なにがさすがなんだ？」

「なんでもないわよ！」

　気付いていないなら教える必要もないと、シオンはアインを睨にらみつけた。

　そんなシオンの横を素通りしてナナシキが宣言する。

「……今回は私が先ですね。衣類を解除します」

　一瞬でナナシキの服が光に包まれ消える。あっという間に彼女は紐ひも状の下着姿になった。陶とう器きのような肌がピンクの照明に照らされて、若じやつ干かん上気しているようにも見える。出るべきところが出て、適度に引き締まった肉体が露あらわになった。紐ひも状の下着をつけることでむしろ、強調されているようだった。とっさにアインが視線を天井方向にそらす。

「頼むからいきなり脱がないでくれ」

「……衣類を解除すると宣言しましたが？」

「もうちょっとこっちの心の準備ってものをだな……」

「……早くしてくださいアイン。後がつかえています」

　ナナシキが脱いだのに反応して、ティオーレがうずうずもじもじし始めていた。

「今日は抜いてもらってないから無理に研がなくてもいいけど、アインがどうしてもって言うなら研がれてあげてもいいわよ」

　口と態度が一致していないのがアインにはおかしく思えた。ただ、笑うとティオーレが怒るだろうし傷つきもするだろうからと、アインは顔に出さずに呟つぶやく。

「じゃあ先にナナシキからな」

　上を向いたままのアインにナナシキが真顔で告げる。

「……きちんとこちらを向いてください」

　目のやり場に困りながら、アインはティオーレとシオンを残して脱衣場に入り、そっとドアを閉めた。

　背を向けたままシャツの袖そでを肩口までまくって準備するアインに、ナナシキがささやくように言葉をかける。

「……ようやく二人きりになれましたね」

　ドアを一枚挟んだ向こうにはティオーレとシオンがいる。厳密な意味で二人きりと言えるのか微妙なところだ。ナナシキに背を向けたままアインは返した。

「二人きりもなにも、すぐそこにティオたちがいるだろ」

「……隠し事をするつもりはありませんが、アインとだけ話す機会を待っていました」

　彼女の口振りは静かで……そして真剣なものだった。

「二人に聞かれたくないことでもあるのか？」

「……魔剣で人を斬きる覚悟はありますか？」

「…………」

　刺客に襲われたときでさえアインは直接的に手を下すことを躊ちゆう躇ちよしていた。魔剣士としては致命的な弱点だ。言われずともアインにだってそんなことはわかっている。

　本来なら「可能な限り殺したくない」というオーダーすら、あってはならない。

「……この先、魔剣士を相手にした場合に私やティオーレの力があったとしても、シオンを守りきれる保証はありません。アイン自身に戦う意思が必要です」

「わかってる」

　ナナシキは黙り込んでしまった。

「なあ、ナナシキは俺に人を斬ってほしいのか？」

「……魔剣はそのために作られた道具です。人を斬きれない剣は剣ではありません」

「俺は斬れなくても、腰こしに下げてるだけで威嚇になるなら、それだって十分に役に立つと思うけどな」

「……甘い考えです。相手は貴方あなたを殺しに来るのですよ？」

「そうだな。ジュークと戦いになれば甘えたことも言ってられない……か」

　最初の対決でどういう相手かはわかっている。ジュークは魔剣で相手をいたぶることに喜びを覚える人間だ。

「……決戦には私を使ってください。ティオーレではなく、私を」

　なにか考えがあるのかナナシキは自分を売り込んできた。彼女に私利私欲があるかはアインにはわからない。が、ただ自分を使って欲しいという理由だけで進言するとも思えなかった。答えないアインにナナシキは続ける。

「……私であれば敵を確実に仕留めることができます」

「ティオには無理だって言うのか？」

「……はい」

「ティオが聞いたら顔を真っ赤にして怒るだろうな」

　覚悟の話はアインだけでなくティオーレにも問われるものらしい。実際、ティオーレは最初のジュークとの戦いで斬ることなく相手を退けた。

　裏を返せば生かして帰してしまったのである。あの時、殺していればサードアイが帝国に捕まることもなかったかもしれない。

　アインの背筋に冷たい汗が浮かんだ。ナナシキはそんなアインの耳元で続ける。

「……ティオーレは強力な魔剣に違いないでしょう。ですが、彼女は記憶を失っており、発揮する力も安定していません。自分が何者であるかも知らない彼女は、いつ誤作動を起こしてもおかしくないのです」

　振り返らずにアインは聞いた。

「ティオが暴走するって言いたいのか？」

「……その可能性を否定できません。信頼性は私の方が上と判断します。それが私を使用して欲しいと考える理由です。心配なさらないでください。貴方は私が守ります」

　きゅうっとナナシキはアインの背中を抱き寄せた。背中に二つの大ぶりな果実が押しつけられる。それは窮きゆう屈くつに押しつぶされるほど密着してきた。

「う、うわああああ！」

　つい、アインは声を上げてしまった。と、同時にドアが蹴け破やぶられる。ティオーレが衣服を光に溶かして下着姿になりながら脱衣場に飛び込んできた。

「アイン大丈夫!?　って、ナナシキってばあたしにだまってなにしてるのよ？」

「……マスターとの一時的接触による精神的な統合を試みています。つまり、スキンシップをはかっているところです」

「それでアインはドキドキしてるの？　あ、あたしじゃドキドキしないっていうの？」

　後ろからナナシキに抱きしめられているアインの腕をとって、ティオーレが抱きついた。アインが顔をあげると、開いたドアの向こうでシオンがほっぺたに手を当てて、困ったような顔でアインたちを見つめている。

「ふ、二人とも離れてくれ。あの……シオン！　これはその……」

　シオンはプルプルと小刻みに震えた。

「どうして言い訳めいてるのよ。魔剣士が魔剣と仲良くしてるだけよね？」

　確認するシオンの声は宙返りしたようにひっくり返っている。

「そうそう！　そういうことだから」

　焦る人間二人を見てティオーレが意地悪っぽく笑った。

「せっかくだからシオンも脱いでこっちに来る？」

「そんなことできるわけないでしょ！」

　このまま放ほうっておくと、シオンまで裸族に引き込まれかねない。アインは魔剣少女をまとめて相手にすることにした。

「二人とも研ぐから準備してくれ」

　ティオーレがむくれる。

「嫌よそんなの！　一人ずつ丁寧にしてくれなきゃ！」

「今日は二人まとめてだ！　一気にいくぞ！」

　二人を浴室に連れ込むとしゃがませ、アインはシャワーのノブをひねって、二人同時進行でお湯で髪をすすぎだした。淡く光を帯びた両手に石せつ鹸けんを泡だて、右手でティオーレを。左手でナナシキの髪を洗う。

　恨めしそうに二人が後ろを向く。が、アインの指先が巧みに動き始めると堕おちるのはあっという間だった。

「二人一緒なんて手抜きにもほどがあ……ふやあああああ！」

「……左手だけなのに……ああ……なんということでしょう」

　両手がフル回転でティオーレとナナシキの髪をいたわりつつも過激に洗い上げた。

「あ、アインの……ばかぁ……こんなになってるとこをナナシキに見られたら、序列一位の沽こ券けんに関かかわるのにぃ……」

「……これ以上は……私の耐久力をもってしても……」

　ティオーレが目尻をとろんとさせてナナシキに告げる。

「ナナシキはあたしより弱いんだから、弱点をさらけ出してもいいわよ？」

「……そうはいきません……」

　お互いに横目で牽けん制せいしあいながら、いつの間にか我慢比べの様相を呈し始めた。

　が、アインがシャワーで髪と一緒にこの勝負も水に流す。

　その手つきはどこかおぼつかなく、アインの口から力のこもっていない抜けたような声が出た。

「これで……ばっちりだな……少し眠るわ」

　二人を洗い上げたところで、アインは脱衣場に倒れ込むと意識を失った。ティオーレが悲鳴を上げる。

「ちょ、ちょっと！　こんなところで寝ないでよ！」

　ナナシキがアインに肩を貸すように身体からだを持ち上げる。

「……どうやら研ぐことで力を使い切ってしまったようですね」

　脱衣場から出たアインはぐったりしていた。服もすっかり濡ぬれてしまっている。

「ど、どうしたの？　大丈夫なの？」

　慌てるシオンに事情を説明しつつ、ナナシキはアインの服をパンツを残して脱がせるなり、ベッドの真ん中に転がした。

「……おそらく連日の戦闘による疲労が蓄ちく積せきしていたのだと思われます」

　顔を両手で押さえながらシオンが声を上げた。

「だからってここまで脱がせることないでしょう!?」

「……濡れたままでは風邪を引いてしまいます。衣類を乾燥させなければいけません」

　ティオーレが瞳ひとみから星を飛ばすようにウインクをして、にっこり微笑ほほえむ。

「じゃあ、あたしがアインを温あたためてあげるわ！」

「……では私も」

　シオンが頭を抱える。

「二人とも自重しなさい！」

　ティオーレがウインクしながら人差し指を立てて左右に揺らした。

「もちろんシオンも参加していいわよ。昨日だってみんなで仲良く眠ったんだし」

「じゃあちょっとだけ……って言うわけないでしょ！」

　ナナシキが首を左右に振る。

「……ベッドの広さは十分です。この部屋には他に睡眠に適した場所はありません」

　結局、昨晩と同じような形になってしまったことをシオンは心の中で反省した。もうこれ以上、魔剣が増えるようなことは無いと思うのだが……。

　杞き憂ゆうであることを祈りつつ、シオンは魔剣少女二人の暴走をどう食い止めようか考え始めるのだった。








７‖決戦




　城壁の上で細身の筋肉質な男が月を見上げた。

「本当に来るんだろうな？」

　砦とりでの塔に月明かりが影を落としている。夜より深い闇やみに隠れるようにして、長ちよう身しんの男が立っていた。男は指でメガネを軽く押し上げてからうなずく。

「くれぐれも殺さぬよう、お願いします」

「わかってる。いいか！　この前の撤退だってな、あのままやってりゃ殺しちまうって思ったから引いてやったんだ」

「ええ。そうですね」

「なにがそうですねだクソが。これだけしてやってるんだ……相性の悪い魔剣からでも力を引き出す方法……今さら嘘うそとは言わせねぇぜ」

「私は貴方あなたと違って嘘も裏切りも苦手ですから……裏切りの魔剣士さん」

「テメェ……その呼び名をもう一度口にしたら……斬きるぜ」

「失敬」

「いいか。嘘や裏切りが大嫌いってのはテメェのもんじゃねぇ。俺のセリフだ」

　殺気混じりで見み据すえる男──魔剣士ジュークに男は眉まゆ一つ動かさない。メガネのレンズ越しに怜れい悧りな瞳ひとみの輝きを隠していた。

「少し冷え込んできました。戻りましょう」

「チッ……食えない野郎だな。この大罪人が」

　毒づくジュークに男は小さく口元を緩ませた。




　イビサの街から南の街道を抜け、深い森へと続く道に分け入り、アインたちは堅けん牢ろうな城壁に囲まれた砦にたどり着いた。

　城壁は高く、その全容は上空から見ると五角形をしている。それぞれの頂点に塔が配置されており、塔だけでなく城壁上の通路にも見張りの兵の姿が多数見受けられた。

　大きな正門はぴたりと閉じられ蟻ありの這はい出る隙すき間まも無い。

「アイン。こっちよ」

　シオンの案内でアインたちは砦の裏手に抜ける。

　近くに小川が流れており、その橋の下に隠されるように地下道があった。

　街で購入しておいたランタンに火を入れ、闇を照らしながら地下道に潜り込む。

　先頭を行くアインの隣でティオーレがむくれた。

「せっかく綺き麗れいになったばっかりなのに、こんな汚い所を通るの？」

「仕方ないだろ。正面から堂々と行くわけにもいかないし」

　アインの背後でナナシキが進言する。

「……あの程度の城門でしたら破壊可能です」

「壊したら大騒ぎになるだろ？」

「……破壊による陽動を提案します」

　ナナシキの意見にシオンが首を左右に振った。

「それだと魔剣士が来たって言ってるようなものでしょ？　ただでさえわたしたちが来るのは向こうも知ってるんだし」

「……陽動にはなりませんね。提案を取り下げます」

　それからしばらく無言で歩く。腐ふ臭しゆう漂ただよう地下道を進みながらアインが首を傾かしげた。

「なあシオン。どうしてこんな中途半端な場所に砦とりでなんてあるんだ？」

「この砦はイビサが王国の領地だった頃に帝国が建造したものよ。ここを拠点にイビサを陥落させたの」

　帝国が魔剣士で攻め込めば王国も魔剣士で対抗する。それに魔剣士が一騎当千であったとしても、街を制圧するのには十分な兵力が必要だった。いかに強くともその力で滅ぼしてしまっては元も子もない。

　とはいえ戦争の駒こまとして魔剣士が重要な地位を占めるのも確かである。

　大陸を分割統とう治ちする三国──西方のセインクルス王国。南方のサイラム帝国。東方のテンゲン幕府のそれぞれの王は、魔剣士として最強の力を誇っているものの、本国を守護するため前線に赴くことは無いと言われていた。

　ちなみに幕府の場合は別に王がおり、魔剣士の長は将軍職を与えられているのだが、アインを混乱させないためにシオンはざっくりと「王」とひとくくりにして説明した。

　納得したアインにシオンは続ける。

「だから各国、魔剣士を陣営に加えることには積極的なの。中には国家に所属しない魔剣士もいるし、わたしみたいな弱い魔剣士も……あっ、もう魔剣士じゃないんだけど」

　説明しながらシオンの声のトーンがだんだんと落ちていく。アインは話題を変えた。

「ところで魔剣士の強い弱いってどこで決まるんだ？　才能って言われてもいまいちぴんとこなくてな」

　シオンは少しだけ悩んだ。自分でも才能は才能だと割り切った風にしか考えたことが無かったのだ。

「生まれ持った干渉力の大きさとしか言えないわ。干渉力という言葉の由来は、滅びた魔ま導どう文明に関連しているみたいなのだけれど……詳しいことはまだわかっていないのよ」

　言葉のニュアンスからして、ある存在に対して「干渉」できる力ということなのだろう。魔ま導どう器きも自然界に干渉して力を引き出している。

　魔剣士の場合この干渉力の有無が重要であり、その内包している力の大きさがすなわち才能の大きさと言えた。

「だから自分の干渉力に見合わない魔剣と契約すれば、命さえも吸い尽くされてしまう。強力な魔剣ほど、要求する干渉力も大きくなるものよ」

「それって……抜いただけで死ぬってやつか」

　アインがランタンの明かりの隣を歩くティオーレに視線を向けた。

　彼女はシオンの講義を黙って聞いていたのだが、アインが向き直るとうんと大きくうなずいてみせる。

「アインはあたしと契約した時のこと、覚えてる？」

「俺はジュークに殺されかけてて、裸の女の子が出てきた時にはえらく驚いたぞ」

　だいぶ端折はしよった言い方にティオーレはあきれ気味だ。

「奇跡が起これば助かるわ……って」

「ああ、そうだな。素人の俺が勝てたのも半分は奇跡っていうか、まぐれみたいなもんだ」

「そうじゃなくて！　奇跡っていうのは……アインがあたしと契約できたことであって……もしかするとあたしがアインを殺してたかもしれないのよ」

「ティオが気にすることじゃないって」

　アインは微笑ほほえんだ。決してティオーレを拒んだりしない。

　ただ、優しいという単純な感情でもなく、アインはティオーレにもナナシキにも女の子として向き合おうとしてくれる。それでありながら、魔剣であることもきちんと受け止めてくれているようにティオーレは感じた。

　魔剣として尊重してくれるだけでなく、それ以上の存在として扱ってくれる。

　そんなアインだから、その寄せられる信頼を裏切りたくない。

　失いたくない。守りたい。思いが強くなるほどティオーレは不安に陥った。

　自分には欠点がある。いや、これはもう欠陥と言っても差さし支つかえない。

　それならやはり、自分よりもナナシキの方がアインには相応ふさわしいのかもしれない……。

　うつむくティオーレの頭を、アインはそっと撫なでた。

「どのみちあのままティオが助けてくれなきゃ殺されてたんだ。そんな顔すんなって。ティオが責任を感じることなんてなんにもないんだぞ」

「本当に？　あたしのこと怖くない？」

「怖くないし嫌いにもならない」

　優しく微笑むアインにティオーレはうなずいて頬ほおを赤らめた。

　アインと契約できて良かった。そんなことを考えるとティオーレは多幸感に包まれる。ただ、それをアインに知られるのは最強の魔剣としての沽こ券けんに関かかわるため、抑えなければとも思うのだ。記憶は無くとも気概はあった。

　それでもアインに頭を撫でられると、ティオーレの本心は顔に出てしまうのだった。




　またしばらく地下道を進むと、ようやく地上へと通じる出入り口にたどり着いた。岩盤をくりぬかれた天井に頑丈そうな鉄格子がはめられている。

　一度見上げてからアインが視線を落とす。

「ティオ……斬きってくれないか？」

「え、ええ!?　あたしが……こ、こんな障害物を斬きらなきゃいけないの？」

「嫌なのか？」

「い、嫌に決まってるでしょ！　そういうのはあたしの仕事じゃないの」

　ティオーレを研ぎ直してからアインは彼女を抜いていない。調子を見るつもりだったのだが、ティオーレに拒否されてしまってはお手上げだ。

「そうか。どれくらいの切れ味になったか見ておきたかったんだけどな」

　より艶つやを増した銀髪を揺らしてティオーレは首を左右に振った。

「大事なときのために力は温存しておくべきでしょ？」

　アインはティオーレにランタンを預ける。無理強いもできないしティオーレの言うことにも一理あった。

「じゃあナナシキ。頼む」

　元々そういう計画だったため、淡々とした表情のままナナシキがうなずく。

「……承知しました」

　アインはナナシキの手を握って抜きはらった。彼女の身体からだが光に包まれ剣へと変わる。

　刀身がひらめいた。彼女の刃やいばは鉄格子を溶けかけたバターのようにあっさりと寸断してみせる。ナナシキを女の子の姿に戻すと、アインは砦とりでの中へと侵入を果たした。

　地下道を抜けて、街で情報が売られてしまっているほどに形けい骸がい化かした秘密の通路を進む。本来は砦が陥落した場合などに要人を逃がすための脱出路だが、それを逆流していく格好だ。

　たどり着いたのは地ち下か牢ろうだった。

　見張りの兵の姿は無い。アインは牢ろう獄ごくを一つずつランタンで照らして確認する。

　どの牢にもサードアイの姿は無く、自然とアインの口から吐と息いきが漏もれた。

「牢屋にいないなら先生はいったいどこに捕まってるんだ？」

　シオンが自分のあごを親指と人差し指で軽く挟むようにして考える。砦の牢はここだけではない。

「塔の上の独房かもしれないわね。重要人物はそちらに監禁されるようだし」

　アインが天井を見上げた。目指すは上の上のさらに上の階だ。

　この先、進めばジュークと遭遇する可能性は大である。

「こっからが本番だな」

　緊張で声を震わすアインを勇気づけるように、ティオーレが胸を張る。

「あたしがついてるんだし、どーんと大船に乗ったつもりでいればいいんだから」

　自信満々でウインクしてみせるティオーレにシオンが釘くぎを刺す。

「ティオーレがいくら強くても油断は禁物よ」

　肝に銘じるようにアインが深くうなずいた。魔剣と契約できたとはいえ剣術に関してアインは素人だ。そのうえナナシキにも言われたことだが、相手を殺す覚悟にも欠けている。

「そうだよな。ティオもナナシキもまだ本来の実力を出し切れてないわけだし」

　ティオーレの表情がゆるゆるに緩む。

「わ、わかってるじゃないアイン。あたしはまだ全然実力を出してないもの」

　ナナシキは相変わらずの淡々とした口ぶりで返した。

「……アインの戦闘における技術的な未熟さは許容範囲内です」

　シオンが困ったように眉まゆを八の字にさせた。もちろん魔剣士が剣技に長たけていればより力を発揮できることは間違い無い。シオンとしてはできることならナナシキとともに、自身の剣技も一緒にアインに譲じよう渡としたい気持ちだ。

　それでも剣技はあくまで後天的な要素でしかない。むしろ剣士としての素養がないからこそ、アインは剣術の枠に収まらない破天荒な「魔剣士」になる可能性も秘めている。

　最初にジュークと戦った時、アインは無理な体勢からでも攻撃に転じようとした。ああいった動きは剣を学んでいれば選択肢から除外されるものだ。

　それをただ実行してしまうのは素人の行動だが、魔剣と契約していればそれを力ちから業わざで成立させられる。

　それになによりアインは魔剣少女の二人に好かれていた。時折、シオンがうらやましく思うくらいに仲が良い。相性は重要だ。息が合ってこそ連携もとれるというものである。

　シオンはアインに告げた。

「アインは強くなるわ。私が保証する」

　急におだてられたみたいでアインは少しこそばゆい。ただ、アインにもシオンが自分の事をおもんぱかってくれたのはわかる。

「おう。ありがとうなシオン」

　素直なアインにシオンはうなずいた。

「ちゃんと根拠だってあるのよ。人間同士だって気の合う合わないはあるでしょう？　平たく言えばだけど、仲が良い方がお互いに力を発揮できる。わたしがナナシキと契約する時に、サードアイはそんな事を言っていたわ。どれだけ強い干渉力を持った魔剣士でも、契約した魔剣との相性が悪ければ力を出し切れない。その点、アインはティオーレともナナシキともうまくやれていると思うの」

　シオンもナナシキとうまくやれているつもりだった。性格的な不一致は無かったのだが、シオンには生まれ持った干渉力が足りていなかった。才能がなければ相性が良くても出力不足に陥り、才能があったとしても相性が悪ければ魔剣の力を生かし切れない。

　アインにはその両方を成立させられる素養がある。剣術はこれから学んでいけばいい。それがシオンが思うアインが強くなる根拠だ。

　突然、アインの背中に柔らかいものが押しつけられた。ナナシキがアインを背後からきゅっと抱きしめる。同時にティオーレが押し殺したような悲鳴を上げた。

「な、なにしてるのよ！」

「……積極的なスキンシップをはかることで相性を高め戦闘に備えています」

　なにが起こったのか一瞬遅れて認識してアインも声を上げた。

「お、おいナナシキ！　やめろって！」

「やはり直接の方が良いでしょうか。衣服を解除しましょうか？」

「するなああああああああああああああああああああああああっ！」

　アインの悲鳴を聞きつけて、足音が上の階から地下に下りてくる。シオンの表情に緊張が走った。

「気付かれたみたいね。こんな形でっていうのが情けないけど」

　アインが慌てて自分の口を手で押さえたが手遅れだ。謝罪の気持ちはあるのだが、今は言葉を呑のみ込んでアインは意識を切り替え耳を澄ます。

　足音は一人だ。そのまま階段を伝って地ち下か牢ろうに下りてくる。

　アインはランタンの明かりを消して階段を駆け上った。兵士は軽装歩兵だ。アインはその胸の辺りに高速で掌てのひらを打ち込む。

　的確に心臓のある部分を打たれて兵士は声も無く倒れた。シオンがあっけにとられる。

「す、すごい……なにをしたのアイン？」

「先生直伝の鎧よろい通どおしって技だ。鎧の上から衝撃を相手に打ち込むんだけど……まあ、細かいことはともかく、うまく決まったんでしばらく目は覚まさないだろうな」

　気絶した兵士を引きずり下ろし、階段の陰に隠してアインが三人に促した。

「今のうちに行くぞ」

　地下牢から続く階段を上がると左右に分かれる通路に突き当たった。通路の天井には魔ま導どう器きのランプが設置されている。すぐに通路には出ず階段側に潜み、暗がりでアインたちは息を殺した。人の気配がだんだんと近づいている。アインが足音を聞き分けた。

「……相手は七人。やるしかない……か」

　魔剣を装備すれば倒すことはできる。問題は一撃で七人を仕留めなければならないということだ。逃がして仲間を呼ばれると厄介だった。

　ティオーレがアインにぴたりと身を寄せる。

「じゃあじゃあ、今度はあたしの番よね？」

　鉄格子の時は乗り気でなかったティオーレが、急にやる気を出し始めた。

　アインは小さく首を左右に振る。

「頼む……ナナシキ」

「な、なんで!?　こういう時こそあたしの出番でしょ？」

　ティオーレはしょんぼりとうつむいた。

「ティオは温存しておかないとな」

　だが、アインがナナシキを抜こうとしたその時、近づいてくる兵士たちの足音が止まった。

　砦とりでの通路に少女の声が響く。その声にアインたちは聞き覚えがあった。

「こっち、問題無い」

　兵士の一人が少女に確認した。

「ですが、こちらで悲鳴のような声を聞いた人間がおります」

「だれもいない。大丈夫。責任はとるから」

「そ、そうおっしゃられましても」

　通路の中を吹ふ雪ぶきのように冷たい風が通り抜けた……かのようにアインは錯さつ覚かくした。冷たい気配を発したのは……少女だ。

「あんまりしつこいと、殺す」

　抑よく揚よう無く冷たく研ぎ澄まされた少女の声に、兵士たちは恐れおののいた。

「ひ、ひいい！　し、失礼しました！」

　兵士たちが元来た通路を引き返していき、アインがほっとしたのもつかの間、声の主が地ち下か牢ろうに続く下り階段に近づいてきた。

　通路から姿を現した少女を階段の下から見上げて、アインは言葉を漏もらす。

「お、お前……」

「もう、だいじょうぶ」

　小柄なショートボブの髪の少女だった。見慣れない民族風の衣装に身を包み、彼女は小さく笑う。彼女はジュークの魔剣だ。初めて会った時、首輪をつけられ鎖くさりに繋つながれていた魔剣少女だった。

「こっち。ついてきて」

　ジュークの魔剣少女はアインに手招きした。

「ついてこいって……お前、いったい……」

「人、探してる？」

「あ、ああ」

「その人に頼まれた」

　ティオーレとナナシキが警戒しシオンも動揺を隠しきれない中、悠然とした口振りでアインは魔剣少女に聞く。

「お前はジュークの魔剣だろ？　なんで俺たちをかばったんだ？」

　魔剣少女の大きな瞳ひとみに涙が浮かんだ。

「助けるから、助けて」

　そう告げると魔剣少女はアインたちに背を向けて歩き出した。シオンが一歩前に出てアインの足を止めようとする。

「罠わなかもしれないわ。というか明らかに罠よね」

　この砦とりでに向かうと決めた時と同じセリフが、シオンの口を衝ついて出た。

　アインはうなずきながらも、ゆったりとした足取りで前に進み続け、魔剣少女の後についていく。

「けど……こいつは本当に助けを求めてる」

「なんでそう言い切れるの？」

「あんな目で嘘うそはつけない。たとえ人間でも魔剣でもな。それに子供だし」

　敵の魔剣であっても分け隔てがなさ過ぎるアインに、シオンは困った顔で返しながら止めた足を再び進めだす。

「本当にお人ひと好よしね。そもそも魔剣の外見が実際の年齢と一致するとは限らないわよ」

　ティオーレがアインの隣を歩きながらほっぺたをぷっくり膨らませた。アインの「子供だし」という言葉尻が気に入らないらしい。

「アインは魔剣なら幼女でもいいのね！　このロリコン魔剣士！」

「人を見境無い人間みたく言うな。だいたい、あいつはお前と大して違わないだろ」

　通路をゆらゆらと歩くジュークの魔剣にアインが視線を向ける。彼女の背中はティオーレよりも小さいのだが、大差ない。それでアインがロリコン魔剣士のそしりを受けるなら、ティオーレをアインが好きになっても同じそしりは免れない。

　が、ティオーレは「自分とあいつとでは決定的に違うのだ」と胸を張った。

「あたしはあんなに洗濯板じゃないわよ。今すぐ見る？　視認する!?」

　アインの口から弛し緩かんしたような声が漏もれた。

「ハァ……しないから。ナナシキはどう思う？」

　感情的なティオーレの意見は参考程度にして、同じ魔剣としてジュークの魔剣少女の行動について、冷静なナナシキがどう受け止めたのかをアインは確認した。

「……私の外見はティオーレよりも年齢が上に見えますが、作られた年代で言えばティオーレの方が古いと言えるでしょう」

「いやそういうことじゃないんだが……」

　質問の仕方が悪かったとアインは反省した。

　一方、ナナシキの分析を受けてティオーレが若じやつ干かん焦り気味に勝利宣言する。

「そ、そうよ！　この中の誰よりも、あたしが一番のお姉さんなんだからね」

　あまりに必死なのでアインはつい吹き出してしまった。

「年上のわりには落ち着きがないよな、ティオって」

　不満げにティオーレがアインを睨にらみつける。

「だからティオって呼ばないで。敬意を払ってティオーレと呼びなさい」

「おう、そうだなティオ」

「またわざとそうして……」

　あきれるティオーレにアインは真剣な顔で返す。

「ティオの方が音の響きがかわいいから、ついそうなっちまうんだ」

「か、かわいいとか言われても……アインのばかぁ」

　冗談めかすわけでもなく真顔で言われてティオーレは赤面した。

　そんなアインとティオーレのやりとりに、ジュークの魔剣少女が足を止め振り返ると驚いた顔になる。

「仲良し。どうして？」

　アインがこたえた。

「ティオーレが良い奴やつだからだな。ちょっと生意気だけど」

　一言余計とティオーレがさらにふくれっ面になった。だが本気で怒っているわけでもなさそうだ。悪い悪いとアインは謝ってからジュークの魔剣少女に向き直る。

「そういえば、名前はなんていうんだ？」

「それは秘密。言うのは良くない」

「じゃあとりあえず黒髪だから、クロでいいな」

「ひ、ひどい」

「そう言うなって。呼び名があった方がいいだろ。じゃ、そういうことだから、案内よろしくなクロ」

　ティオーレの視線がジュークの魔剣少女──クロの傷いたんだ髪に注がれた。

「その髪、きちんと研いでもらってないでしょ？　本当にひどい奴ね」

　クロはこたえない。ジュークを庇かばっているのか、それとも批判することを禁じられているのか、彼女の態度や表情から読み取ることはできなかった。

　もじもじと言いにくそうなクロに、業を煮やしてティオーレは告げる。

「ああもう……わかったわ。さっさと案内しなさい」

「え、えっと」

　案内すると言っておきながら、クロの足が止まってしまう。

　アインが告げた。

「案内してくれ。あいつがいるんだろ？」

　アインのまっすぐな眼まな差ざしには決戦への覚悟があった。

　クロは無言でうなずくと再び歩き出す。アインたちはその後を追った。

　先ほどまで兵士たちの気配や息づかいが往来していたことなどまるで嘘うそのように、砦とりではしんと静まり返っていた。




　アインたちは城壁に囲まれた中庭のような広場に出た。

　広場の中央に兵士の一群を引き連れた細身の男が、一行を待ち受けていた。

「コソコソしてんじゃねぇよクソが。なんでわざわざこっちがテメェに合わせなきゃならねぇんだ」

　魔剣士ジュークが言い放つ。彼が腕を振り上げるなり、兵士たちが一斉に槍やりを構えた。

　その切っ先はシオンを狙ねらっている。気付いたアインがジュークを睨にらみつけた。

「お前の狙いは俺だろ？」

「女が人質になれば逃げられないだろ？　おっと、下手に動くなよ女ぁ」

　号令一つで兵士たちが殺到する。それならばアインもナナシキを抜くまでだった。切れ味を落としてしまうことになるが、ナナシキには大軍をなぎ払う力がある。

　だが、アインがその力を振るうことは無かった。すでにシオンは敵の手に落ちていたのだ。

　クロがいつの間にかシオンの背後にぴたりとくっついていた。その手には短刀が握られている。

「殺させないで」

　冷たい少女の声にシオンは気丈に返した。

「わたしに人質の価値は無いわよ」

　ナナシキの所有権はすでにアインにある。ここでアインがサードアイに合流できれば、後のことは彼がしてくれるだろう。自分の役目は終わったのだ。ただ、最後に人質になるという失態を演じてしまったことが悔やまれる。

　クロが首を左右に振った。

「人質の価値、決めるのはあの人」

　視線の先にアインの背中があった。アインは当然、シオンを犠牲になどできない。この場においてそれを理解していないのは、人質となったシオンだけだ。

　ジュークがアインに向けて笑った。

「なぁに。テメェが逃げなきゃ女には指一本触れねぇよ。連れてこい！」

　兵士たちがシオンを囲んでアインたちから引き離す。それに合わせてクロも持ち主の元へ歩き出した。クロがシオンに告げる。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

　シオンはクロも苦しんでいると感じた。契約に縛られているのだ。

「敵に謝ってんじゃねぇよ」

　ジュークが苛いら立だち混じりに言いながらクロを蹴けりつけ、跪ひざまずいた彼女の背中を踏みつけ踏みにじる。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

「そうだ。テメェが謝らなきゃならねぇのはオレだよな？」

　ジュークの仕打ちがティオーレの逆げき鱗りんに触れた。彼女の長い髪が風も無いのにふわりと浮き上がる。

「あいつ……許せない」

　下唇を噛かんで拳こぶしを握るティオーレの手を、アインはそっと包むように握った。彼女の怒りが震えとなって伝わってくる。だが、主導権は相手にあった。

　後ろにクロを従えながら、ジュークがゆったりとした足取りでアインに歩み寄る。

「生きててなによりだ。オレに殺されにここまで来るとは、わざわざご苦労だったな」

「どうしたらシオンを解放してくれるんだ？」

　アインはひるまずジュークと対たい峙じした。

「オレと戦え。テメェが勝てば女は解放する。それに……あの男の事も教えてやろう」

　人質はシオンだけではない。アインの目的はサードアイを助けることだ。

「先生はここにいるんだな」

「先生なんて呼ばせてんのか？」

　皮肉っぽく笑うとジュークはクロの手を取り抜きはらった。小さな少女の身体からだが光に分解されジュークの手に収まる。

　柄つかも短い片手剣……その鞘さやは投げ捨てられると同時に光に還かえった。以前対たい峙じした時と変わらず、ジュークの魔剣に刃はは無い。

「抜けよ。クソガキ」

　今は要求を呑のんで戦うしかない。戦いながら人質二人を救出する機会をうかがうのだ。

　アインにとって問題は、ここでどちらを抜くかだった。

「頼む……ナナシキ」

　ティオーレの表情が曇くもる。

「ど、どうしてあたしじゃないの？」

　返答に詰まるアインに代わってナナシキが告げた。

「……ティオーレ。貴方あなたの力は不安定です。現状では私を選択する方がより安全です」

「信用……無いんだ」

　アインは首を左右に振った。

「そうじゃない。ティオの事は信じてる。だから……もう少しだけ待っててくれ」

　ティオーレはゆっくりと下がる。悔しくて今にも泣き出しそうだった。決戦に抜かれないということは、魔剣としてナナシキに負けたということに等しい。

　一方でナナシキの言い分も解わかっていた。自分を知らないティオーレは、自身が思っているよりも不安定な存在なのだ。わかってる。それはわかってる。

　ここ一番で自分を使って欲しかった。ティオーレは今にも泣き崩れそうになる。悔しくて仕方ない。それでも……ティオーレは顔をあげた。

「ナナシキ。アインのこと……頼むね」

　アインの選択を尊重すること。魔剣である以上、そうしなければならないことをティオーレは心得ている。ならばこの決戦の場において仲間を信じることくらいしかできない。

「……承知しました」

　託されたナナシキがアインの隣に並びたった。

「行くぞナナシキ！」

　アインはナナシキの手を取ると抜きはらった。ジュークがため息を吐つく。

「確かにテメェは化け物だ。二本の魔剣と契約できる魔剣士なんざ、聞いたことねぇ」

　すでに情報は筒抜けらしく、ジュークは驚いた素振りもなく漫然とした空気を漂ただよわせていた。隙すきだらけだが、あえて誘うために余地を残している。

　アインはナナシキを両手持ちで構えた。剣術を知らないアインはといえば、こちらは文字通り隙だらけだ。ジュークがにんまりと笑う。

「んじゃあ、殺し合おうか。魔剣士同士、魔剣士らしく正々堂々とな」

　ジュークが手首を返した瞬間──アインの左肩に裂れつ傷しようが走る。同時にシオンの口から悲鳴が上がった。

「アイン！　わたしのことは構わず逃げて！」

　それができないと解わかっていてもシオンは叫ばずにはいられない。才能だけならアインの方が上だろう。だがジュークには魔剣士としての経験に加えて、人質というカードが二枚ある。そのうちの一枚であることがシオンには心苦しい。

　案の定、アインは引かなかった。ジュークの手元に集中したままアインは気炎を吐く。

「守るって約束しただろ。それにかすっただけ……ッ!?」

　今度はアインの右肩が切り裂かれた。背後から斬きられたような感触に一瞬、アインは後方に注意をそらす。

　その刹せつ那な──ジュークがアインの目前まで一息で距離を詰めると回し蹴げりを放った。上半身を刈かり取るような蹴りを受けて吹き飛び、アインの身体からだが地面を転がる。

『……アイン。大丈夫ですか？』

「痛いってぇ……けど、問題ないッ!!」

　アインが立ち上がるのを待ってジュークが笑った。

「どうした？　威勢が良いのは口だけか」

「今のは油断したんだ」

　背後からの攻撃というのは錯さつ覚かくだろうか。疑問を残すアインにナナシキが進言する。

『……相手の攻撃の正体がつかめるまで、防御に専念すべきです』

　ナナシキらしい提案だ。それが戦いの常道かもしれない。しかし相手は戦闘経験豊富な魔剣士だ。常道ならば読まれていると考えた方がいい。

「攻めるぞ。攻撃こそ最大の防御だ」

　ナナシキを突きの構えにしてアインは地を蹴った。身体が矢のように跳ぶ。が、標的を捉とらえきれない。

　ジュークは必要最低限の動きで突進をかわすと、カウンター気味に膝ひざ蹴げりをアインのみぞおちにたたき込む。

「──ッ」

　声にならない悲鳴を上げて、アインはその場で膝から地面に崩れ落ちた。

　ジュークが笑う。

「なんだぁ？　契約できてるってだけで、魔剣をまるで使えてねぇんだな」

　ジュークは倒れたアインの腹を蹴り上げた。アインの身体が宙に浮く。それに合わせてジュークの手首がスナップを利かせるように俊しゆん敏びんに空間を弾はじいた。

　空中に浮かんだアインの背に裂れつ傷しようが走る。

「ぐああああああああああああッ！」

　地面に落ちたアインの元へと、シオンが飛びだそうとした。自分が行ってなにが出来るわけでもない。それでも行こうとする彼女の首元に槍やりの切っ先が突きつけられた。

「どいて！　アインを助けなきゃ……」

　首筋に切っ先があたる。痛みを感じる。血が流れ落ちる。それでも斬られようが突かれようが、構わずシオンは踏みだそうとしている。

　そんな少女を倒れたままのアインが声を上げ制止した。

「来るなシオン！　これは……俺の戦いだ」

　よろけながらも立ち上がり、アインは再びナナシキを構えた。ナナシキの力で身体能力強化と痛覚の鈍どん化かが成なされ、回復も同時進行している。

「ナナシキ。痛みを和らげる分の力も攻撃に回してくれ。こっちも遠距離攻撃だ」

『……魔剣士が相手では衝撃波の効果は期待できません』

「注意を引ければ十分だ」

『……承知しました』

　蹴けられた急所の痛みと斬きられた背中の痛みがじんわりと浮かび上がる。傷口が熱い。ナナシキによって打ち消されていたものが甦よみがえったのだ。

　アインはナナシキを振り上げ、気迫と共に振り下ろした。空気を切り裂く衝撃波が一直線にジュークめがけて飛ぶ。ジュークは手首をひねるようにして腕を振るった。

　衝撃波が雲うん散さん霧む消しようする。だが、この攻撃そのものが囮おとりだ。

　アインは衝撃波を放つなり、それを追いかけるように飛びかかった。

　ジュークが笑う。素人らしい浅知恵だと。

「突撃バカが！　テメェみたいなのが一番イラつくんだよ」

　一瞬遅れてアインの脇わき腹ばらが切り裂かれた。ジュークが剣を振るった気配はない。

　自分がいつ攻撃をされたのか、アインにはまったくつかめなかった。

　だが、傷つきながらも怯ひるむことなく、アインはナナシキをジュークめがけて放つ。

　ジュークは剣の軌道を読み切ってかわすと、アインの胸を押すように前まえ蹴げりをあてた。

　アインの身体からだが大きく後ろにのけぞる。

　前蹴りは格闘術では威力よりも牽けん制せい、間合いを取る時に使う蹴りだと、アインはサードアイから教わったのを思い出した。先ほどの回し蹴げりと比べれば衝撃も少ない。

　よろけながらも、なんとかふんばってアインは再びジュークと対たい峙じする。

「どうした。腰こしが引けてるぞ？」

「うるせぇ」

「もっと近づいてこいよ。守ってばかりじゃ勝てねぇってのはわかってんだろ？」

　アインはジュークとの間合いを計れずにいた。見えない刃はがただ長いというのであれば、不可解な攻撃がいくつかある。

「来ねぇんならこっちから行くぜ？　次は足だな」

　アインの傷は現在進行形でナナシキが治癒している。だが、傷が増えれば処置が間に合わず、ナナシキが回復に力を取られるほどアインの身体能力強化は弱まった。ただでさえ押されている。足を斬られて動けなくなるのはまずい。アインは声を上げた。

「ナナシキ！　足の防御を頼む」

「……それでは上半身への反応が遅れます」

　アインが致命傷を受けていないのもナナシキによる自律防御があるためだ。ティオーレほどアインの身体からだに負荷をかけず、ナナシキは敵にアインの身体の表面を斬きらせるにとどめる形で、致命傷を避けていた。

　ジュークの魔剣の威力が思いの外低いためできる芸当だ。

　相手をいたぶるために、ジュークがわざと力を抑えている可能性は否定できない。

　あと少し、ジュークの魔剣の切れ味が良ければ、刃はは易やす々やすと骨まで達しアインは立っていられなかっただろう。

　劣勢である。ティオーレにアインを託されたナナシキは、アインを守ることに最善を尽くした。だが、それではジュークが言う通り勝ちを拾えない。

『……本当によろしいのですか？』

　アインが決意の気炎を吐いた。

「構わない。頼んだぞ」

　アインは再びジュークに向かっていった。今度はまっすぐではなくジグザグに短距離の跳躍を繰り返し、距離を詰めていく。

「やっぱりバカだなテメェは。同じ速度、同じ距離、同じテンポで連続で跳んでりゃフェイントにはならねぇよ」

　死にたいならお望み通り殺してやる。

　そう言わんばかりに、ジュークの右手がやや上向きに動いた。

　殺す。あっけなく。足を狙ねらうつもりで宣言するバカがどこにいる？

　最初から狙いは一つ──首だ。その間抜けな面のぶらさがった首をもらい受ける。

　首への魔剣の防御を自分から切ったこいつが雑ざ魚こなのだ。

　雑魚は死ね。死ね。死ね。

　ジュークの意識が黒い殺意に塗り込められた。

　瞬間──。

「困りますね」

　城壁の上から男の声が響く。

　黒い殺意の合間に射さす光のように、声は闇やみを照らして夜の世界を寸断した。

　月から降りてきたような、アインにとっては優しくて、懐かしい声こわ色いろだ。

　アインの足がぴたりと止まった。その前髪がはらりと切り落とされる。あと一歩踏み込んでいれば、アインの首は胴体から分断されていた。

　自分が今、殺されかけていたことにも気付かず、アインは城壁の上を見上げた。

　月明かりを背にした男のシルエットが浮かぶ。

「先生……無事だったんだな！」

　その足取りを追いかけ続けてようやく再会を果たした男──サードアイ。彼こそアインの育ての親にして剣けん封ぷう結けつ社しやの幹部だ。

　ジュークが舌打ちした。

「チッ……なにしに出てきやがった？　約束が違ちげぇだろ」

　城壁の上に立ったまま、良く通り響く声でサードアイは眼下のジュークに告げた。

「それはこちらのセリフです」

「そのなんでもお見通しって面……イラつくんだよ」

　アインがサードアイに手を振った。

「先生！　早く逃げろ！　ここは帝国の砦とりでだぞ！」

「ええ。知っていますよアイン」

「じゃあなんで……俺のことを助けに来てくれたのか？」

　感動の再会とはいかなかったがアインは心底安あん堵どした。戦闘中にあってはならない弛し緩かん……だが、まもなくその弛緩は緊張へと転じることとなる。

　アインの問いにサードアイは答えない。たまらずシオンが聞いた。

「結社のみんなはどうなったの!?」

　黙り込むサードアイにジュークが笑う。

「言えねぇよな。そりゃあ言えるわけがねぇ」

　アインの視線がジュークに向いた。なにがおかしい。そんな視線を意にも介さずジュークは続ける。

「全部そいつの差し金なんだからよぉ」

　アインは耳を疑った。再び、城壁の上のサードアイに視線を向け直して問う。

「全部って……先生、どういうことなんだ？」

　返答は無い。その沈黙こそが答えだった。信じられずアインは叫ぶ。

「嘘うそだよな？　あいつが嘘を言ってるんだよな!!」

　サードアイが吐と息いきとともに告げる。

「貴方あなたを襲わせたのは私です」

「本当……なのか？」

　アインの声にサードアイはゆっくりうなずいた。

　これまで一緒に暮らしてきたからこそアインには解わかる。嘘を吐つくときほどサードアイは饒じよう舌ぜつでアインを試すようにして、楽しんですらいるような雰囲気を醸かもし出すのだ。

　逆に真実を伝える時の彼は寡黙だった。

　アインの肩が震える。指の先までその震えが伝わる。

　決壊しそうな感情は、そのままナナシキとティオーレの中に流れこんできた。

　強い感情が魔剣少女二人に注がれる。

　ナナシキはその感情を遮断した。彼女にはアインの心にとらわれる余裕がない。戦っているのだ。ジュークを相手に集中を切らせるわけにはいかない。

　だが、ティオーレは違った。アインの悲しみが、怒りが、濁流のように押し寄せる。

　ティオーレにアインの剥むきだしの感情がぶつかった瞬間、彼女の胸が痛んだ。

「記憶がないなんて言い訳にならないよね。アインの命をあたしが奪っていてもおかしくなかったもんね……ただ、アインと出会えて、あたしは……うれしかった……その気持ちは本当……きっと、いつまで経たっても変わらない……だから……あたしは……」

　ティオーレの心が自分以上に震えて傷ついていると、アインは感じた。

　瞬間──アインの中に渦うず巻まいた感情のうねりが、凪ないだ海のように静まる。自身の感情が蛇のようにのたうつほど、ティオーレが苦しむと理解したのだ。

　沸ふつ騰とうし、頭に上りかけていた血が引いていく。

　記憶もなく、いきなり目覚めてこの世界に刀身をさらすことになったティオーレも、アインと同じくなにも知らない。知らない者同士だ。彼女に罪などあるものか。

「ああ、信じるよティオ。俺はお前を信じる」

　挑発するようにジュークが楽しげに言い放つ。

「感動の対面で裏切り発覚とは傑作だなぁ。テメェは助けようとしていた人間にはめられてたんだぜ？　間抜け野郎。ついでに教えておいてやる。その男は反乱分子の裏切り者だ。剣けん封ぷう結けつ社しやとかいう、弱者がお互いの傷を舐なめ合うためだけにできたようなクソ組織がある……いや、あったよな？　あれは無駄に増殖しちまっててな。帝国内にある拠点の情報をその男は一つ残らず売ったんだよ」

　アインは沈黙した。勝ち誇ったようにジュークは締めくくる。

「つうわけで、そいつは捕虜じゃねぇ。客っつうか、むしろこっち側の人間だ」

　事実を知ってシオンが膝ひざから地面に崩れた。

「そんな……じゃあ、みんなは……」

　結社はすでに壊滅させられていたのである。

　絶望と苦く悶もんにゆがむシオンの顔を、ジュークは十分に堪たん能のうしてからとどめを刺した。

「皆殺しに決まってんだろ」

　アインがナナシキの切っ先をサードアイに向けた。

　怒りに震えそうになるのをこらえる。でなければ伝でん播ぱした怒りで、そばにいるティオーレの心が壊れてしまうかもしれない。こらえた上で問う。

「先生、本当のことを言ってくれ。どうしてそんなことをしたんだ？」

「平和のためです」

「仲間を裏切って、たくさんの人を殺して……それのどこが平和のためになるんだよ」

　サードアイの返答は無い。

「おっと。よそ見ばっかりしてんじゃねぇよ」

　ジュークが不可視の斬ざん撃げきを放ちアインの右肩を切り裂いた。不意打ちにアインは手からナナシキを落としそうになる。

　シオンも立ち上がる気力を失っていた。

　結社は壊滅しアインを助ける術すべもない。ただただ絶望に打ちひしがれる。

　ティオーレもまた、どうしていいのかわからず独り震える。

　自身の正体もわからず、この決戦の場で抜いてもらえず、いくら信じると言われてもアインの信頼を失ってしまったような気持ちになって、ティオーレは悲しみに暮れた。

　大きく戦意を失ったアインたちがおもしろくないジュークは、城壁の上のサードアイを見上げた。もう終わりではもったいない。

　この状況を更に楽しめるものにしたいという欲求が、ジュークの胸の内に黒い渦うずとなってわき上がる。

　ジュークが次に聞きたいと願うのは……サードアイの心が潰つぶれる破裂音だ。

　こういう「なんでもお見通しで、すべて自分の手のひらの上」と思っている人間ほど、手て駒ごまと思っていた存在が勝手に動き出すのを嫌うものである。

「殺すなって約束だったが、うっかり殺やっちまうかもな。なんかこいつらの泣きっ面を見てたらよ……テメェにも同じ顔をさせてみたくなってきたぜ。約束ってのは守るより破る方が楽しいからなぁ」

　ジュークの挑発にサードアイは抑よく揚よう無くこたえた。

「そんな顔を私がすると思っていたとは意外です」

「強がるなよ。愛する教え子が死ぬのを見るのはつらいだろ？　サードアイ先生」

「これで死ぬようであれば、そこまでの命だったということでしょう」

　それはジュークの望む反応ではなかった。まるでサードアイには動揺が見られない。

「チッ……もう少し取り乱しやがれ。こっちは本気だぜ？」

「構いませんよ。それにしても貴方あなたは根っからの嘘うそつきのようですね」

　ジュークは「ハッ」と一笑にふした。

　アインの口から言葉がこぼれ落ちる。

「先生……なんで……」

『……しっかりしてくださいアイン。今は生き残ることを優先すべきです。シオンを守り、ティオーレも守らなければいけません。考えるのは後でもできます』

　アインの手元からナナシキの淡々とした声が警告した。その言葉にアインは崖がけっぷちのところで冷静さを取り戻す。

　ゆっくりと息を吸い込み、吐き出した。ナナシキを造り上げたのはサードアイだ。だが、彼女は創造主の裏切りにも折れなかった。感かん傷しように浸ることも感情に流されることもなくアインの覚かく醒せいを促した。アインはぎゅっとナナシキの柄つかを握り込む。

「そうだったな。今は……あいつを倒すことに集中だ」

　ジュークがあきれ顔で天を仰ぎ、サードアイに対して呟つぶやく。

「構わねぇって言ったよな。撤回はできねぇぜ」

　そのままジュークはぐるりと半円を描くようにアインに向き直り宣言した。

「どうだ？　突然魔剣士に襲われて、人を喰くらう魔剣を掴つかまされて、信じていた先生にまで裏切られて……テメェなんざあの男にとっちゃ実験動物みたいなもんなんだよ。この先、生きててもなーんも良いことねぇんだから、早々とそのクソみてぇな人生の幕引きしてやるオレに感謝しろよ？」

　アインはとっさにナナシキを両手持ちにして構え直す。

　ジュークの右手が素早く刃はの無い剣を振るった。

「つうわけで死ね。テメェが死んだら次は女の番だ。すぐにあの世に送ってやる」

　ナナシキが防御に意識を回すよりも早く、アインの身体からだが反応する。

　その身のこなしにジュークの表情が一瞬、硬直した。

「まぐれだろ。クソがっ」

　ジュークの初撃が外れたのだ。避よけたのかどうか微妙なところで、ジュークには自分の攻撃をアインに見切られたのか判断が付かない。

　アインはナナシキを手にしたままジュークめがけて疾走する。

「わざわざ間合いに入ってくるなんざ、自殺願望があるとしか思えねぇな！」

　ジュークが手首を返した。

『……アイン。近づきすぎれば防御が間に合いません』

「大丈夫だ。なんとなくだけど……わかる」

　突っ込んできたアインにジュークは前まえ蹴げりを喰くらわせる。が、それはジュークが予想していたよりも大きくアインを吹き飛ばした。

　アインは自みずから後ろに跳んで蹴りの衝撃を逃がし、ナナシキを構え直すと確信した。

「そうか。だからお前は街であんな噂うわさを流させてたんだな。目に見えない刀身が恐ろしく長い……なんて。長いだけなら背中の方から前に向かって裂れつ傷しようができるのはおかしい」

　アインはそっと自分の肩の傷に触れた。ジュークが戯言たわごとを聞き流すように鼻で笑う。

「ハァ？　なにを言い出すかと思えば、殺されることが確定しておかしくなったか？」

「俺はお前なんかに殺されないし、シオンも殺させやしない」

　アインの目は死んではいなかった。むしろ先ほどよりも眼がん光こうは鋭い。

「やってみろよ」

　長々と喋しやべる癖のあるジュークが、アインの言葉を短く切って捨てる。

　互いに意識が戦いのそれへと完全に切り替わった。

　ジュークの右手が動く。アインは握り手に力を込めた。

「ナナシキ、絶対に避けるなよ」

『……承知しました』

　アインの右の二の腕がざっくりと切り裂かれた。痛みを食いしばってアインはその場に立ち続ける。直撃にジュークが再び余裕の表情を浮かべた。

「どうした。足がすくんで動けないか？」

　アインは挑発に耳も貸さない。

　振り返って目を閉じナナシキを構える。無防備な背中をジュークにさらす格好だ。

　シオンが叫ぶ。

「アインなにやってるの!?」

　ティオーレも我に返り声を上げる。

「敵に背中を見せてる場合じゃないでしょ!?」

　アインは目を見開いた。

「ここだっ！」

　ナナシキを振るう。空を切る魔剣。その切っ先が……なにかを弾はじいた。

　ぶつかり合った瞬間、アインはその圧力に負けてよろける。

　だが、確実になんらかの手て応ごたえを感じた。

　この瞬間──相手の正体をアインはつかんだ。ジュークの表情が苦々しくゆがむ。

「チッ！　まぐれってわけでもねぇのか」

　振り返ったアインがナナシキを構え直し、その切っ先をジュークに向けた。

「お前の魔剣は刀身が長いんじゃない。目に見えないブーメランみたいなもんなんだろ？　今ので軌道はだいたいわかった。この前は風にかき消されてたが、今なら飛ひ翔しようする刃やいばの風切り音で戻ってくるのも聞き取れる」

　アインは看破した。その正体を。ジュークの魔剣が持つ特性を。そして言い放つ。

「お前がおしゃべりなのは、相手の意識をそらすためだ」

　ジュークが吠ほえ返した。

「聞き取っただぁ？　そんな曲芸ができんのも、魔剣あってのことだろうが」

　ジュークは右腕でなにかを引き寄せるような動作をしてから、再びアインに向けて魔剣を構え直した。

「防いだつもりでいるようだが……そんなまがい物に圧おされるほど、こいつはヤワじゃねぇ。そうだろ？」

　クロが持ち主に返答する。

『まだ戦える』

　求められた時のみクロは発言を許された。

「当然だ。オレの役に立つ以外にテメェに存在価値はねぇんだからな。戦え、飛べ、斬きり殺せ！」

　ナナシキは傷の治療に力を奪われていて、威力が落ちている。アイン自身、さんざん斬られて血を流しすぎた。痛覚の鈍どん化かに力を割くなとアインは指示したが、これだけ斬られて痛みに耐えられるのは、最低限のところで痛みをナナシキが緩かん和わしてくれているからだ。

　ジリ貧だ。これ以上は時間が経たつほど不利になる。

　アインはナナシキを右手の片手持ちに切り替えた。

　そして、戦いのさなかにもかかわらず振り返る。

　後ろには、不安げに戦いを見守るティオーレの姿があった。

「次で決めるぞ……ティオ」

　唐突に言われて、ティオーレにはアインの言葉がうまく咀そ嚼しやくできない。

　決めるもなにも、今のティオーレはあくまでアインの後ろに守られるだけの存在だ。

　自分は要らない。必要とされていない。

　そう思う彼女に、アインは片目をつぶってウインクしてみせた。

「ふざけてる場合じゃないでしょ！　そもそもウインクはあたしの専売特許……」

　ティオーレは言葉を呑のみ込んだ。

　時折、ティオーレはそういう仕草をする。癖のようなもので、つい出てしまうことをティオーレ自身、自覚していた。アインは気に掛けていたのだ。気付いていたのだ。見ていてくれたのだ。そんな彼がティオーレにこう言った。

　次で決める……と。

　その言葉が、高らかな鐘かねの音のように心に響いた。

　ずっと我慢していた彼女に一歩を踏み出させる。

　そして、再びジュークに向き直るとアインは駆けた。疾しつ駆くした。全身に残る力を振り絞り、ジュークめがけて跳ぶ。

　読んでいたのかジュークも後方に跳とび退のいた。二人の相対距離は変わらない。

「なぁ、知ってるか？　魔剣の加護がなくなると、治癒力が無くなって痛みで意識が飛ぶんだよなぁ。いや、飛ぶならマシだ。なまじ精神力が高かったりして、意識を保ったままだと生き地獄だぜ」

　ジュークが魔剣を放つ。同時にアインの手からナナシキが弾はじけ飛ぶ。瞬間──ナナシキによって最低限緩かん和わされていた痛みがアインの全身を駆け抜けた。

　止血しきれず塞ふさいだ傷もいくつか開く。

　だが、アインは歯を食いしばる。ほとばしる血に全身を染めながら叫ぶ。

「来いッ！　ティオーレ！」

　アインは振り返って左腕を伸ばした。そこにティオーレが飛び込んでくる。

「やっと、ちゃんと名前で呼んでくれたわね！　アインの痛み……シオンの心の傷……一〇〇〇倍にして叩たたき返してあげるわ！」

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　立ち上る反撃の狼煙のろし。わき上がる鬨の声ウオークライ。

　ティオーレの声にアインは応こたえるように吠ほえると、彼女の腕を引き抱き寄せた。

　光が爆はぜる。

　ティオーレの肉体は光の粒子となって、その形を一振りの剣へと変えた。

　アインの手に加わる彼女の重みと存在感。その感触と重量は不思議と心地よく、そしてこれまでずっと自分の身体からだの一部だったようにアインには感じられるのだ。

　ジュークが悲鳴を返す。

「ふ、ふざけんじゃねぇ！　なんだそのインチキは!!」

　戦闘のさなか、敵に魔剣を使い分けられるという経験をジュークはしたことがない。いや、彼に限らずそれはすべての魔剣士に言えることだった。

　そのうえアインが手にした魔剣は正体不明。能力不明。ただただジュークにとっては不気味な存在。そして……。












　放った魔剣の刃はが戻るまで、ジュークを守るものはなにもない。

　ジュークの悪あがきな前まえ蹴げりも、アインは難なく払いのけた。

　アインの身体能力は、ナナシキを手にしていた時とは明らかに違う。

　初めて対たい峙じした時以上に、大幅に力を増している。筋力、瞬発力、圧力、破壊力。まるで別人と別の魔剣だ。

　ティオーレを信じ、アインは思い切り振るう。迷いは消えていた。

　魔剣士を相手に中途半端な攻撃では回復されてしまう。

　ゆえに全力。残らず力を振り絞る。

　懐に飛び込み打つ。ティオーレによる全身全霊を込めた一撃を──。

「──ッ!?」

　ジュークの視界に入る情報がゆっくりとスローモーションになる。

　自分の魔剣の刃が戻るよりも早く、アインの魔剣が殺しに来る。

「ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおお！　クソがあああああああ!!」

　それは鉄てつ槌ついのように打ち下ろされた。

　ティオーレの刀身がジュークの脇わき腹ばらに炸さく裂れつしたのだ。

　小さな爆発のような衝撃だった。

　ジュークの体内で骨が粉々に砕ける音が響く。

　衝撃はジュークの全身をかけめぐった。逃げ場無く身体からだの隅々まで破壊する。

　ゆっくりとジュークは仰あお向むけに倒れた。その足下に、遅れて戻った透明な刃はが突き刺さる。アインが取り囲む帝国軍の兵士たちに宣言した。

「お前たちの大将を倒した。約束通りシオンを解放してこの砦とりでから去れ！　逃げる者は追わない。俺の忠告に従わず挑んで来る者には容赦しない！」

　ジュークが悲痛な声を上げた。

「構うな殺せ！　女だけでも殺せ！　なにしてやがる殺せええええ！」

　アインがティオーレの切っ先をジュークに向ける。

「そんなことはさせない」

　通る声で宣言してアインが周囲を一ひと睨にらみすると、兵士たちは砦の城門を開いて我先にと逃げ出した。ジュークが倒れた瞬間から、彼らの戦意は残らず消し飛んでいたのだ。

　解放されたシオンがその場に力なくへたりこむ。

　アインの手から弾はじき飛ばされたナナシキは、人の姿になりシオンの傍らで彼女を守るように寄り添っていた。ジュークはまだ死んでいない。ナナシキの警戒は未いまだにジュークへと向けられている。

　仰向けに倒れたまま、部下に見捨てられたジュークが叫ぶ。

「クソ……クソクソクソクソクソッ！　クソどもが！　どいつもこいつも使えねぇカスばっかりだ！　一番クソなのはテメェだ、この雑ざ魚こ魔剣！　威力が低すぎんだよ。かすり傷じゃ殺せねぇだろ！　そのうえ防御も回復もろくにできやしねぇ……テメェなんかと契約しちまったせいで、オレはこんなことになっちまったんだぞ！」

『ごめんなさい』

「……ああ、痛いてぇ……痛み止めも満足にできねぇのか」

『この傷、深すぎる。治すのすごくすごく時間かかる』

「テメェが使えねぇ無能だから時間がかかんだろ？」

『…………』

　ジュークは非難の矛先を変えた。

「クソがッ！　なんとかしろ！　このガキの保護者だろうが！」

　城壁の上で文字通り高みの見物をしていたサードアイを恨みがましく睨みつける。

　ジュークの声にサードアイは眉まゆ一つ動かさない。

「お断りします。もし生きていたなら、またどこかで会えるかもしれませんね」

「に、逃げんのかテメェ！　絶対に許さねぇ！　どこまでも追いかけていって、探し出して必ず殺してやる！」

「ご自由に……」

　アインたちに背を向けると、サードアイはゆっくりと壁の外側に向けて歩き出した。

　アインが叫ぶ。

「待ってくれ先生！　先生はこいつに脅されてたんだよな!?」

「いい加減、私を先生などと呼ぶのはやめてください。私たちは他人です。貴方あなたとはもう会うこともないでしょう」

　フッ──と、サードアイの姿が城壁の上から消えた。城壁から飛び降りたのだ。普通の人間なら無事では済まない。が、飛び降りても良いよう準備ができているのがサードアイという人間だと、アインは知っていた。

「先生……」

　アインにはそれ以上言葉が浮かばない。父親とは違う、歳としの離れた兄のような存在だった。両親の記憶を持たないアインにとってサードアイは家族も同然だった。

　なぜこんなことをしたのか答えを聞くこともできないまま、男の背中はアインの視界から消えた。

　ティオーレがアインに聞く。

『こいつにとどめを刺して今すぐ追いかける？』

　アインは力なく首を左右に振った。

「もう十分だ。とどめは刺さない。先生は……今から追っても追いつけないだろうしな」

　アインはサードアイの追跡を断念した。追いつけないと思うのは本心からだ。

　サードアイは常にアインの二手三手先を行く。それはアインの身に染みついてしまっていた。例えば格闘術の組み手をしてみても、必ず最後はサードアイに有利な形にもっていかれてしまうのだ。

　ある意味、現状に流されるままだったアインには、今の自分にサードアイを捕ほ捉そくできるという気がしない。

　それに今、このままにしておけない状況がある。ジュークのことだ。アインが殺せないこともサードアイには織り込み済みなのだろう。

『それじゃあ、この子はどうするの？』

　ティオーレの興味はジュークではなく彼の手中にある魔剣に向けられていた。

「魔剣士が死んだら魔剣もただじゃ済まないよな」

　ティオーレは少しだけ黙り込んでから、ゆっくりと切っ先を小さく上下に振る。

『ええ……そうね。魔剣士から干渉力の供給が無くなったら、魔剣は光になって消えてしまうわ。そしてまたどこかに飛ばされて眠りにつくの。新しい持ち主に見つけられるまで……ずっとずっと、孤独よ』

　アインは思い出しながらうなずいた。ナナシキを折ってしまった時に、彼女は消えかけたのだ。

　ジュークが声を上げた。全身の骨を砕かれても声だけは嗄かれることがないらしい。

「そうだ。こいつにはオレが必要なんだ！　わかったらオレを見逃せ！　もうテメェらには手を出さない。約束する！　ほら、サードアイを追えよ！　どうせ行き先は港だろ？　帝都に行くつもりだ！　あの男は自分が所属する組織を売り払った功績を手土産に、亡命しようって腹なんだよ！」

「先生が向かうのは帝都なんだな」

　アインはジュークに背を向けた。すかさずジュークの右手が動く。

「って、行かせるわけねぇだろおおおお！　バカかテメェはッ！」

　地面に突き刺さっていた不可視の刃はが宙に跳ねた。

　ジュークの魔剣は金切り声を上げる。

『だめっ！　それはだめっ！　良くない！』

「指図すんじゃねぇ!!」

　再び、不可視の刃がアインを襲う。

「やっぱりお前はそういう奴やつだよな」

　アインは読み切っていた。ジューク自身、魔剣との呼吸がまったくあっておらず攻撃にキレがない。そんな雑な攻撃など、アインは軽々とかわしてみせる。

　最後の抵抗だったのだろう。ジュークによって打ち出された見えざる魔剣の刃やいばは、アインにかわされると月めがけて飛ひ翔しようを続けた。もはやジュークには制御するすべもない。

　引き戻すことさえできず飛翔を続ける魔剣の刃に、ジュークの身体からだから力が抜けた。

「……クソが……さっさと殺せよ。ガキ……」

　ジュークに背を向けたまま、アインはティオーレを右手に持ち替えると、ぎゅっと柄つかを握りしめる。

「ティオーレ。やるぞ」

　アインの言葉にティオーレは彼がなにを求めているのか瞬時に理解した。

　求めるは魔剣と魔剣士、その絆きずなを断つ力だ。

『今度は自分たちの意思でやるのね』

　アインの想おもいにティオーレが応こたえるようにして、二人の魂が響き合う。

　瞬間──ティオーレの刀身が虹にじ色の光に包まれた。

　離れた場所で見ていたシオンが息を呑のむ。寄り添って立つナナシキが目を細めた。

「……私とシオンのリンクはあの光によって断たれました」

　シオンが小さく首を傾かしげさせる。

「あれはアインと私に魔剣士としての力量差があったから起こった現象じゃないの？」

「……それ以上のなにかとしか……おそらくティオーレの固有能力なのでしょう」

　輝く刀身に息を呑んだのはシオンだけではない。

　ジュークが痩やせ犬のように息を吐つく。ティオーレの刀身が放つ輝きを、魔剣士の本能が拒絶していた。

　ジュークの瞳ひとみは怯おびえきっている。彼がこれまでいたぶってきた相手と同じ目だ。

　男の虚勢がむなしく響く。

「殺せよ。魔剣士ってのは殺やるか殺られるか、二つに一つだ」

　アインはゆっくり首を左右に振った。

「誰が殺してやるかよ」

　半ばジュークの手から暴走するように飛翔を続けていた不可視の刃が、その力を失い失速した。

　やはり、魔剣は魔剣士の力が無ければ限界を迎えてしまうのだ。単独で遠くどこまでも飛ぶことはできない。自由に自分で進む方向を思い描くなど、もっての他だ。

　どんな相手であろうと帰らなければならなかった。

　飛ひ翔しようを続けた刃やいばが、大きく弧を描き力なく持ち主の元へと舞い戻る。

　アインの身体からだに刻まれた幾多の傷は、その見えざる刃はの軌道を覚えていた。

　魔剣の息づかいのような風切り音に合わせて、アインは七色に輝くティオーレの刃を振るった。

　ピンッ！　と、薄いガラスを指で弾はじいたような澄んだ音色が響き渡る。

　アインの目の前で、透明な破片がパラパラと粉雪のように宙に四散した。

　見えざる刃がティオーレによって折られた──その刹せつ那な。

「う、ぐ、あ……ああああッ！」

　ジュークが身もだえた。その手から魔剣の柄つかが光に包まれ抜け落ちる。絆きずなが断ち切られ魔剣の加護は失われたのだ。

　クロは痛みの緩かん和わを十分に施ほどこしていたのである。その力がジュークから取り上げられれば、残るのは莫ばく大だいな苦痛だけだ。アインがほっと息を吐つく。

「どうやらうまくいったみたいだな」

『当然じゃない。あたしを誰だと思ってるの。天才魔剣のティオーレなんだから！』

「よくやったぞティオ」

『あっ！　さっきはちゃんと呼んでくれたのに……もう！』

　また呼び方が元に戻ってしまったのだが、ティオーレはそれでもうれしかった。きちんと名前を呼ばれて、ここ一番というところでアインの力になれたのだ。

　砕かれて破片となったクロが、光に変わり一カ所に集まる。

　小柄な少女の姿になった魔剣がぼんやりと立ち尽くしていた。

　その小さな身体が鬼火のような揺らいだ光に包まれる。燃えるほどクロの存在感が失われていくような光だった。

「痛いてえええええ！　どうなってんだ！　へたくそでも構わねぇから治癒しやがれ！」

　自分が失われていくのを感じながら、ショートボブの髪を左右に揺らしてクロが呟つぶやく。

「もう、ジュークの魔剣じゃない。だからできない」

「なに言ってやがる！　テメェはオレの所有物だろ！　なんとかしろおおおお！」

「ごめんなさ……」

　言いかけたクロの言葉をティオーレが遮さえぎった。

『謝る必要なんてないわよ』

「どうして？」

『もうあいつとは関係ないって自分で言ったじゃない』

　ジュークが息も絶たえ絶だえで吠ほえ立てた。

「謝れよテメェ！　そしてオレと今すぐ契約しなおせ！　またテメェで我慢してやる！　今すぐにだ！」

　アインが遮さえぎるようにクロとジュークの間に割って立つ。

「契約が破は棄きされたら魔剣士は干渉力の全すべてを失うんだろ。お前はもう、ただの人間だ。魔剣士には戻れない」

「う、嘘うそだ！　そんなわけあるか！　痛いてぇよ！　痛ぇんだよ！　身体からだがバラバラになりそうなんだ！　テメェどうにかしやがれよ！　クソッ！　クソッ！　クソがあああ!!」

　わめき散らすジュークにアインはうなずいた。情けをかけるつもりはないのだが、これ以上ジュークが騒いで、彼の元魔剣少女の心を逆さか撫なでさせたくない。

「ティオ……そっとな」

『わかってるわよ。ちゃんと峰打ちにするから』

　アインが小さくティオーレを振るう。首元にストンとティオーレの刃はが落ちた瞬間、ジュークの意識は切断された。

　役目を終えてティオーレがアインの手をするりと抜けると少女の姿に戻る。

　魔剣の加護を失ってアインは立ちくらみで膝ひざを折りそうになった。だが、なんとかこらえる。

　深呼吸を挟んで、足下で気絶した元魔剣士にアインは告げる。相手には聞こえてはいないのだが、おかまいなしだ。

「騒ぎが収まったら砦とりでに兵士が戻ってくるだろ。だから、死ぬことはないんじゃないか」

　そして、アインは視線を上げた。

　契約を断ち切られ残されたクロと対たい峙じする。光に包まれたまま怯おびえた表情を浮かべる彼女に、アインは少しだけ申し訳なさそうに聞いた。

「派手に折る……というか砕いちまったけど……大丈夫か？」

「どうして心配？　敵なのに」

　くりっとした瞳ひとみを潤うるませて少女は首を傾かしげた。

「ジュークと契約が切れたんだから、もう俺たちに戦う理由はないよな」

「うん。だけど……いっぱい傷つけた。いっぱい……殺した」

　不安げな魔剣少女にティオーレが真剣な顔で告げる。

「あなたは魔剣として自分の責務を果たしただけでしょ？」

　アインもうなずいた。

「悪いのは魔剣じゃない。どんな力だって使う人間次第だ。それに、お前は良い魔剣だ」

　ジュークが苦し紛まぎれに放った不意打ちに、彼女は待ったをかけようとした。それは明らかに命令違反だが、彼女は勝者であるアインに敬意を払い、ジュークの魔剣士としての矜きよう持じを守ろうとしたのだ。クロはうつむいた。

「ずっとずっとジュークは嘘ついてた。負けなのに認められなかった。自分を殺せって言ってたけど、本当は死にたくないって……自分に嘘をついてた」

　アインがしゃがんで彼女の目線より下から聞く。

「好きだったのか？」

　ショートボブの髪が左右に揺れた。光が散るように空気に溶ける。

「それは違う。けど……そばにいてくれた。魔剣は独りじゃなにもできないから……」

　遠くへは飛べない。一人ではどこに行くこともできない。

　魔剣士がいなければ、力を失い眠りにつくより他に無いのである。

　まもなく彼女は消えるだろう。クロを包む光は最後の瞬間の輝きをたたえていた。

　契約者を失った彼女の行く先は孤独な世界だ。

　いつか再び、自分を抜いてくれる者が現れるまで……もしかすると二度と目覚めることのない眠りが訪れる。

　光はだんだんと弱々しくなり、彼女の声も小さくなっていった。

「独りになるの、怖い。寂しい。自分に嘘うそ、つけない」

　魔剣少女の実体が、存在感が、そこにいるという感触が……消える。日ひ差ざしに溶ける粉雪のように、彼女は今、消えようとしている。行き先は遠く深い、時の凍った闇やみの中だ。

　アインがそっと手を差し伸べる。

「寂しいなら……俺たちと一緒に来るか？」

「「「「えっ!?」」」」

　アインの言葉に、ティオーレが、シオンが、ナナシキが……そしてクロが一番大きく目を丸くさせる。アインは気にも留めず続けた。

「二人と契約できたんなら、三人だってできるだろ」

　消えかけて実体を失いかけた少女の手を、アインはそっと握る。

「名前を教えてくれ」

　クロは戸惑った。迷った。自分が受け入れてもらって本当に良いのだろうか。小さく震えるその手をアインは再びギュッと握る。

「誰にもお前を消させたりしない」

　少女の瞳ひとみに涙が浮かんだ。その言葉だけで十分だった。

「え、えぺ……たむ。エペタムの名前は、エペタム」

「エペタムか。ごめんな。クロなんて呼んで。俺たちと来いエペタム！」

　ティオーレがこれまでに無いほどの盛大な悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっとアイン！　増えるなんて聞いてないわよ！　しかも名前をちゃんと呼んでるし！」

　ナナシキも懸け念ねんを表明する。

「……干渉力の許容量を超過した場合、どのような不具合が発生するかわかりません」

　アインは笑顔で二人に返した。

「放ほうって置いたら消えちまうだろ？　だから仲間になれエペタム」

「エペタムでいいなら……」

　もじもじしたまま、エペタムはアインに身をゆだねた。

　アインが彼女の腕をそっと引き寄せ抱きしめる。瞬間、エペタムの身体からだは光となってアインの右手に注がれた。

　まばゆく優しい──祝福の光。アインの手を通じてエペタムの中に干渉力が流れ込む。それはエペタムが今までに感じたことのない、穏やかで優しさに満ちた、とてもとても幸せな波動だった。

　契約は……成なったのだ。

　実体化した魔剣の姿にアインの心は一瞬奪われてしまった。

　エペタムは氷のように美しい刀身をしていた。その研ぎ澄まされた刃やいばは、ひんやりとした冷気を纏まとっているかのようだ。ただ、芯しんの部分に近づくほどだんだんと刃はが白く濁にごっていく。それも研げば綺き麗れいに磨き上げられそうだと、アインは感じた。

　試しとばかりにアインはティオーレにエペタムの刀身を見せてみる。

「なあティオーレ、見えるか」

「見えないわ。っていうか……もう！　アインのバカぁ」

　三人目の魔剣少女と契ちぎりを結んでけろっとしているアインに、ティオーレは泣きたくなった。アインの干渉力の底が見えないのは魔剣として喜ばしい。うれしい反面……ライバルが増えてしまった。

　ティオーレの反応をみてアインはエペタムの力を把握した。












「どうやらちゃんと契約できたみたいだな」

　使い手にはその刃はがきちんと見えている。そうでない者には見ることができない。

　契約している仲間の魔剣少女にも、エペタムの刀身は視認できないようだ。

　確認のため、アインはシオンにもエペタムを掲げてみせた。

「シオンはどうだ？　見えるか？」

　アインは軽くエペタムを振るってみる。その刀身をシオンは見ることができなかった。

「見えないけど……三本も魔剣と契約できるアインって……本当に何者なの？」

　確認を終えてアインが腕を振り下ろした瞬間、エペタムが反応した。

『エペタム、力見せる。アインの役に立てるようがんばる』

　アインの手からエペタムの刃やいばが独りでに飛ひ翔しようした。飛び出したエペタム自身が歓喜の声を上げる。

『こんなに速く飛べる。自由に飛べる。すごいすごいすごい！』

　まるでくびきから解き放たれたように、エペタムは楕だ円えん軌道ではなく彼女の意思で自由自在に宙を舞った。今まで使い手の干渉力不足によって、エペタムはその性能を出し切れていなかったのだ。そのままエペタムはシオンに向かって飛翔を続けた。

　微み塵じんも殺気を発しておらず、ナナシキも反応が遅れてしまう。

『エペタム、威力低い。けど命中率良好。精度高い。薄い布一枚からでも綺き麗れいに斬きれる』

　くるんくるんとシオンの周囲をエペタムが飛び回った直後──。

　シオンの服がリンゴの皮を剥むいたように、くるくるはらりと落ちた。

　魔剣少女二人に勝るとも劣らない、美しい肌が露あらわになる。

　そんな乙女の柔やわ肌はだには一切傷を付けず、シオンの身体からだのラインに合わせて機動したエペタムはその衣類だけを切断したのである。まさに有言実行だった。

　すべての布地が地面に落ちきるまで、まるで時が止まったようにシオンは呆ぼう然ぜんとしていた。そして……自分の身に何が起こったのか気付くや、シオンは咄とつ嗟さに胸を腕で隠して悲鳴を上げる。

「いやああああああああああ！　アインわざとでしょ！　アインがやらせたんでしょ！」

　アインも顔を赤くするとそっぽを向いて反論した。

「命じてないって！　エペタムが勝手にやったんだ！」

「魔剣のせいにするなんて卑ひ怯きようよ！」

「お、俺が悪いっていうのか!?」

　ナナシキが淡々とした口振りで言う。

「……魔剣は魔剣士の指示に従うものです。どうやらエペタムは指示があったと誤認したようです……おそらく、小刻みに振るうような動作かと推測されます」

　ティオーレがほっぺたを膨らませた。

「女の子の裸が見たいなら、あたしに頼めばいいじゃない！」

　エペタムがいつの間にか、女の子の姿になってアインの元に戻ると、くるくると子犬のように周囲を走り回った。

「エペタムがんばるね！　アインのためにがんばるね！」

「もう少しがんばり方を考えてくれえええええええええええええええええええッ!!」

　アインの絶叫が月夜に響き渡る。

　こうしてアインは三本目の魔剣──エペタムを手にしたのだった。








エピローグ




　砦とりでにあったものでシオンの服を急場しのぎ的に調達したアインたちは、砦を出ると街道へと続く道を進んだ。

　森を抜けるまでは逃げ出した帝国兵たちの動きを警戒していたのだが、視界の良い平原に出て不意打ちや伏兵の危険も無くなると、ようやくアインは生きた心地がしてきた。

　まだ心臓の鼓動は速く、姿を消したサードアイの影が脳裏にちらついている。

　今はそれを振り払うように足を動かした。

　アインの左右をシオンとティオーレが挟むようにして歩く。後ろにはナナシキがぴったりとはりついており、新しく仲間に加わったエペタムはアインたちの周囲を衛星の如ごとくくるくると、ひっきりなしに回っていた。

「自由！　自由！　エペタムこんなに自由！」

　エペタムはまるで別人のように明るく素直だった。これが本来の彼女なのかもしれない。ただ、無邪気すぎてなにをしでかすかわからないので、アインは少なからず身構えてしまいがちだ。

「よ、よかったなエペタム」

「アインに感謝。みんなに感謝！」

　ティオーレが少しだけ不機嫌そうに呟つぶやいた。

「それにしても、さっきの芸当は……正直なところすごかったわね」

　ティオーレにはとてもできないことだ。認める気持ちと嫉しつ妬と心が同時に生まれてティオーレは複雑だった。

　一方、褒められてうれしいらしくエペタムは笑顔を絶たやさない。

「ありがとう！　ありがとう！」

「けど、シオンにはちゃんと謝るようにね」

　ティオーレに釘くぎを刺されてエペタムはうつむいた。切り替えが早い性格のようで、落ちこむのも早い。

「ごめんなさい……」

　うるっと瞳ひとみを潤うるませてぺこりと頭を下げるエペタムに、シオンは苦笑いで返す。

「し、仕方ないわよね。エペタムもアインと契約して気持ちが高ぶってたみたいだし、許してあげるわ」

「ありがとう！　シオン優しい！　みんな恩人！　仲間にしてくれたアインは一番の恩人！　アイン大好き！」

　跳ねるようにエペタムはアインに正面から抱きついた。一行の足が止まる。

「お、おい！　いきなり抱きつくなって！」

　降ろそうとしたアインの首に腕をまわして、エペタムは顔を近づけると……ほっぺたにチュッと唇をあてた。

「うわあああ！」

　よろけるアインの腕の中から飛び出すように離れて、エペタムはうれしそうに微笑ほほえむ。

「エペタムの大好きの気持ち！」

　まるでじゃれつく子犬のようだ。そのままエペタムは順々に、シオンやティオーレ、ナナシキのほっぺたにもチュッとする。

　そのキスはとてもかわいらしいものだった。好きだという気持ちをうまく言葉にできなかったナナシキの、子供らしくも精一杯の感謝と好意の印だ。

　だが、アインたちはエペタムよりも精神的にほんの少しだけ成長している。

　キスが特別なものだと認識するくらいには、大人だった。

　それだけにアインだけではなく、シオンとティオーレの目まで点になる。ナナシキだけが冷静……ではなかった。

「……接せつ吻ぷん……でしょうか」

　珍しく震えた声でナナシキが呟く。自分がされたことよりも、アインがされたことにいくばくかのショックを受けていた。アインが死の危険にあっても冷静だった彼女らしくないことだ。シオンも同じ気持ちなのか、ぷるぷると小刻みに肩を震えさせた。

「い、今……き、キスしたの？　え、えっと……ほ、ほっぺただし、みんなにもしてたし挨あい拶さつ的なものよね？」

　ティオーレがキスされた自分のほっぺたに触れると、顔を真っ赤にしてアインの正面に立つ。

「アイン。ちょっとだけ屈かがんで」

「な、なんだよティオ」

「いいから屈みなさい」

「わ、わかった。屈めばいいんだな」

　有無を言わさぬティオーレに圧おされてアインが屈んだ瞬間、ティオーレの桜色の小さな唇がアインのそれと重なった。

　アインが驚いて後ろに倒れそうになり、その後頭部が柔らかいものに包まれる。

　ナナシキの胸だった。慌ててアインが前のめりに飛とび退のく。

　一連の動作にシオンが声を裏返らせた。

「アインの変態！」

「俺のせいじゃねえええ！　つうかいきなりなにすんだティオ！」

「き、キスくらいするわよ魔剣だもの！」

「俺……は、初めてだったんだが」

　エペタムがするように、村のちびっ子がほっぺたにしてきたことはあったのだが、あまりにも突然巻き起こった接触にアインは戸惑いを隠せない。

「あ、あああああたしだってそうよ！　文句ある？」

　アインのドキドキがそのまま自分の中に流れ込んできたような気がして、ティオーレの胸をいっそう高鳴らせた。アインはその場で頭を抱える。

「あああ……なんなんだよ魔剣って。人間の常識が通じなさすぎるだろ。シオン！　魔剣って持ち主とき……きききキス……するものなのか？」

「そんなこと知らないわよ！　持ち主じゃなくてもする子だっているみたいだし」

　ナナシキが独り、ぽつりと呟つぶやいた。

「……お二人に倣ならって私も接せつ吻ぷんすべきでしょうか」

　アインが即答する。

「しなくていいから。その……そういうことは好きな相手と……」

「……承知しました。マスターの命とあらばしかたありません」

「いや、迫ってくるなって。好きっていうのもその……色々あるだろ程度ってものが！」

　アインは逃げるように先頭を進む。

　そんなやりとりをしているうちに、丘を越えてイビサの街明かりが遠くに見え始めた。

　アインが再び立ち止まると、振り返り一同に宣言する。

「ともかくみんな疲れただろ？　今日はどこかで一泊して、明日、すぐにシオンの装備を一式整え直そう」

　砦とりででシオンの着る物を探すついでに、アインはちゃっかり宝箱も漁あさっていた。

　いくらかお金を得たのだが、その時のことをアインはふと思い出す。

「そういえば、宝箱を開けるのにティオが一番乗り気だったのに、なんで箱を斬きるのはナナシキに任せたんだ？」

「え？　そ、そうだったかしら」

　鍵かぎが見つからなかったため魔法の鍵ならぬ、実力行使に出たのだが……その時、鍵の代わりをしたのはナナシキだった。アインが心配そうにティオーレに確認する。

「砦とりでの鉄格子の時もだけど、調子が悪いのか？　いやでも、それならジュークは倒せなかったよな」

「そ、そうなの！　時々急に調子が悪くなるのよ」

　ティオーレはアインから視線をそらした。あからさまに怪しい。少し意地悪かもしれないがアインは探りをいれてみた。

「そうなると普段はナナシキの力を借りた方がいいのか」

「治ったから！　今治った！　はい治った！　調子は万全よ！　こうしてあたしの信頼性は日々向上していくの！」

　慌てるティオーレに、ナナシキが抑よく揚ようの無い口ぶりで告げる。

「……そろそろ本当のことを話しても良いのではありませんか？」

「な、なによ！　本当のこともなにも……」

　くるくると辺りを走り回っていたエペタムがティオーレの前に立つ。

「ティオーレ、嘘うそはよくない」

「う、嘘なんてついてないわよ！」

　アインは魔剣たちの会話についていけない。

「な、なあ。ティオ……隠し事って俺やシオンには言えないことなのか？　魔剣にしかわからない事情なら無理には聞かないけど……」

「い、言えないことじゃないわよ。た、ただ……ちょっと……」

　言葉を詰まらせるティオーレにナナシキが進言する。

「……剣としての基本的な機能は私が……遠距離での戦闘はエペタムが担当します」

「わ、わかったわよ！　アイン、心して聞いてちょうだい。あと、笑ったら……な、泣くからね！」

「わかった。それで……なにを隠してたんだ？」

　ティオーレがぼそりと呟つぶやく。

「……れないの」

「なんだ？　声が小さいぞ」

「き……きれないの」

「え？　きれない？　服のことか？　今はちゃんと着られるようになったろ」

　ティオーレは声を張り上げた。

「そうじゃなくて、あたしは斬れないの！　剣として切断する機能がないのよ！」

　このことを知られたら、アインに抜いてもらえなくなるかもしれない。そんな不安からずっと言えずにいたのだ。

　そもそも、いくら研いでも斬きれない剣だなんて、これ以上魔剣としてかっこ悪いことはない。

　そのくせ刃はがないなら研がなくても良いとか、そういった長所もないため余計にティオーレは切ないのだ。

「じゃあ今までのって峰打ちじゃなかったのか？」

　アインはてっきり、ティオーレがうまく斬ざん撃げきを打撃に変換しているものと思い込んでいた。魔剣なのだから斬れて当たり前という先入観があったのだ。

　ティオーレは涙目になりながら堂々と胸を張り、少しだけ自や棄けを起こしたようにウインクしてみせた。

「あたしは魔剣だけど打撃武器なの！　文句ある!?」

　ティオーレはびしっとアインの顔を指さす。告白してしまったが後悔はない。

「あ、ありません」

　今にも泣き出しそうなティオーレに、アインは思わず敬語で返してしまった。

　自分が信じていた通りのアインの返答に、ティオーレは安あん堵どした。

　同時に魔剣としての自分をきちんと思い出せるように、斬ることはできなくとももっと強くなれるようにがんばろうと、ティオーレは密ひそかに心に決めたのだった。




　近接打撃武器であり、魔剣の中でも希け有うな対魔剣破壊能力を持つティオーレ。

　魔剣としての格は低いが、使い手の力に応じて切れ味と強度を増す人造魔剣ナナシキ。

　自在に飛ひ翔しようし、命中精度も高く遠距離での攻防に強みを持つエペタム。

　三本の魔剣を手にしたアインは今、大きな風呂の洗い場にいた。

　本日も砦とりでに向かう前に休憩した、いかがわしい宿しか部屋が空いていなかったのだ。

　一番風呂場の広い部屋を借りて、アインはエペタムを研いでいた。

　エペタムの髪にそっと触れる。

「きゃっきゃ！　くすぐったい！」

「我慢してくれ」

　ティオーレやナナシキとはまったく違う反応にアインは戸惑った。

　優しく触れようとするほど拒否される。どうやらエペタムにはくすぐったいらしい。

　アインが洗おうとすると激しく身震いしたり、お腹なかの辺りを痙けい攣れんさせるくらい笑ってしまう。このままでは打つ手無しだ。

　多少強引になるのもやむなし……と、脱衣場で自分の順番を今か今かと待っている二人にアインは声を掛けた。

「ティオ！　ナナシキ！　手伝ってくれ！」

「しょうがないわね」

「……承知しました」

　二人に左右から挟まれて腕をつかまれ、動きを封じられたエペタムが首をいやいやと左右に振った。

「だめ！　だめ！　あひゃ！　あひゃはははははあ！」

「これは大仕事だな。というか、どうしてそんなに大笑いするんだよ」

「こしょこしょされるとビクビクなる。エペタム、研ぐと笑うからあんまり研いでもらえない。ごめんなさい」

　エペタムの反応にアインは一考した。

「そうか。じゃあ、これならどうだ？」

　アインは指先に力を込めた。強めの刺激だ。荒っぽいアインの指の動きにエペタムの表情がトロンととろけた。

「う、あう……くすぐったくない」

「痛くないか？」

「大丈夫。エペタム、強くされるの好きみたい」

　魔剣への接し方にも色々あるのだとアインは実感した。エペタムが大人しくなったので、左右から押さえ込んでいた二人がそっと彼女を解放する。

　アインはシャワーでエペタムの髪を流した。根元から十分に洗い上げられ、しっかり頭皮マッサージまで施ほどこされたエペタムの髪が、艶あでやかな潤いに満たされる。

　背を向けていたエペタムが笑顔でアインに振り返った。

　ぺったんこな胸。腰こしからお尻までストンとまっすぐなラインと……見事なまでに幼児的な体型だ。それでもアインはできるだけ直視しないよう、そっと視線を上にあげた。

「もうおしまい？」

「あっ……ああ。髪は自分でかわかしてくれ」

「うん！」

　アインの目の前でエペタムがぶんぶんと頭を振った。水しぶきが飛びちる。

「うわっ！」

　アインだけでなく、近くにいたティオーレとナナシキまで水浸しだ。

「ちょ、ちょっと！　なにするのよ！　ああもう濡ぬれちゃったじゃない。早く脱がないと風邪を引いちゃうわね」

「……風邪を引くかどうかはわかりませんが、ティオーレの意見に同意します。衣類を解除します」

　二人の服が同時に光に溶けて消える。アインに買ってもらった自慢の下着姿に早変わりした。アインが叫ぶ。

「お、おいっ！　二人とも順番に……」

　ティオーレがブラとパンツを脱ぎ去って笑った。

「アインも服がずぶ濡れね。脱いじゃいなさいよ！　ナナシキ、エペタムも手伝って」

「……承知しました」

「うん！　エペタム、アインに気持ちよくしてもらった。お礼したい！」

　ナナシキに羽交い締めにされ、アインはティオーレとエペタム、二人がかりで上着を脱がされた。鍛きたえられた腹筋にエペタムの瞳ひとみが輝く。

「アインかっこいい！　すごい」

「お、おう。ありがとう。じゃあこれくらいで……」

「もっと見たい！」

　エペタムの無邪気なリクエストにティオーレがにんまり笑った。

「じゃあ下も脱がせてみましょ！　そもそも、あたしたちばっかり裸になって、アインが脱いでないなんて不公平よ」

　腰こしのベルトを緩めると、ティオーレはアインのズボンに手をかけた。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　目をつぶったまま逃げようとしたアインは、泡で滑すべりやすくなった床に足をすくわれるとつるんと滑ってひっくり返る。

「うがっ!?」

　綺き麗れいにスッ転ぶと後頭部を強打して、アインの記憶はそこから朝まで途切れてしまうのだった。




　翌朝──イビサの街でシオンの装備を整え直し、軽めの食事を摂とるついでに、アインたちは酒場で情報を集めた。

　噂うわさはたちまち広がり、帝国領内の反乱分子が一斉に鎮圧されたという話題で店はもちきりだ。そこにサードアイの裏切りがあったことを知るのは、ごく一部の人間だけである。

　アインは旅立ちを決意した。サードアイの真意を確かめるために。止めるために。決着をつけるために。その行動すらサードアイは読んでいるかもしれない。

　それでも、行くと決めた。

　自分独りではサードアイの思惑から抜け出すことはできないだろう。

　だが、今のアインには仲間がいる。仲間の力が運命を用意されたものではない、別の道へと導くかもしれない。港で帝都への便を探しながら、アインはシオンに聞く。

「この先も一緒に来てくれるか？」

　イビサに残るという選択もシオンにはあった。

「他の街、ましてや帝都に行こうというのなら、辺境の村育ちのアイン一人じゃなにかと大変でしょ？　戦闘以外のバックアップは任せてちょうだい。それにわたしもサードアイがなにをしようとしてるのか気になるし……結社のみんなの仇かたきも討たなきゃいけない」

　どんな理由があっても、許されることではないとアインも思う。

　アインはうなずくとシオンに手を差し伸べた。

「じゃあ改めてよろしく頼む。シオン」

「ええ。こちらこそよろしくねアイン」

　握手する二人の手の上からかぶせるように、ティオーレが手を載せた。

「二人ともあたしが守ってあげるわ」

　ナナシキがティオーレの手の上に手を重ねる。

「……力不足は承知しておりますが、尽力いたします」

　最後にエペタムが両手を包むように添える。

「エペタムもがんばる！」

　アインたちは一度お互いの顔を確認しあうと、一斉に大きくうなずいた。

「行こう……帝都へ！」

　海からの潮風に吹かれながら、アインは南の空を見上げた。

　この空と海の向こうに待つ未知なる世界へと踏みだし、サードアイを追う旅が始まる。

　一人の少女と三人の魔剣少女を旅のともとして……。















あとがき




　初めましての方には初めまして！　一年ぶりの方にはお久しぶりです！

　すぎやまリュウです。

　こうしてまた、新作を世に送り出すことができました。

　今回は女の子に変身できちゃう魔剣と、その契約者となった男の子の物語です。

　魔剣の女の子は契約者にしか研ぐことができず、しかも研ぐ方法がなんともムフフな感じとなっております。是非お買い求めいただき、そのムフフ感をご堪たん能のうくださいませ。

　さてさて、どうして魔剣に「研ぐ」要素が出てきたのかといいますと、実は料理が好きでちょくちょく作っているものの、道具の手入れに自分があまりにも無む頓とん着ちゃくだったことが、そもそもの発ほつ端たんでした。

　包丁が切れなくなってきても気にせず使っていたのですが……ある日、都内某所の問屋街にて包丁研ぎの実演を見学し、職人技だし難しそうだし、素人の自分がやってもなぁ……なんて思いながらも、お土産感覚で砥と石いしを買ってしまいました。

　某モンスターをハントするゲームよろしく、我が家の包丁を買ってきたばかりの砥石で、見よう見まねながら研いでみたところ……。

　みるみるうちに切れ味が甦よみがえり、柔らかいトマトもスパスパと潰つぶさずに切れるではありませんか!?

　まるで通販番組で紹介されているような切れ味にうっとり。

　その感動に味を占め、自宅にある研げそうなものを片かたっ端ぱしから研いでしまったのも、今では良い思い出です。

　ああ、それにしても刃物が切れて嬉しいなんて、なんだか危ない人みたいですね。

　ともあれ、こうして切れ味が甦ってみると、ずっと手入れもされず本来の力を発揮できずにいた包丁に、申し訳ない気持ちになってしまいました。

　そして、ふと思いついたのです。

　この包丁が女の子だったら……どうやって研げばいいだろう。

　そうだ！　あれだあの方法しかない！

　というわけで、本作には魔剣の女の子を研ぐ過激なシーンがございますが、前述の通り本編にてお楽しみいただければ幸いです。

　あれ？　こんなに秘密にしてるのにどうして知ってるんですか？

　カバーの作品紹介に書いてあった!?

　なんたることだ。ネタバレじゃないか。

　そもそも口絵のカラーイラストがそのシーンすぎるって？

　ええと、その……。

　ともかくアレです。

　ちょっと髪を洗ってあげてスキンシップをとってるだけで、別に魔剣少女の敏感なところにタッチして声が出ちゃうとかそういんじゃないですから。

　むしろ最初は髪だけじゃなくて、全身を洗うとかそういう話だったのですが担当さんに「エッチすぎるのはいけないと思います」と戒いましめられて……。

　そんな哀あわれむような目で見ないで！

　ともかく本作は健全な内容でお送りしておりますので、あとがきから先に読む派の皆様は、お気軽かつお誘い合わせの上、お楽しみくださいませ。

　そして本編読了いただいた皆様。ありがとうございます。励はげみにさせていただきます。

　最後に、まだまだ拙いところばかりの自著にはもったいない、素敵なイラストを描いていただいた☆画が野や朗ろう先生。キュートなキャラクターたちをありがとうございます。みんなかわいくて大好きです。

　それと私事ではありますが、前シリーズから本作の離陸まで手を尽くしてくださった担当Ｓさま。これからも持ち前の粘りでがんばってください。

　そして、新担当のＯさま。本作からよろしくお願いいたします。
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　　２０１３年に「お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?」にてＭＦ文庫Ｊからデビュー。

　　今回は前作から打って変わってファンタジーに挑戦。

　　軽妙な会話とかわいい女の子の描写に定評があり、それらはバトルでもムフフなシーンでもニヤニヤな場面においても健在。読めばあなたもその愛らしさに、魔剣少女と契約したくなること間違いなし!!
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　　最近『湯シャン』とやらを実践中。かれこれ２ヶ月、かつて飼っていた愛犬を水洗いした時と同じ臭いが頭皮から漂ってきたのでおそらく成功です。やったぜ。
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